


６）試験機関

公的機関又は工事監理者に承諾を受けた試験業者及び建築主事が定める機関※

『建築物の工事における試験、及び検査に関する東京都取扱要綱』第４条で定める試験機関

７）受け入れ時の品質確認

ａ）受注者は品質管理者を設け、受け入れ時の品質確認を行い、品質に対して責任を持ち、
　　十分な管理を行うこと。

ｂ）受け入れ時の品質確認の結果は、工事監理者に報告すること。

構造特記仕様書（２）【使用構造材料一覧表・施工方法等計画書】

７－２.　加工及び組立・定着

１）鉄筋の継手 （5. 3. 4）

施工箇所 重ね ガス 機械式 一般 プレ－ト Ｕ型

継 手 方 法 定 着 方 法

柱主筋

大梁主筋

小梁主筋

基礎梁主筋

スラブ・壁・耐圧版

継手 圧接 継　手 定着 定　着 定着

適用径 溶接
継手

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

※

D22～D25

D19～D25

D29

D10～D16

基礎 D13～D19

杭主筋 ※ ※

（5. 3. 1）

※ ※増打補強 主筋 D13～D22

Ｍ形

※ ＳＰ形（スパイラル形）又は溶接閉鎖形

６）完全スリット 振止め筋の防錆処理

既製品はダイヤ形状のものを選択し、工事監理者の承諾を受けること。

５）梁貫通孔の補強

行う※

既製品

行わない

Ｈ形 ＭＨ形

目地部のかぶり厚さは目地底から確保すること。

３）鉄筋のかぶり厚さ

４）帯筋の組立

２）スペ－サ－

Ｗ－Ⅰ形 丸形

（5. 3. 5）

（5. 3. 3）

〇スペ－サ－の使用については上記を原則とし、使用箇所及び使用する製品は工事監理者の

Ｈ形

『建築物の工事における試験、及び検査に関する東京都取扱要綱』第４条で定める試験機関

公的機関又は監理者が承諾した試験業者及び建築主事が定める機関

試験片の採取数は１検査ロットに対して30 箇所以上とし検査ロットの合否の判定は、

（5. 4. 10）による。

５）試験機関

※

行う

圧接端面の加工のため鉄筋端部を切断する場合は、鉄筋冷間直角切断機を使用すること。

試験片の採取数は、１検査ロットに対して以下とする。

行わない

検査ロットの合否の判定は、（5. 4. 10）による。

２）技量付加試験

引張試験

超音波探傷試験

４）圧接完了後の抜取試験

３本

※

７－３.　ガス圧接

５本

（5. 4. 2）

（5. 4. 3，5. 4. 10）

社団法人”日本鉄筋継手協会”の『優良圧接会社認定』を受けた業者とする。

１）技能資格者

JIS Z 3881有資格者

※

３）圧接完了後の外観試験 全数※

する しない※

社団法人”日本鉄筋継手協会”の『Ａ級継手圧接施工会社認定』を受けた業者とする。

する しない※

検査ロット：１組の作業班が１日に行った圧接箇所とする。なお、２００箇所を超えるときは、
　　　　　　２００箇所ごととする。

検査ロット：１組の作業班が１日に行った圧接箇所とし、無作為に抜き取る。

構造図（詳細図）による

（各階最初の工区にのみ適用）

行わない

行わない

鉄筋継手性能規準におけるＡ級性能評価取得品とする。

施工計画書による。

鉄筋の呼び名毎に継手試験体の引張試験を行う。

５）完了後の検査

４）事前の強度試験

３）継手性能

７－４.　機械式継手

行う（目視検査）※

※ 行う

（5. 5. 2）

鉄筋継手性能規準におけるＡ級性能評価取得工法とする。

行わない（技量証明書提出）

施工計画書による。検査率は１００％とする。

３）技量付加試験

２）継手性能

外観検査及び超音波探傷試験

機械試験

４）溶接完了後の試験

※

※ 行う

７－６.　配筋

１）配筋設計

ａ）受注者は、構造図面に記載されている配筋を基に、施工の諸条件を考慮し必要に応じて
　　鉄筋の納まり図を作成すること。

ｂ）配筋設計において改善すべき内容があった場合は、工事監理者と協議すること。

７－５.　溶接継手

（5. 6. 3）

評価取得時に定められた技能者

１）技能資格者

評価取得時に定められた方法により資格を認定された技能者

１）技能資格者

工事監理者の確認又は検査を受けること。

２）配筋管理

受注者は、構造図面の記載通りに配筋されていることを確認、検査を行い自主検査記録を提出し、

２）工　法 無機グラウト式 有機グラウト式 モルタル式 トルク式※

有機グラウト式を使用する場合は、かぶり厚さに注意すること。

※

（5. 4. 2）

（5. 4. 1）

（5. 5. 1）

（5. 5. 5）

（5. 6. 1）

（5. 6. 5）

施工計画書による。

■配筋検査項目

１．鉄筋の種別，径，本数，間隔，位置

２．加工形状（折曲げ寸法，余長など）

３．組立精度（鉄筋の位置，かぶり，定着長，鉄筋同士のあきなど）

４．継手位置，継手状況，圧接，折曲げ位置

５．その他（開口部の補強，出隅・入隅補強，階段，差し筋，梁貫通孔補強，増打補強，

　　　　　　バーサポート・スペーサーの配置，結束状況，清掃など）

高炉スラグ微粉末（JIS A 6206）

膨張材（JIS A 6202）

フライアッシュ（JIS A 6201）

普通ポルトランドセメント（Ｎ）

高炉スラグ粗骨材（JIS A 5011-1）

電気炉酸化スラグ粗骨材（JIS A 5011-4）

電気炉酸化スラグ粗骨材（JIS A 5011-4）

高炉スラグ細骨材（JIS A 5011-1）

フェロニッケルスラグ細骨材（JIS A 5011-2）

銅スラグ細骨材（JIS A 5011-3）

B（コンクリ－ト中のアルカリ総量 3.0 kg／㎥以下）

Ａ　Ｅ：ＡＥ減水剤標準形又は遅延型のⅠ種（JIS A 6204）

高ＡＥ：高性能ＡＥ減水剤（JIS A 6204）

アルカリシリカ反応性による区分

中庸熱ポルトランドセメント（Ｍ）

砂利（JIS A 5308）

砕石（JIS A 5005）

砕砂（JIS A 5005）

砂（JIS A 5308）

８－１.　レディ－ミクストコンクリ－トの類別・材料

１）レディミクストコンクリ－トの類別

Ⅰ 類

※

４）混和材料

混和材

混和剤

※ A

細骨材 ※

※

２）セメントの種類

３）骨材の種類

※

粗骨材 ※

※ Ⅱ 類

（6. 3. 1）

（6. 2. 1）

低熱ポルトランドセメント（Ｌ）

高炉セメントＢ種

混合セメントのＡ種

セメントの種類を変更する場合は、工事監理者の承諾を受けること。
ただし、＜ ８－４.コンクリ－トの品質 ＞に記載されている内容に準拠すること。

８.　コンクリ－ト工事

再生骨材Ｈ

再生骨材は無筋コンクリート・工作物（一部を除く）に適用する。

（JIS R 5210）

（JIS R 5210）

（JIS R 5210）

（JIS R 5211）

（JIS R 5212、JIS R 5213）

G

フライアッシュセメントＢ種 G

高炉セメントのＢ種（ＢＢ） ：基礎,基礎梁は適用可とする。

：基礎,基礎梁は適用可とする。

８－２.　コンクリ－トの仕様

１）コンクリートの仕様

使用箇所 強度Fc
による セメント スランプ フロ－

単位水量

押えコンクリート

土間コンクリート

(N／m㎡)
の種類 (cm) (cm)

の最大値
(kg/㎥)

設計基準

の種類

備 考

18 普通 N 15 - 185

使用骨材

18 普通 N 15 - 185

18 普通 N 15 - 185

30 普通 BB or N 15 - 185

30 普通 N 18 - 185

捨てコンクリート

(6. 2. 2 ～ 6. 2. 4)(6. 14. 1 ～ 6. 14. 3)

ａ）設計基準強度Fcが18～36N／ｍ㎡のコンクリ－トは、JIS規格品を使用すること。

ｂ）設計基準強度Fcが36N／ｍ㎡を超えるコンクリ－トは、建築基準法第37条第2号に基づく国土交
　　通大臣認定を取得した材料を使用すること。ただし、呼び強度が60N／m㎡以下の場合は、JIS

ｃ）原則として、設計基準強度Fcが45N／m㎡未満はスランプ管理、45N／m㎡以上のコンクリ－トは

ｄ）骨材の最大粒径は20mmとする。砂利を使用する場合は最大粒径を25mmとする。

　　規格品を使用してもよい。

　　フロ－管理とする。

ｅ）混和剤は、高性能AE減水剤を基本とする。
　　ただし、各基準値を満足する場合に限り，AE減水剤の使用を可とする。

ｆ）セメントの種類について、マスコンクリートの範囲は「８－４.　コンクリ－トの品質」
　　によるものとする。

（6. 1. 1）

２）耐久設計基準強度

ａ）品質管理強度Fq は、【設計基準強度Fc】と【耐久設計基準強度Fd】の大きい値とする。

ｂ）外構、土間コンクリート、押えコンクリート、ラップルコンクリート、捨てコンクリート

ｃ）計画供用期間の級が超長期の場合、スラブの最小かぶり厚さ、標準かぶり厚さは「配筋標準図
　　４ 鉄筋のかぶり厚さ」に示す数値にそれぞれ ＋10mm を加えた値以上とする。
ｄ）計画供用期間の級が超長期の場合、使用するセメントは原則ポルトランドセメントとする。

　　には適用しない。

８－３.　コンクリ－トの調合

１）Fc≦60N／ｍ㎡かつJIS規格品の場合

Fm≧Fc＋S Fm：調合管理強度

レディーミクストコンクリートの呼び強度の強度値は調合管理強度以上とする

２）大臣認定品の場合

認定条件による

８－４.　コンクリ－トの品質

普通コンクリ－ト※

単位セメント量の最小値（kg／㎥）

（6. 3. 2）

270※ 320

水セメント比の最大値（％） 65  60 55 50

所要空気量の目標値（％）  4.5※

塩化物イオンの最大値（kg／㎥） 0.30※

以下のコンクリ－トに規定する事項以外は、普通コンクリ－トによる。

軽量コンクリ－ト （6. 10. 1～6. 10. 5）

単位セメント量の最小値（kg／㎥） 320※

水セメント比の最大値（％） 55※

所要空気量（％） 5.0※

人工軽量骨材の品質 JIS A 5308※

人工軽量骨材の粒度 JIS A 5002※

寒中コンクリ－ト （6. 11. 1～6. 11. 6）

水セメント比の最大値（％） 60※

適用期間 　　月　　日～　　月　　日

マスコンクリ－ト （6. 13. 1～6. 13. 5）

セメントの種類 中庸熱ポルトランドセメント（Ｍ）

高炉セメントＢ種（ＢＢ）

強度管理材齢（m日） 28 56 91※

水セメント比の最大値（％） 60※

スランプ値（cm） 15※

荷卸し時のコンクリ－ト温度の上限（℃） 35※

適用箇所

マスコンクリ－トは温度応力解析を行い、工事監理者に報告すること。

高流動コンクリ－ト　（仕様は JASS 5 による）

スランプフロー cm

適用箇所

無筋コンクリ－ト

無筋コンクリ－トは以下のコンクリ－トをいう。

捨コンクリ－ト等

押えコンクリ－ト等

防水層の保護コンクリ－ト

機械室等に使用する配管埋設用コンクリ－ト

しない※ する構造体強度補正

不要※ 必要試し練り

可※ 不可エコセメントの使用（JIS R 5214）

高強度コンクリ－ト（36N／ｍ㎡＜Fc≦60N／ｍ㎡）

所要空気量（％）

大臣認定を取得した高強度コンクリ－トの品質管理は認定条件による。

低熱ポルトランドセメント（Ｌ）

（6. 14. 1～6. 14. 3）

3.0

Fc：設計基準強度 S：構造体強度補正値

※ 4.5

ただし、マスコンクリートには単位セメント量の最小値は、適用しない。

種類 1類※ 2類

暑中コンクリ－ト （6. 12. 1～6. 12. 4）

日平均気温の平年値が25℃を超える期間のコンクリートを打ち込む場合に適用する。

構造体強度補正値（N／m㎡） 6※

不要※ 必要構造体コンクリート強度試験

大臣認定品は、認定条件による。

遮蔽コンクリ－ト

水セメント比の最大値（％）

スランプ値（cm）

適用箇所

比重（g/c㎥）

スランプ値（cm） 8-2 1)参照。その他18※

スランプ値（cm） 8-2 1)参照。その他18※

（6. 3. 2）

８－５.　コンクリ－トの品質管理

コンクリ－トの種類 試 験 回 数

普通コンクリ－ト
１日１回以上 かつ 150㎥ごとに １回

１）試験回数

その他のコンクリ－ト

１日３回以上 かつ 300㎥ごとに ３回高強度コンクリ－ト

（6. 9. 3）

ａ）コンクリ－トの種類・強度が異なる毎及び製造工場毎の回数とし、端数につき1回以上と

２）採取位置 （6. 9. 2）

コンクリ－トの種類 採　取　位　置

普通コンクリ－ト
荷卸し地点

その他のコンクリ－ト

打ち込み箇所（筒先）軽量コンクリ－ト

３）受け入れ試験項目 （6. 5. 2～6. 5. 5）（6. 9. 2）

試験項目 試験方法

スランプ

JIS A 1101
8～18cm

スランプ

判定規準

±2.5cm

フロ－

スランプ
18cmを超える

±1.5cm (注）

フロ－
50cm以下

±7.5cm

フロ－
50cmを超える

±10.0cm

空気量

JIS A 1128（空気室圧力方法）

JIS A 1118（容積方法）

JIS A 1116（質量方法）

±1.5％

温度

塩化物量

JASS5 T-502

（フレッシュコンクリ－トの中

　の塩化物量の簡易試験方法）

0.30kg／㎥以下

（注）調合管理強度Fmが27N／ｍ㎡以上で、高性能AE減水剤を使用する場合は±2.0cmとする

行う（JIS A 1116）※ 行わない

ｂ）単位水量の測定

４）構造体コンクリートの強度試験 （6. 9. 5）

ａ）１回の強度試験の供試体の数は材齢２８日用、強度管理用にそれぞれ３本とする。

　　必要に応じて以下の用途ごとにそれぞれ３本とする。

材齢７日用

長期管理材齢にて、品質管理を行う場合の予備

ＰＣ導入時期の決定用

型枠取外し時期決定用

ｂ）１回の強度試験の供試体採取方法

　　適切な間隔をあけた３台の運搬車から１本ずつ合計３本とする。ただし、高強度

　　コンクリ－トの場合は、１台当り３本採取する。

ｃ）供試体の養生方法及び判定基準 （6. 9. 3 ～ 6. 9. 5, 6. 11. 6, 6. 13. 5）

５）コンクリ－トの試し練り 

行う※ 行わない

ａ）試験項目は上記３）と同様とする。ただし、スランプ値の判定規準は目標値に対して
　　±1.0cm、スランプフロ－は±5.0cm、空気量は±1.0％とする。

ｂ）スランプフロ－で管理するコンクリ－トは工事監理者との協議により経時変化（30,60,
　　90,120分）を行うこと。

ｃ）高強度コンクリ－トは、工事監理者の指示によりヤング係数を計測すること。

ｄ）ＪＩＳ規格品を使用する場合は、工事監理者との協議により省略することが出来る。

ｅ）やむをえず、ＪＩＳ規格品以外を使用する場合は試し練りにより品質を確認し、工事監
　　理者の承諾を受けること。

強度管理材齢 供試体の養生方法

JIS

規格品

判定基準

２８日

２８日を超え、

９１日以内のn日

現場水中養生

現場封かん養生

≧Fm

≧Fc+3

≧Fmm日
高強度

コンクリ－ト

材齢28日まで

20℃以上

の平均気温

≧Fc+320℃未満

JIS A 1156 35℃以下

ａ）軽量コンクリ－トの単位容積重量の測定

ｂ）高強度コンクリートの試験は、１台の運搬車から採取した３本の供試体の試験結果を１回
とし、合計９個の供試体による３回の試験とする。

する。ただし、高強度コンクリートは端数につき３回以上とする。

ａ）特に変動が著しいと思われる場合は、その品質を代表する箇所から採取する。

圧縮強度 供試体の養生方法：標準養生

材齢28日 ３回の平均 ≧ Fm

JIS A 1108

１回の試験 ≧ 0.85 Fm

JIS A 5308

ｃ）１回の強度試験の供試体採取方法 １台の運搬車から同時に３本採取する。

（注）双方の結果を満足すること

・
マスコンクリート

２８日

２８日を超え、
９１日以内のn日

現場封かん養生

≧0.7Fc（注）

≧Fc+3（注）コンクリ－ト

寒中

標準養生

２８日 標準養生 ≧Fc+3

（6. 5. 1）

[太平洋ハイパーエクスパン（構造用）同等品]

➊

混和剤棟名

AE

高AE

基礎・基礎梁

混和材

-

基礎梁増打・1階床

1階柱～上部躯体 30 普通 N 高AE 18 - 185膨張材

★

➌
24 普通 15 - 185

24 普通 N 18 - 185

AE

AE

基礎・基礎梁 -

-
基礎梁増打・1階床

立上り壁

共通

共通

共通

[高強度せん断補強筋除く]

流動化コンクリ－ト

スランプ

流動化剤の投入場所

（6. 15. 1～6. 15. 4）

cm

cm

ベースコンクリート：

流動化コンクリート：

適用箇所

工事現場※ レディーミクストコンクリート工場

（6. 3. 2）

【Ⅰ類（JIS規格品）の場合：省略可】

行う 行わない※

計画供用期間の級 計画供用期間（年） 耐久設計基準強度Fd(N／m㎡)

長期

超長期

標準

短期

約200

約100

約 65

約 30

36

30

24

18

➊・➋・➌

棟名称

　承諾を受けること。

〇鋼製のスペ－サ－は、躯体面側が防錆処理された製品を使用すること。
　なお、土に接する耐圧スラブ及び地下外壁に使用するものは、かぶり部分全てが

〇コンクリ－ト製、モルタル製は、コンクリ－ト躯体の設計強度以上のものを使用すること。

〇プラスチック製を使用する面は、柱・大梁・小梁・壁の側面のみとすること。

〇プラスチック製のドーナツ形は、原則 タテ使い とすること。

〇片持ちスラブの場合は、鋼製で連続バーサポートを使用すること。

　防錆処理された製品を使用すること。

　但し、外部打放し直仕上げ部分は、除く。

〇スラブ下に断熱材を使用する場合は、めり込み防止を施した専用スペーサーを使用すること。

-

➋

S - 

図面番号

日付

25 3

令和７年度　第二中学校等複合施設新築工事（建築工事）
A1

A3

縮尺

図面名

工事名

株式会社教育施設研究所 東北事務所　一級建築士事務所 宮城県知事登録第24110153号

教育施設研究所・三上設計設計共同体

三上設計有限会社　一級建築士事務所 青森県知事登録第573号

代表設計者

設計者

設計者

担当者

担当者構造設計一級建築士第8280号

一級建築士第315246号 茂木博之

一級建築士第331602号 田中裕士 _

_

02

【共通】　構造特記仕様書 No.2

※

D22～D25

BB or N

1階柱～上部躯体 24 普通 N 18 - 185AE -



ベースプレート, 内ダイアフラム

材　　質 使　用　箇　所 規 格 番 号 備　考

JIS G 3136

９－４.　材料

１）鋼　材 （7. 2. 1）

通しダイアフラムSN490C JIS G 3136

大梁, ベースプレートSN400B JIS G 3136

通しダイアフラムSN400C JIS G 3136

小梁・二次部材等SN400A JIS G 3136

小梁, 二次部材等SS400 JIS G 3101

BCP325 大臣認定品

BCP235 大臣認定品

角形鋼管柱BCR295 大臣認定品

STKN490B JIS G 3475

STKN400B JIS G 3475

母屋, 胴縁, その他鉄骨下地SSC400 JIS G 3350

鋼材は原則として高炉材とする。電炉材を使用する場合は工事監理者の承諾を受けること。

２) 高力ボルト・普通ボルト

※

（7. 2. 2，7. 2. 3）

接合部全般

種　　　　　類 規 格 番 号

トルシア形高力ボルト（S10T）

使　用　箇　所

大臣認定品

ＪＩＳ形高力ボルト  （F10T） JIS B 1186

軽量形鋼普通ボルト

溶融亜鉛メッキ範囲溶融亜鉛メッキ高力ボルト（F8T） 大臣認定品

JIS B 1181

※

３) 溶接棒等 （7. 2. 5）

※ JIS Z 3211, 3214

種　　　　　類

被覆ア－ク溶接棒（手溶接）

規 格 番 号

JIS Z 3312, 3313，3315，3320ガスシ－ルドア－ク溶接用鋼ワイヤ（半自動溶接）

JIS Z 3351, 3352サブマ－ジア－ク溶接用材料（自動溶接）

JIS Z 3353エレクトロスラグ溶接用材料（自動溶接）

※

※

９－６.　溶接接合　

１）溶接技能者 （7. 6. 3）

JIS Z 3801

溶接方法

手溶接

規格番号

JIS Z 3841

技能資格

所有する資格

半自動溶接

自動溶接

A- 2F,2H,2V 又は A- 3F,3H,3V

SA-2F,2H,2V 又は SA-3F,3H,3V

上記のいずれかの資格

突合せ溶接を行う溶接技能者に対する技量付加試験

工　場 行う ※ 行わない

工事現場 行う ※ 行わない

ＡＷ検定有資格者は技量付加試験を免除することができる。免除を受ける場合は、製作要領書に
証明書を添付すること。

ロボット溶接オペレ－タ－に対する技量付加試験

行う ※ 行わない

ロボット溶接を使用する場合は工事監理者の承諾を受けること。

ＡＷ検定有資格者は技量付加試験を免除することができる。免除を受ける場合は、製作要領書に
証明書を添付すること。

２）溶接部の検査方法

溶接部の検査方法は『鋼構造建築溶接部の超音波深傷検査規準』（日本建築学会）による。

３）鉄骨製作工場における自主検査 （7. 6. 11）

溶接部の検査

超音波探傷試験(突合せ溶接部） 100％

外観検査 100％

食い違い・仕口のずれの検査 100％

『突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル』による。

溶接部の温度管理 （7. 6. 10）

400N／m㎡

入熱量

490N／m㎡ 520N／m㎡

パス間温度 入熱量 パス間温度 入熱量 パス間温度

KJ/cm ℃ KJ/cm ℃ KJ/cm ℃

15～40 ≦350

15～40 ≦350

YGW-11・15

YGW-18・19

溶接材料

鋼材

15～30 ≦250

15～40 ≦350 15～30 ≦250

製作精度

（社）日本建築学会『ＪＡＳＳ　６鉄骨工事』付則６［鉄骨精度検査基準］による。

４）アンカ－ボルト （7. 2. 4）

種　　別 材　　質

構造用アンカ－ボルト

備　　考

露出型固定柱脚

建方用アンカ－ボルト

※ SNR400B JIS B 1220

大臣認定番号

※ SS400 JIS G 3101

SNR490A JIS G 3138

SNR490B

※ 転造ネジ

規 格 番 号

(ABR400/490)

切削ネジ

(ABM400/490)

アンカ－ボルトの保持及び埋込み方法

構造用アンカ－ボルト Ａ種※ Ｂ種 Ｃ種

建方用アンカ－ボルト Ａ種 ※ Ｂ種 Ｃ種

ベ－スプレ－トの保持

構造用アンカ－ボルト Ａ種※ Ｂ種

建方用アンカ－ボルト Ａ種 ※ Ｂ種

均しモルタル

無収縮モルタル 圧縮強度：45 N／m㎡以上※

溶接技能者は、工事に相応した次に示す資格を有する者とする。

JIS G 3138

（7. 10. 3）

８－６.　型枠

１）型枠の材料及び工法 （6. 8. 2, 6. 8. 3）

ａ）型枠の材料は合板（12ｍｍ）を基本とし、意匠図による。特殊な型枠を使用する場合は、
　　工事監理者の承諾を受けること。

ｂ）誘発目地は耐震壁以外の壁で1枚の壁面積が25㎡ 以上、及び辺長比（壁の長さ／壁の高
　　さ）が 1.5 以上の場合に設ける。

ｃ）誘発目地の配置及び目地の詳細については、工事監理者の承諾を受けること。

ｄ）誘発目地は、日本建築学会『鉄筋コンクリート造建築物の収縮ひび割れ制御設計・施工指針
　　・同解説』を参考とすること。

ｅ）完全スリットに使用する製品は必要な耐火性能を有するものとし、工事監理者の承諾を
　　受けること。

２）かぶり厚さの管理

受注者は規定のかぶり厚さが確保されていることを確認、検査を行い品質に対して責任を持ち、
十分な管理を行うこと。

３）型枠の存置期間 （6. 8. 4）

せき板及び支柱の取外し・盛替えは、下表の最小存置期間を経た以後に行う。なお、コンクリート
の圧縮強度による場合の支柱の取外し・盛替えは、原則として認めない。
強度管理材齢が28日を超える場合は、存置期間を工事監理者と協議し決定すること。

施工箇所 セメントの種類

普通ポルトランドセメント

混合セメントのＡ種

存置期間中の平均気温

15℃以上 5℃以上 0℃以上

3 5 8

高炉セメントＢ種
5 7 10

基礎、梁側

柱、壁
せき板

普通ポルトランドセメント

混合セメントのＡ種
17 25 28

中庸熱ポルトランドセメント

低熱ポルトランドセメント

高炉セメントＢ種

28

スラブ下

梁　下 全てのセメント 28

支　柱

圧縮強度
せき板

圧縮強度が５N／ｍ㎡以上となるまで

材
齢
に
よ
る
場
合

片持梁、庇、長大スパンの梁、大型スラブ等の型枠を支持する支柱、又は施工荷重が著しく
大きい場合の支柱等は、存置期間の延長、二層受け等を行うこと。

８－７.　打設

１）打設管理 （6. 6. 2, 6. 6. 3）

ａ）受注者はコンクリート打設計画書を作成し、管理を行うこと。

ｂ）打設量に応じた要員数と打設時間を設定し、打設を行うこと。

ｃ）外気温、天候等の打設当日の条件を考慮すること。

ｄ）コンクリ－トの打設量はポンプ車１台当たり、30㎥／h以下を基本とし、打設箇所及び時
　　期を考慮して定めること。

ｅ）コンクリ－トの練り混ぜから打込み終了までの時間は外気温が２５℃以下の場合では
　　１２０分以内、２５℃を超える場合は、９０分以内とする。

ｆ）圧送に先立ち使用したモルタルは型枠内に打ち込まないことを原則とする。

２）打継ぎ

ａ）梁及びスラブの場合は、そのスパンの中央付近又はスパンの１／３～１／４に設け、
　　柱及び壁の場合は、スラブ、壁梁又は基礎の上端に設ける。

ｂ）打継面はレイタンス及び、ぜい弱なコンクリ－トを取り除き、健全なコンクリ－トを
　　露出させる。地下打継部は止水板等、止水処理を施すこと。

３）養生

打設後のコンクリ―トは、散水、噴霧、養生マット等により湿潤に保つこと。

（普通ポルトランドセメントの場合：５日間以上、高炉セメントＢ種の場合：７日間以上）

４）構造体コンクリ－トの品質管理

ａ）構造体コンクリ－トは仕上げ等を行う前に打設状況を確認し、工事監理者に報告すること。

ｂ）打込み不良等がある場合は、補修要領を作成し工事監理者の承諾を受けて補修すること。

（6. 6. 1, 6. 6. 2）

（6. 6. 4）

（6. 7. 1 ～ 6. 7. 3）

４）鉄骨製作工場における第三者検査 （7. 6. 12）

組立開先検査 行わない

溶接部の検査

超音波探傷試験(突合せ溶接部）

比例抜取式検査※

抜き取り率 30％※ 20％ 10％

ロットの構成は、１節毎かつ300箇所以下とする。

ロットの検査は、不合格率5.0％以下をロット合格とする。

ロット不合格の場合は、全数検査とする。

計数調整型抜取検査

平均検出限界（AOQL） 4.0％※ 2.5％

検査水準 第６水準※ 第４水準

外観検査

抜き取り率 30％※ 20％ 10％

ロットの構成は、１節毎かつ300箇所以下とする。

ロットの検査は、不合格率5.0％以下をロット合格とする。

ロット不合格の場合は、全数検査とする。

食い違い・仕口のずれの検査

抜き取り率 30％※

ロットの構成は、１節毎かつ300箇所以下とする。

ロットの検査は、不合格率5.0％以下をロット合格とする。

ロット不合格の場合は、全数検査とする。

『突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル』による。

５）工事現場における第三者検査

溶接部の検査

超音波探傷試験(突合せ溶接部）

抜き取り率 100％※

外観検査

抜き取り率 100％※

食い違い・仕口のずれの検査

抜き取り率 100％※

『突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル』による。

行う　検査回数：※

通しダイアフラムの許容誤差

全てのダイアフラムはH12建告第1464号第二号イ(1)(2)に規定する仕様を満足すること。

ダイアフラムをH12建告第1464号第二号イ(1)(2)に規定するただし書きの計算確認有り

補強方法

『突合わせ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル』による。

（社）日本建築学会『ＪＡＳＳ　６鉄骨工事』付則６［鉄骨精度検査基準］付表５［工事現場］
による。

９－７.　建方精度

隅肉溶接

６）スタッド及びデッキプレ－トの溶接

スタッド溶接工の技量付加試験 行う ※ 行わない

横向き姿勢の場合は、『スタッド溶接技能者技術検定試験(スタッド協会)』のＢ級資格者とする。

デッキプレ－トの溶接方法

合成スラブ用デッキプレ－ト 焼抜栓溶接※

床型枠用デッキプレ－ト 焼抜栓溶接 ア－クスポット栓溶接※

７）代替エンドタブを使用した場合の検査方法

代替エンドタブ（フラックスタブ）を使用した突き合わせ溶接部の両端部からそれぞれ板厚
かつ35mmまでの範囲は基準感度+6dB（倍感度）の探傷感度で検査を行うこと。

上記は「鉄骨製作工場における自主検査」「鉄骨製作工場における第三者検査」「工事現場
における第三者検査」のいずれにおいても対象とする。

欠陥の評価長さは『鋼構造建築溶接部の超音波深傷検査規準』（日本建築学会）による。

（7. 7. 2）

（7. 3. 3）

（7. 10. 2）

代替エンドタブを使用する場合は、　　　　　　　　　　　　工事監理者の承諾を受けること。

９－８.　錆止め塗装 （7. 8. 1）

１）範囲及び塗料種別

※

塗装範囲

仕上げ塗装を行う部分

備　考

鋼製スリ－ブ内面

防錆処理剤工事現場溶接部

建物外周部

※

※

塗料種別 規格番号

Ａ種

Ａ種

Ａ種

JIS K 5625 又は JIS K 5674

JIS K 5674

JIS K 5625

仕上げ塗装の仕様及び範囲は意匠図による。

２）錆止め塗料塗り

工　　程

錆止め塗料塗り（下塗り１回目）

研磨紙ずり

錆止め塗料塗り（下塗り２回目）

塗料種類
塗料種別

２種

１種

○素地ごしらえ

1

2

3

Ｂ種Ａ種

○

○

○

○

○

○

ａ）素地ごしらえ、塗り工法等は標準仕様書による。

ｂ）塗装は原則として工場塗りとする。現場塗りは補修のみとし塗り回数は１回とする。

３）塗装しない部分

ａ）コンクリ－トに密着する部分及び埋め込まれる部分

ｂ）高力ボルト摩擦接合部の摩擦面

ｃ）工事現場溶接を行う部分の両側それぞれ100mm程度の範囲，超音波探傷試験に支障を及ぼす範囲

ｄ）密閉される閉鎖形断面の内面

ｅ）ピン、ロ－ラ－等密着する部分及び回転又は摺動面で削り仕上げした部分

ｆ）組立によって肌合せとなる部分

４）耐火被覆部分の錆止め塗装

ａ）吹付け等の鋼面に付着する耐火材に被覆される部分は、原則として錆止め塗装を行わ
　　ない。ただし、錆止め塗装を必要とする部分は、JIS K 5625（Ａ種）又は

ｂ）耐火板等の鋼面に付着しない耐火材に被覆される部分は、JIS K 5674（Ａ種）とする。

５）鉄鋼面の素地ごしらえ

種別 Ａ種（酸洗い） ※Ｂ種（ブラスト） Ｃ種（サンダ－）

９－９.　耐火被覆　

１）耐火被覆の種別及び性能

耐火被覆は、耐火材吹付け、耐火板張り、耐火材巻付け、ラス張りモルタル塗り、耐火塗料等とし、
その種類、材料、工法等による性能・品質は、意匠図による。

２）耐火被覆の範囲

耐火被覆の適用範囲は、鉛直荷重を支持する部材とし、下記の部位は不要とする。

鉄骨階段 鉛直荷重を受けないブレ－ス材 座屈止め材

９－１０.　溶融亜鉛メッキ　

１）種　別（JIS H 8641）

適用部位 記号

鋼　　材

普通ボルト、アンカ－ボルト

板厚（mm） 種別

最小板厚1.6 以上 3.2 未満

最小板厚3.2 以上 6.0 未満

最小板厚6.0 以上     　　

Ｃ種

Ａ種

Ｂ種

備　考

Ｃ種

HDZT 77

HDZT 63

HDZT 49

HDZT 49

　　JIS K 5674（Ａ種）の１種・１回塗り、あるいは耐火被覆の付着性を損なわない仕様

（7. 9. 1）

（7. 12. 1）

（腐食・錆の飛散防止）

「腐食・錆の飛散のおそれがある箇所は、工事監理者と協議し必要に応じて対策を講ずること」

　　とすること。

TMCP355B 大臣認定品

TMCP355C 大臣認定品

TMCP325B

TMCP325C

SM520B

SM520C

監督員との協議による

大臣認定品

大臣認定品

STKR490 JIS G 3466

t≦40

t≦40

t＞40

t≦40

t≦40

５）注意事項

ａ）躯体打設時は、RC躯体にセットされたアンカーボルトが、動かないよう注意して施工すること。

JIS G 3106

JIS G 3106

SN490B

剛接合

構造特記仕様書（３）【使用構造材料一覧表・施工方法等計画書】

（6. 9. 6）

中庸熱ポルトランドセメント

低熱ポルトランドセメント

フライアッシュセメントＢ種

6 8 12

2 3 5早強ポルトランドセメント

8 12 15早強ポルトランドセメント

９.　鉄骨工事

９－１.　鉄骨製作工場 （7. 1. 3）

鉄骨製作工場は下記の大臣認定グレ－ド以上の工場から選択し、工事監理者の承諾を受けて決定
すること。

S H M R J

９－２.　第三者検査機関

１）第三者検査機関の選定

第三者検査機関は、受注者が以下に示す条件から選択し、工事監理者の承諾を受けて決定すること。

『建築物の工事における試験、及び検査に関する東京都取扱要綱』第４条で定める試験機関

受注者の選択した業者

２）第三者検査機関との契約

第三者検査機関との契約は下記の者と第三者検査機関の間で行うこと。

受注者※ 建築主

鉄骨製作工場の性能（グレード）

９－３.　工事監理者の立会検査対象

現寸検査 検査対象： 工事監理者との協議による

組立開先検査 検査対象：

製品検査 検査対象： ※

建方検査

全節

検査対象：

工事監理者との協議による

工事監理者との協議による

（7. 1. 1）

（7. 1. 4）

t＞40

t＞40

t＞40

STK490 JIS G 3444

円形鋼管柱STK400 JIS G 3444

渡り廊下柱, 屋外倉庫柱, 鉄骨下地STKR400 JIS G 3466

SM490A JIS G 3106

５）デッキプレ－ト（JIS G 3352） （7. 2. 7）

種　　　　　類 材　　質

合成スラブ用デッキプレ－ト

備　　考

床型枠用デッキプレ－ト

デッキプレ－ト

※ SDP2GA(Z12) SDP2G(Z27)

※ SGCC SGHC

※ SDP1TG(Z12) SDP1TG(Z27)

６）タ－ンバックル　（JIS A 5540，JIS A 5541）

タ－ンバックル胴 割枠式※ パイプ式

（7. 2. 6）

タ－ンバックルボルト 羽子板ボルト※ アイボルト 両ねじボルト

SDP2GA(Z12) SDP2G(Z27)

床開口、床段差により鉄筋トラス付型枠デッキの敷設が適さない場合、スラブリストの通り
【DS〇〇→S〇〇】に読み替えて適用し、在来スラブ(床型枠用デッキプレ－ト)へ変更可とする。

７）頭付きスタッド（JIS B 1198） （7. 2. 8）

既製品

９－５.　高力ボルト接合　

１）摩擦面の処理

自然発錆による赤さび、又はブラスト処理における表面粗さ（50μmRz以上）を確保すること。
例）その確認方法の１つとして、見本を作製のうえ対比（視覚・触覚）させ、良否を確認すること。

（7. 4. 1）

（7. 6. 1）

鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱

溶接部の開先形状、温度管理及び技能者の溶接について検査し、工事監理者に報告すること。

（7. 7. 8）

ＡＷ検定代替エンドタブ有資格者であること。

２）メッキ工場

ＪＩＳ表示認証工場とする。

３）メッキ範囲

外部露出範囲

４）酸化物の除去方法 ※ 酸洗い ブラスト法

（注）鋳物の場合はブラスト法による

５）溶融亜鉛メッキ高力ボルト接合部分の摩擦面の処理　（μ=0.40）

ブラスト処理※ すべり係数試験 ※行う 行わない

リン酸処理※

リン酸処理とする場合は、

（7. 8. 2, 7. 8. 4）

（7. 8. 3）

（7. 12. 5）

１０.　その他

１０－１.　あらかじめの検討

以下の内容の施工上でやむ得ず生じる可能性の高い変更については、設計上の考慮可能な範囲であり、
安全性に影響を与えないことが、工学的確認できる場合は、同等以上とみなせるものとする。
ただし、主部材に変更が生じる場合は、変更申請の対応となりその部分の施工は、申請受領後となる
ことに留意する。尚、設計図を変更する際は、申請機関に確認すること。

壁や床において、開口部の大きさが概ね同じで位置を変更するもの。

仕様材料の変更で、強度が同等以上のものへの変更。

施工性の改善のための、鉄骨接合部位置の変更。（溶接接合部のみ可）

鉄骨詳細においての補強プレートの追加や板厚の増加の変更。

小梁・スラブ・間柱・雑壁などの地震力に対する応力計算に影響ない部材の増加及び強度追加。

床スラブの多少のレベル変更。（計算上考慮している範囲のスラブ寸法の変更。）

梁貫通孔補強要領図 に示す範囲の貫通位置や寸法の変更。

くいの芯ずれによる基礎梁、基礎の変更。【許容誤差（　　　　　）】２）軸力導入試験 行う 行わない

径（呼び径） 長さ（呼び長さ）mm

16φ

備　　考

19φ

80

80

100

100

120

130 15022φ

【実績表を提出のうえ】

（7. 8. 2）

（18. 2. 3）

（7. 9. 2～7. 9. 3）

（14. 2. 2）

による場合
支　柱

圧縮強度が設計基準強度（Fc）の100％であり、かつ施工中の荷重

及び外力について構造計算により安全であることが確認されるまで

を工事監理者の承諾を得ること。

メ－カ－カタログ及び鉄骨製作工場における実績表を添付のうえ、

具体的な施工管理フロー並びに試験方法等を含めた内容を鉄骨製作要領書に記載し、

短期・標準　の場合：

長期・超長期の場合： 圧縮強度が10N／ｍ㎡以上となるまで

注）計画供用期間の級が長期・超長期の場合は、上記に【+２日間】加えた期間以上を推奨する

渡り廊下_鉄骨梁上

S - 

図面番号

日付

25 3

令和７年度　第二中学校等複合施設新築工事（建築工事）
A1

A3

縮尺

図面名

工事名

株式会社教育施設研究所 東北事務所　一級建築士事務所 宮城県知事登録第24110153号

教育施設研究所・三上設計設計共同体

三上設計有限会社　一級建築士事務所 青森県知事登録第573号

代表設計者

設計者

設計者

担当者

担当者構造設計一級建築士第8280号

一級建築士第315246号 茂木博之

一級建築士第331602号 田中裕士 _

_
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　(～程度、～以下、＠、Pと表記しているものを除く)

設備配管用の梁、スラブ及び壁のスリーブ補強筋は原則として建築工事とする。

柱・梁・耐力壁・外壁・地下壁には原則として配管等の埋設は行わない。

寸法の単位は、特記の他　ｍｍ　とする。

原則として屋根スラブには配管等の埋設は行わない。

 6.

 5.

 7.

 8.

日本建築学会　建築工事標準仕様書 同解説　JASS5　コンクリート工事  2018年版

図表中の寸法の値は最小値を示し、当該寸法以上を確保することを原則とする。

日本建築学会　鉄筋コンクリート造配筋指針　同解説  2021年版

図面及びこの標準図に記載されていない事項は、下記による。

この標準図は，鉄筋コンクリート部分の配筋に適用する。

構造図に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。 2.

 3.

 4.

一般事項

 1.

公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和４年版

日本建築学会　鉄筋コンクリート構造計算規準・同解説　2018年版

本配筋標準図において、「監理者に確認」、「監理者に承諾」と記載された内容は、 9.

本配筋標準図に　　  印を記した項目は、適用しない。10.

監理者が設計者と協議し、設計者が承諾した結果とする。

杭に関する事項は、構造図による。11.

軽量 Fc=18N/mm²以上 36N/mm²以下

1. コンクリート 普通 Fc=18N/mm²以上 60N/mm²以下

SD490の鉄筋を使用する部位に軽量コンクリートを用いない。

SD490の鉄筋を使用する場合はFc=24N/mm²以上

SD390の鉄筋を使用する場合はFc=21N/mm²以上

規格番号 種類の記号規格名称

SD345, SD390

SD295

SD490

鉄筋コンクリート用棒鋼JIS G 3112

2. 鉄筋

異形鉄筋はD41以下とする。

3. 溶接金網 溶接金網および鉄筋格子は、JIS G 3551

(溶接金網および鉄筋格子)に適合するものを使用する。   および鉄筋格子

適用範囲

2

3.SD490の鉄筋を90°を超える曲げ角度で折曲げ加工する場合は、事前に鉄筋の曲げ試験

　を行い支障ないことを確認した上で、監理者の承諾を得ること。

2.折曲げ内法直径を表2-1の数値よりも小さくする場合は、事前に鉄筋の折曲げ試験を

　実施するかメーカー発行の性能試験証明書を確認した上で、監理者の承認を得ること。

鉄筋加工共通事項

1.鉄筋の折曲げ加工は、常温加工とする。

2-1 折曲げ形状・寸法

鉄筋の加工共通事項

１ 一般事項

180°フック

折曲げ角度折曲げ形状

90°

余長4d以上

d

90°フック

135°フック

D

d
d

D

D

余
長
6d
以
上

余
長

8
d
以

上

180°
135°
90°

3d以上

4d以上

5d以上

5d以上

6d以上

D25以下

D41以下

D19～D41

D16以下

SD345

D29～D41

SD390

SD490

鉄筋の種類
鉄筋の径に 鉄筋の折曲げ
よる区分 内法直径(D)

表2-1 折曲げ形状・寸法

(注)1.　片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを

用いる場合には、余長は4d以上とする。

2.　90°未満の折曲げ内法直径は構造図による。構造図に記載のない場合は、

表2-1の90°フックと同じとする。

　は折曲げ開始点を示す。
この開始点位置は、以下の図面において共通とする。

SD295

壁壁

床

d

余
長
4d
以
上

余
長

4
d
以

上

幅止め筋

図2-2-3 幅止め筋の形状

余長

40d

余
長

a≧135°,180°a≧135°,180°

a

a

d
a

フック位置は原則
として交互にする

フック位置は原則
として交互にする

D=3d以上

(図中  印)

 (フックの形状は180°フックとする)

(1)柱の四隅または梁の出隅および下端筋の両側にある主筋を重ね継手とする場合

1.次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。

2-2 鉄筋のフック

(b)梁(基礎梁を除く)(a)柱

図2-2-1 フックが必要な重ね継手

2-3 あばら筋および帯筋形状・寸法

(4)煙突の鉄筋(フックの形状は180°フックとする)

(3)あばら筋、帯筋(フック形状は2-3による)および

1.　あばら筋および帯筋のスパイラル筋形状。

余長

a

壁

柱

梁

　(フックの形状は180°フックとする)

(2)柱の四隅にある主筋で最上階(中間階で上に柱のない場合を含む)の柱頭部

図2-2-2 最上階(上に柱がない場合を含む)の柱頭でフックが必要な主筋

梁

・135°フックの余長は6d以上、180°フックの余長は4d以上とする。

(5)杭基礎のベース筋単杭の場合は、監理者と協議すること。

1d 溶接長さ 1d

d

1d 1d
矢視図

柱 梁

溶接長さ

図2-3-4 あばら筋・帯筋の形状(溶接閉鎖形の場合)

5d(両面)

ア ア

10d(片面)
5d(両面)
10d(片面)

・フレア溶接を採用する場合は監理者と協議すること。

溶接位置は原則
として交互にする

溶接位置は原則
として交互にする 溶接位置は原則

として交互にする

柱 梁

溶接長さ

・ビード形状は表3-1-3による。

折曲げ開始点

折曲げ開始点

・フレア溶接は、折曲げ開始点、鉄筋材端から1d以上離すこと。

フレア溶接

余
長

余
長

上下スラブ付

L
1
h
※

余
長

※L1h(フック付重ね継手)は、表3-1-2による。

フックをつける
(フック角度は180°、

 135°、90°の

 いずれとしてもよい)

L
1
h
※

・原則、梁の上下にスラブが取り付く場合、かつ、梁せい1.5m以上の場合、

  使用可能とする。　原則を守れない場合は、監理者と協議すること。

フックをつける
(フック角度は180°、

 135°、90°の

 いずれとしてもよい)

(d)

呼び名
最外径

主筋のあき

aの最小値

2段筋の間隔

P2の最小値

4.　2段筋の間隔P2は構造図による。構造図に記載がない場合は表2-4による。

1.　主筋相互のあき  は粗骨材最大寸法の1.25倍以上、

2-5 主筋のあき・2段筋の間隔

表2-4 主筋のあきaの最小値および 2段筋の間隔P2　(単位mm)

a
最外径 最外径あき

間隔 P2

a

P
2

a

(1)柱 (2)梁

図2-4 柱梁主筋のあきと間隔

D10 11 32 43

1.鉄筋の最外径は銘柄ごとに異なるため、使用する鉄筋に合わせて

P
2

P
2

a

寄せ筋を示す

(注)

2.　粗骨材の最大寸法を25mmとして算出した数値を表2-4に示す。

3.　粗骨材の最大寸法が25mm以外の場合のあき寸法、2段筋の間隔の最小値は、　　

　　隣り合う鉄筋呼び径の平均値の1.5倍以上とする。

　　監理者に確認すること。　　

当該床のコンクリート
(1)柱 (2)大梁・小梁

梁下端近傍

柱中央近傍

梁天端近傍

カットオフ筋先端近傍

P2

@2000程度 @2000程度

する場合は、全域で@2000程度とする。

打設前に取付ける

H
o
/
2

H
o
/
2

H
o

・大梁主筋の2段筋を端部と中央で通し配筋と

2段筋がある場合は、原則として2段筋位置保持金物を図2-5-1にならい取り付けること。

2-6 2段筋位置保持金物の形状および配置

図2-5-1 2段筋位置保持金物の配置例

図2-5-2 2段筋位置保持金物の形状例

保持金物はスペーサー
または両側の2段筋に
緊結し、支持する

端部近傍

P
2

P
2

P
2

梁下端

2段筋位置保持金物

柱主筋

2段筋位置保持金物

梁上端
2段筋位置保持金物

保持金物

・　印、 印は2段筋位置保持金物位置を示す。

5.　径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の径(d)により算出する。

4.　D35以上の異形鉄筋には、原則として重ね継手を用いない。

3.　耐力壁主筋に直線重ね継手を使用する場合、継手長さは、表3-1-1による。

表3-1-2 鉄筋の重ね継手長さ　L1,L1h

3 継手および定着

1.　対象とする継手は重ね継手、ガス圧接継手、フレア溶接継手とし、

その他(機械式継手、突合せアーク溶接継手など)とする。

3-1 継手

6.　あき重ね継手は、原則としてスラブ筋、基礎スラブ筋、壁筋に適用する。

その場合、あき重ね継手の継手長さは表3-1-2のL1を確保し、あき寸法は、

0.2L1かつ150mm以下とする。(図3-1-3)

7.　梁主筋の重ね継手は水平重ね継手を原則とし、上下重ね継手とする場合は

8.　ガス圧接およびフレア溶接の形状は、表3-1-3による。

9.　径の異なる鉄筋のガス圧接は、細い方の鉄筋の径(d)により算出する。

10. 鉄筋のフレア溶接は、原則として鉄筋の種類はSD345まで、

11. フレア溶接は、被覆アーク溶接またはガスシールドアーク溶接により、

使用する溶接材料は、表3-1-4による。

12. 隣り合う継手の位置は、図3-1-2による。ただし、スラブ筋(基礎スラブ筋を含む)

でD16以下の場合および壁筋の場合は除く。

13. 杭に用いる鉄筋の重ね継手長さは構造図による。

床

あきaを確保する

床梁 梁

上下重ね継手水平重ね継手

L1/2 L1/2

継手位置

L1h

重ね継手長さ

L1：フックなし

L1h:フック付 の種類

Fc

18 21 ～

SD295

鉄筋

36

30

～

27

24

～

45

39

～

60

48

直線重ね継手の長さ　L1

フック付重ね継手の長さ　L1h

180°フックの場合 ※

折曲げ開始点 折曲げ開始点

※フックを135°フック、90°フック

　とする場合のフック形状は

d
d

　表2-1による。

45d 40d 35d 35d 30d 30d

SD345 50d 45d 40d 35d 35d 30d

SD390 50d 45d 40d 40d 35d

SD490 55d 50d 45d 40d

35d 30d 25d 25d 20d 20d

SD345 35d 30d 30d 25d 25d 20d

SD390 35d 35d 30d 30d 25d

40d 35d 35d 30d

図3-1-1 梁主筋の重ね継手

1.軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。(注)

2.継手位置は、各標準図に示す継手の好ましい位置に設けること。

SD490
<90°ﾌｯｸ

 のみ>

L1h/2 L1h/2

継手位置

表3-1-1 直線重ね継手長さの指示

(a)
構造計算を保有水平耐力計算等
で実施したため、建築基準法施
行令第73条の適用を除外する。

上記以外

指示欄

(b)

構造計算方法

表3-1-2による。

表3-1-2かつ40d以上(軽量コンクリートを
使用する場合は、50d)とする。

直線重ね継手長さ

SD295

3 鉄筋の継手・定着

径の差は原則として7mm以下とする。

※（a）以外の部位に設ける継手は、平成12年告示1463号但し書きに基づき、

構造計算にあたって「鉄筋継手仕様基準（建築物の構造関係技術基準解説書2020）」

によって検討した部材の条件・仕様によること。

告示1463号第4項各号

告示1463号第3項各号

機械式継手

溶接継手

告示1463号第2項各号

継手位置等の設計条件による仕様・等級

鉄筋継手工法

圧接継手

重ね継手 表3-1-1 による

（a）引張力最小部位

SA 級

（a）以外の部位※

B 級A 級

（b） 鉄筋の径

2.　継手部分の施工要領は、（公社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」

各棟ごとの表3-1-1の指示

指示欄

棟記号　

(a) (b)

　(記載例：■採用、□不採用)

1

(a) (b) (a) (b) (a) (b) (a) (b) (a) (b) (a) (b)

1
0
d

2.　一般フープ

６ｄ以上

（a）

（機械継手）

5
ｄ

以
上

（フラッシュバット溶接）
（アブセットバット溶接）

（c）（b） （d）

打ち込む L・T 形梁に使用することが出来る。

原則として、あばら筋は　　　形を使用し、　　　　　　　形は、同時に

フック及び継手の位置は、　　　　形ではスラブ側とし、その他は交互とする。2）

［注］1）

8
d
以
上

（a）

8
d
以
上

8
d
以
上

ス
ラ

ブ
側

8
d
以
上

ス
ラ

ブ
側

6d以上

打継ぎ面
フック付き

L
1

（h）
6d以上

（g） （ i ）

4
d
以
上

（両面フレア溶接の

1
0
d

T 形

6d以上6d以上

L 形-1一般 （b）

6d以上

（d）L 形-2（c）

5
d
以
上

（e）

（機械継手）

（f）

4.　 あばら筋（スターラップ、STP）

6.　 あばら筋・帯筋の形状(末端部が溶接の場合)

１）フック及び継手位置は、

［注］

２）

8
d
以
上

8
d
以
上 図示のある場合は、

8
d
以
上

8
d
以
上

3.　副フープ
4
d
以
上

（e）
６ｄ以上

（a）
６ｄ以上

8
d
以
上

（g）（f） （h）

６ｄ以上

（c）（b）

６ｄ以上 ６ｄ以上

（d）

交互とする。

副フープ（中子フープ）を

3）

135 フックとしてよい。（右図）

フックを180 で図示しているところは

6d
以
上

5.　副あばら筋

（d）,（e）,（f）はスラブと同時にコンクリートを打込む

基礎梁は、（a）,（b）,（c）とし、打継ぎを設ける場合は

（g）の形状の打継ぎ手を設けてもよい。

Ｔ形、Ｌ形の梁に用いる。一端を90 フックとしてよい。

［注］

打継ぎ面

1）

2）

b1
※ ※

b1

8d以上(90 フック)

※：1/3b1かつ170以上

※
b1

※
b1

°

°

° °

フレア溶接

5d(両面)
10d(片面)

溶接長さ

１）　梁の腹筋

P@

〃

〃

P@

〃

腹筋2－D10（D13）

P@

幅止め筋

不　　要600D ＜

＜D≦1,950 2,400

1,050≦ ＜D

1,500

1,950

D ＜≦

≦ D ＜

1,050

1,500

600

3）

2-D10（1段）または　2-D13

4-D10（2段）または　4-D13

6-D13（3段）

基礎梁（D） 腹　筋

D10-1000@程度

4d以上

4
d
以
上

壁梁の腹筋の定着はL2とする。

〃

〃 P@≦300

壁梁の腹筋2）

2-D13

2-D10

〃

〃

〃

P@

7.　梁せいの大きな基礎梁など、あばら筋を分割する場合のあばら筋・副あばら筋の形状

2-4　腹筋の割付本数

8-D13（4段）

不　　要

2-D10（1段）

4-D10（2段）

6-D13（3段）

大梁・小梁（D） 腹　筋

8-D13（4段）

（a） （b）（c）（d）

（b）（c）

（a） （b） （c） （d） （e） （f）

（g）

P
2

4
d
以
上

D13 15 32 47

D16 19 32 51

D19 22 32 54

D22 26 33 59

D25 29 38 67

D29 33 44 77

D32 37 48 85

D35 40 53 93

D38 43 57 100

D41 47 62 109

3) 置きスラブの場合は、スラブなしの場合と同様となる。

※ＳＲＣ造の場合可能

4) 基礎梁のあばら筋。 基礎梁せいＤ

1.5m以下

1.5m～2.0m

2.0m以上

（ a ）-（ i ）-（ g ）順番は、施工性を示す。

（ g ）-（ i ）-（ a ）

（ g ）または（ i ）-（ h ）-（ j ）

（ j ）

打継ぎ面

溶接または
機械式継手

e梁巾 梁巾

2-7　梁が同一面の場合の打増し

柱

梁の打増し

（平面） （断面）

e

梁主筋 柱主筋 HOOP,STP e

D22

D22

D25

D10,D13 25

D10

D13

D16

30

25

20

D25

D22 D10,D13 25

D25
D10 30

D13,D16 25

D29
D13 30

D16 25

D32
D13 35

D16 30

D29

D13 30

D16 25
D25

30D29 D13,D16

D32
D13 35

D16 30

D32

D13 35
D25

D16 25

D13 40
D29

D16 30

D13 40
D32

D16 35

2段筋の間隔

S型金物(参考)

55

55

55

55

60

70

80

90

100

100

110

a   幅止め筋(フック形状は図2-2-3による)

場合は5ｄ以上）

示す。

ア

  適宜判断すること。

日本鉄筋継手協会、日本建築センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、

    各継手工事による。

    監理者と協議すること。

(N/mm²)

    鉄筋の径はD16までとする。

600D ＜

＜D≦1,500 1,800

900≦ ＜D

1,200

1,500

D ＜≦

≦ D ＜

900

1,200

600

　　　　　５ｄ以上）
（両面フレア溶接の

※SRC梁は特記なき限り不要とする。

溶接長さ
5d(両面)
10d(片面)

※棟番号は、[Ｓ-01図、１.建物概要]を参照。

S - 

図面番号

日付

25 3

令和７年度　第二中学校等複合施設新築工事（建築工事）
A1

A3

縮尺

図面名

工事名

株式会社教育施設研究所 東北事務所　一級建築士事務所 宮城県知事登録第24110153号

教育施設研究所・三上設計設計共同体

三上設計有限会社　一級建築士事務所 青森県知事登録第573号

代表設計者

設計者

設計者

担当者

担当者構造設計一級建築士第8280号

一級建築士第315246号 茂木博之

一級建築士第331602号 田中裕士

【共通】 配筋標準図 No.1 _

04_



4 鉄筋のかぶり厚さ

最小かぶり厚は、上記のかぶり厚さから１０ｍｍを差し引いた値以上とする。

塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、図示による。

表中の※については、耐久性上有効な仕上げがある場合は、値を10mm減じても良い。

上表は、普通コンクリートに適用する。軽量コンクリートの場合は図示による。

モルタル塗り（10mm以上）、打増し（10mm以上）

柱及び梁の主筋がＤ２９以上の場合、その主筋のかぶり厚さは、主筋径の

杭基礎の部分は、杭天端からのかぶりとする。

捨てコンクリートの厚さは、かぶりに含まない。

7.

6.

5.

4.

3.

2.

［注］1.

1.5倍以上確保するように上記に10mmを加算した値以上とする。

ひび割れ誘発目地、打継ぎ目地、化粧目地等がある場合は、目地底からの8.

（単位ｍｍ）

a a

bdb

f

b c

d b a

cac

b
h

f

c

aa

c

b

d

b

d

a

c

c

i k
i j

b b

k

i

d

d

f

d

d

f

f

d

f

f

c

c

f

e

d

d

e

f

c

f

f

d

d

k

c

dd

GL

基礎スラブ

土間コンクリート

※4

機械架台基礎

非耐力壁

(屋外)

(屋外)

(屋内)

(屋内)

(屋内)

(屋外)

(屋外) (屋外)

耐力壁

(屋外)

非耐力壁

c

非耐力壁

天井(ルーバー天井
など外気が侵入する
場合はbとする)

※4：ピット内を屋内とする場合は監理者と協議のこと。

4
0

4
0

3
0

3
0

一般階スラブ
(屋外)(屋内)

(屋外)(屋内)

30 30

40

4
0

50

50 40

40 40

50 40

50 40

4
0

5
0

非耐力壁 機械架台基礎(屋外)

耐力壁 柱(一般階)

地下外壁 柱(地下階)

耐久性上有効な

仕上げなし

耐久性上有効な

仕上げあり

(屋外) (屋内)

耐久性上有効な

仕上げなし

耐久性上有効な

仕上げあり

耐久性上有効な

仕上げなし

(屋外)

(屋内)

(屋内)

耐久性上有効な

仕上げあり

(断面)

(断面)

(断面)

40

(屋外) (屋内)

(屋内)

50

40

4
0

4
0

40

4
0

50 50

7
0

50 40

4
0

4
0

4
0

50 50

5
0

梁(一般階) 梁(地下階)

基礎梁(基礎スラブ付の場合) 基礎梁(基礎スラブのつかない場合)

(屋外) (屋内)

(屋内)

耐久性上有効な

仕上げなし

耐久性上有効な

仕上げあり

(屋内)

(屋外)

(屋内)

・図中の      及び　　　は、土が接する部分を示す。

7
0

7
0

FL

7070
70 70

7
0

3
0

4
0

5
0

7
0

4
0

5
0

地階二重スラブ 土に接する構造スラブ・土間コンクリート

杭基礎 独立基礎

注)基礎下端筋のかぶり厚さは

　 杭天端からの寸法を示す

(屋外)

(屋内)

(屋外)

地業または断熱材

(屋内)

溶接される鉄筋の種類

E4316,E4915,E4916等の低水素系溶接棒

表3-1-4 フレア溶接に用いる鉄筋と溶接材料の組み合わせ

被覆アーク溶接棒の種類

JIS　Z　3211

ソリッドワイヤの種類

JIS　Z　3312

E4915,E4916等の低水素系溶接棒

圧接の場合

主筋のあきが確保できる場合の重ね継手の場合

400

L1

L1/2程度

主筋のあきの確保が困難な場合の重ね継手の場合
L1/2

SD295

SD345

YGW11

YGW13

YGW12

YGW15

YGW16

YGW19

YGW18

図3-1-2 隣り合う継手位置

L1

表3-1-3 ガス圧接・フレア溶接の形状

ガス圧接

片面の場合
フレア
溶接

両面の場合
溶接のビード幅

鉄筋径d 最小値

圧接面

d

圧接面
1.4d以上
(1.5d以上)

1.1d以上
(1.2d以上)

圧接面形状

2mm以下

d

1d 10d以上1d

d

1d 5d以上1d

16
13
10

8
7
6

L (ビード幅)

dd

d

θ≦2°

d/4以下

d
/
5
以
下

圧接面

h
2

h
1

Δh=h1-h2≦d/5以下

d

圧接面

圧接面

( )内は、
SD490の
場合に
適用する

原則として
鉄筋は、
D16以下と
する

ふくらみの直径・長さ 片ふくらみ

圧接面のずれ 鉄筋中心の偏心量

折れ曲がり

L1

0
.
2
 
L
1
か
つ

1
5
0
㎜
以

下

あき重ね継手を使用する場合は、監理者に確認の上使用する。

0
～
1
m
m

図3-1-3 スラブ筋・基礎スラブ筋・壁筋のあき重ね継手

L1h

L1h/2程度

L1h/2 L1hL1h

曲げ加工した鉄筋に使用する場合、折曲げ
開始点からフレア溶接末端を1d以上離すこと

1. 異形鉄筋の定着長さは、表3-2-1の鉄筋の定着長さによる。

3-2 定着

ただし、小梁、スラブの下端筋の定着長さは、表3-2-2による。

3. 梁主筋の柱内定着において、定着の投影長さは原則柱せいの3/4倍以上とする。

2. 梁主筋の柱への定着は、原則として折曲げ定着とする。

5. 大梁内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さが、表3-2-1のフック付定着の

長さL2hを確保できない小梁及びスラブの場合は、全長を表3-2-1に示す直線

定着の長さとし、余長を8d以上、仕口面から鉄筋外面までの投影長さを、

表3-2-3に示す長さLb(かつ、原則として、定着される梁幅の1/2倍)以上とする。

4. 柱梁仕口内に縦に折り曲げて定着する鉄筋の定着長さが、表3-2-1のフック付

余長を8d以上、仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さを、表3-2-3に示す長さ

La以上とする。

表3-2-2 小梁・スラブの下端筋の定着長さ　L3,L3h

下端筋定着長さ

の種類

鉄筋
小梁

18～60

スラブ

直線定着長さ　L3

1.軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。

L3

フック付定着長さ　L3h

d

L3h

d

定着起点折曲げ開始点

8
d

定着起点

2.「－」は適用範囲外を示す。
3. <　>は片持ち部材の場合を示す。

SD345

SD390

20d 10dかつ

150mm

<25d>

10dSD345

SD390

(注)1. La：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影長さ

2. Lb：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影長さ

(片持ち小梁及び片持ちスラブの上端筋を除く)

3. 軽量コンクリートの場合は、表の値に5dを加えたものとする。

Lb

L2

<25d>

部位

Fc(N/mm²)

―

梁主筋の柱内折曲げ定着の投影長さ La

小梁及びスラブの上端筋の
梁内折曲げ定着の投影長さ Lb

SD345

SD390

SD490

SD345

SD390

SD490

20d 15d 15d 15d 15d 15d

20d 20d 20d 15d 15d 15d

20d 20d 20d 15d 15d

25d 25d 20d 20d

15d 15d 15d 15d 15d 15d

20d 20d 15d 15d 15d 15d

20d 20d 15d 15d 15d

La
L2
(ただし、柱せいの3/4以上)

余
長
 
8
d

(ただし、梁幅の1/2以上)

柱せい

梁幅

L3：直線定着

L3h：フック付定着

(注)

SD295

SD295

SD295

SD295

1. 溶接金網の重ね継手は、図3-3-1による。構造図に記載のない場合は、

溶接金網の合わせ面は、図3-3-2タイプA、タイプBいずれとしてもよい。

3-3 その他の継手および定着

2.溶接金網の定着は、図3-3-3による。

3. 帯筋にスパイラル筋を用いる場合の定着、継手要領は、図3-3-4による。

4. 鉄筋格子については、3-1 継手、3-2 定着による。

重ね継手50d
1.5巻

(a)応力伝達用

1.5Pかつ150

(b)ひび割れ幅制御用

Pかつ100P P

図3-3-1 溶接金網の重ね継手

タイプA タイプB

図3-3-2 溶接金網の重ね継手の合わせ面

図3-3-3 溶接金網の定着

2本以上

1.5Pかつ150

余長6d
余長6d

図3-3-4 スパイラル筋の末端定着・重ね継手要領

(b)角形スパイラル筋
重ね継手末端定着

135°折曲げ 90°折曲げ余長12d
余長6d または135°折曲げ余長6d

1.5巻

(a)円形スパイラル筋
重ね継手末端定着

135°折曲げ 90°折曲げ余長12d
余長6d または135°折曲げ余長6d

重ね継手50d

50

L3 L1

異形鉄筋

P

定着長さ

L2：直線定着

L2h：フック付定着 の種類

Fc

18 21 ～

SD295

鉄筋

36

30

～

27

24

～

45

39

～

60

48

SD345

SD390

SD490

SD345

SD390

SD490
<90°ﾌｯｸ

 のみ>

SD295

L2

d

定着起点
40d 35d 30d 30d 25d 25d

25d30d30d35d35d40d

40d 40d 35d 35d 30d

40d 40d 35d45d

30d 25d 20d 20d 15d 15d

15d20d20d25d25d30d

30d 30d 20d25d 25d

直線定着長さ　L2

フック付定着長さ　L2h

90°フックの場合※

L2h

d

定着起点折曲げ開始点

8
d

※フックを135°フック、180°フックと
　する場合のフック形状は表2-1による。

30d 30d 25d35d

表3-2-1 鉄筋の定着長さ L2,L2h

1.軽量コンクリートの場合は、上表の数値に5dを加えた値とする。(注)

折曲げ定着長さ

の種類

Fc

18 21 ～鉄筋

36

30

～

27

24

～

45

39

～

60

48

表3-2-3 折曲げ定着長さ　La,Lb

余
長
 
8
d

構造躯体寸法に下記の打増し厚さ(mm)を加算するものとする。

打放しコンクリ－ト仕上げ等による打増し厚さ

外部に面する柱・梁・壁・スラブ

内部に面する柱および梁の側面

土に接する柱

コンクリート金こて仕上げの梁・スラブの上端

外部に面するスラブ下端

4-2

10以上かつ意匠図による

5(10)以上かつ意匠図による

意匠図による

15

10以上

4-1　かぶり厚さ

位　　置 打ち増し

( 　)内は、デッキスラブ型枠を

各部材の設計かぶり厚さ4-3

地下外壁の土に接する部分 20以上

内部に面する壁 5以上かつ意匠図による

定着の長さL2hを確保できない場合は、全長を表3-2-1に示す直線定着の長さとし、

(基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブの上端筋を含む)

(N/mm²)

(a)応力伝達用とする。

かぶり厚さを確保する。

使用の場合

(N/mm²)

耐久性上有効な仕上げの例：タイル張り（セメントモルタルによるあと張り）、

30

70

40

60

50

50

30

40

40

50

70

※

※

※

a

b

c

d

e

f

h

i

j・k

基礎スラブ

3
0

耐久性上有効な
仕上げあり

3
0

3
0

耐久性上有効な
仕上げあり

4
0

4
0

S - 
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図面名
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70

50

7
0

5
0

5
0

5050

擁壁・ドライエリア 免震材料の上部・下部躯体

上部躯体

免震材料

下部躯体

5
0

50

5
0

7
0

7
0

70

50 50

5
0

連続基礎・べた基礎

地下部分の外部廻り及び水槽部分のセパレータには水膨張性止水リングを使用する。

スラブ下に断熱材を使用する場合は、めり込み防止の専用スペーサーを使用する。

片持スラブの場合は、鋼製連続バーサポートを使用する事、

上端筋・下端筋それぞれ

中段は上段より1.5m間隔程度

間隔は0.9m程度・基礎の四隅と柱の四隅に設置

柱幅方向は1.0m以下2個、1.0m超え3個

［注］

鋼製・コンクリート製

鋼製・コンクリート製

鋼製・コンクリート製

　壁

スラブ

　梁

横間隔は1.5m程度、端部は0.5m程度

上段は梁下より0.5m程度まで

鋼製・コンクリート製

鋼製・コンクリート製

鋼製・コンクリート製基　礎

　柱

基礎梁

種　　類部　位

上段は梁下端より0.5m程度

上または下と側面の両側へ対称に設置

間隔は1.5m程度、端部は0.5m程度

配　置　・　備　考

スペーサーは、側面に限りプラスチック製でもよい。

鋼製スペーサーは、型枠に接する部分に防錆処理を行う。

結束線は、型枠に接しないよう部材内部に折り込む。

1.

2.

3.

4.

7.

鉄筋サポート、スペーサーのサイズは設計かぶり厚さを満足するものを使用する。

上または下と側面の両側へ対称に設置

間隔は1.5m程度、端部は0.5m程度

地下壁

間隔は0.9m程度、端部は0.1m以内

中段は上段より1.5m間隔程度

同一平面に点対となるように設置

コンクリート製、モルタル製は、コンクリートの設計基準強度以上とする。

コンクリート製、モルタル製は、大梁・小梁の下面に使用しない。

6.

スペーサー(ドーナツ形)は、タテ使いを原則とする。

梁の側面の場合、スペーサーを設置する腹筋と近傍のあばら筋を動かぬよう5.

8.

9.

10.

11.

あるいはステンレス製やめっき処理をした結束線を使用する。

a

d

a b

b

b

d

c

c

a

c

または

P 300以下 P

5
0
0
程
度

P
P

P

300以下

P

300以下

P

P

D

P
P

2
0
0
程
度

2
0
0
程
度

(a)梁(片側スラブ付の場合)

Pは1500程度とする。

(b)梁(両側スラブ付の場合)

スペーサー
(原則として腹筋に取り付ける)

梁(片側スラブ付の場合) 梁(両側スラブ付の場合)

D≦1000　1辺に2個

c いずれとしてもよい。

鉄筋サポート

スペーサー

D＞1000　1辺に3個(ただし、Dが500毎に1個追加する)

b または

(c)柱

鉄筋サポート

または

第一横筋位置

スペーサー
(原則として
腹筋に取り付ける)

かんざし筋
(梁主筋と同径程度)

スペーサー

Pは縦、横共1500程度とする。

スペーサー
(原則として
腹筋に取り付ける)

壁前後のスペーサー位置は、

縦方向、横方向のいずれかの間隔

を200程度とすればよい。

1
0
0
0
程
度

1000程度 1000程度 1000程度

□ 上端鉄筋サポート 

■ 下端鉄筋サポート 

l
x

上端筋側 下端筋側

(
ス

ラ
ブ

の
短

辺
方
向

の
内

法
長

さ
)

(3000x3000程度の場合)

上
端

鉄
筋

サ
ポ

－
ト

1
0
0
以
下

1
0
0
0
以
下

1
0
0
0
程
度

1
0
0
0
程
度

1
0
0
0
以
下

1
0
0
以
下

(スラブの長辺方向の内法長さ)
鉄筋サポ－ト 下

端
鉄

筋
サ

ポ
－
ト

上端

下端鉄筋サポ－ト

6 基　礎

L
2

P
1

P
1

L
2

P
1

P2 L2

P
1

P
1 P2

L2

(1)側柱交差部

3.　隅柱交差部は、両方向の基礎主筋を連続して配置する。

2.　中柱交差部における基礎主筋を連続する方向は構造図による。

1.　連続基礎の側柱交差部は、外周部の基礎主筋を連続して配置する。

6-1.　独立基礎

・P1、P2は設計配筋間隔とする。

(3)隅柱交差部

6-2.　連続基礎（布基礎）

第1基礎主筋

P2/2以内

配力筋(通し)

配力筋(定着)

・ハッチ部は基礎梁、柱を示す。

基礎筋の上下の位置
関係は構造図による

はかま筋

基礎筋

6-3.　杭基礎

基
礎

筋

基礎主筋

配力筋

(定着)

基礎主筋
配力筋
(通し)

基礎主筋
配力筋(定着)

基礎主筋
第1基礎主筋

P1/2以内

は
か

ま
筋

はかま筋がない場合

基礎筋の上下の位置関係
は構造図による

はかま筋,D13-400@

通し筋または柱へL2定着

はかま筋がある場合

はかま筋がない場合 はかま筋がある場合

受け筋D13以上

通し筋または柱、梁へL2定着

連続基礎主筋
連続基礎配力筋

15d程度

2
0
d

15d程度

基礎主筋

L2

配力筋

はかま筋
はかま筋

断面図

配力筋

(2)中柱交差部

基礎主筋

15d程度

P2
P2

L2

L
2

L2
基礎主筋

梁幅 B

15d 15d(Ly-Lx/2)

※3

※3
※1

50mm程度以下
15d 15d

Lx:短辺方向内法寸法

1. 採用するタイプは、基礎に浮き上がりが生じない場合はＡ1、Ｂ1、

浮き上がりが生じる場合はＡ2とする。

6-4. 基礎スラブの定着・カットオフ筋長さおよび継手位置

Ly:長辺方向内法寸法

※3 (　)内の寸法は長辺方向の場合を示す。

※1 基礎スラブ上端筋の定着は、直線定着(L2)、フック付定着(L2h)の

    ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)をB/2以上確保する。

B/2

2. 基礎スラブの第1鉄筋は基礎梁のコンクリート面より50mm程度の位置とする。

L2h

はかま筋

基礎筋

2
0
d
(
フ

ッ
ク

付
重
ね

継
手

)

2
0
d
(
下

端
筋

定
着
)

8
d

余
長

8
d

余
長

※2 下端筋の定着は、フック付定着(L2h)とする。

    ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)をB/2以上確保する。

基礎筋の上下の位置

関係は構造図による

基
礎

筋
は

か
ま

筋

Lx/4 Lx/4

L2 Lx/4 Lx/2 Lx/4
Lx(Ly)

※2

基礎筋末端部のフック角度は
90°以上とする

梁幅 B

15d 15d(Ly-Lx/2)

※2

※2

※1

50mm程度以下
15d 15d

Lx:短辺方向内法寸法
Ly:長辺方向内法寸法

B/2

3B/4

余
長

8
d

1
段

筋
は

直
線

定
着

 
L
2

Lx/4 Lx/4

L2 Lx/4 Lx/2 Lx/4

Lx(Ly)

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

Lx/4Lx/4

15d程度

2
0
d

2
0
d

※2 (　)内の寸法は長辺方向の場合を示す。

※1 基礎スラブ上端筋の定着は、直線定着(L2)、フック付定着(L2h)の

    ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)をB/2以上確保する。

Lx/4 Lx/4

15d 15d(Ly-Lx/2)

※3

※3
※1

15d 15d

梁幅 B
Lx:短辺方向内法寸法
Ly:長辺方向内法寸法

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

B/2

L2h

余
長

余
長

Lx/4 Lx/4

50mm程度以下

※3 (　)内の寸法は長辺方向の場合を示す。

※1 基礎スラブ上端筋の定着は、直線定着(L2)、フック付定着(L2h)の

   ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)をB/2以上確保する。

※2 下端筋の定着は、フック付定着(L2h)とする。

    ただし、投影定着長さ(水平のみこみ長さ)をB/2以上確保する。

8
d

8
d

L2 Lx/4 Lx/2 Lx/4
Lx(Ly)

※2

B

L2 L2

L2かつB/2
L2かつB/2

・基礎スラブの配筋が左右で同じ場合、

梁
基礎スラブ

L
2

L
2

8dかつ150かつB/2

8dかつ150かつB/2
梁幅 B

(L2hが確保できない場合)

7 基　礎　梁

D

15d 15d

D

20d 20d

L2

Laかつ3D/4 15d 15d

7-1 基礎大梁の定着・カットオフ筋長さおよび継手位置

1.　採用するタイプは、基礎に浮き上がりが生じない場合はA1,B1,C1,

浮き上がりが生じる場合はA1,B2,C2とする。

20d 20d

3.　柱を介して連続する基礎梁の主筋本数が異なる場合は、

または柱コンクリート面より定着長さをとって反対側の梁内に定着する。

8
d

8
d

1
段

筋
は

直
線

定
着

 
L
2

Lo/2 Lo/4Lo/4

Lo/2 Lo/4Lo/4

余
長

余
長

Lo/2 Lo/4Lo/4

Lo

Lo

L2

L2

8
d

8
d

Lo/2 Lo/4Lo/4

余
長

余
長

2段筋はL2

Laかつ3D/4

第1あばら筋 第1あばら筋
2段筋

第1あばら筋 第1あばら筋
2段筋

15d 15d

20d 20d

Lo/2 Lo/4Lo/4
Lo

L2

余
長

8
d

Lo/2 Lo/4Lo/4Laかつ3D/4

第1あばら筋 第1あばら筋
2段筋

D

1
段

筋
は

直
線

定
着

 
L
2

4.　カットオフ筋長さは、構造図による。構造図に記載のない場合は、6-2による。

D

15d 15d

15d 15d

L2

L2

Laかつ3D/4

8
d

Lo/2 Lo/4Lo/4
Lo

Lo/2 Lo/4Lo/4

第1あばら筋 第1あばら筋
2段筋

D

15d 15d

15d 15d

L2

Laかつ3D/4

余
長

8
d

Lo/2 Lo/4Lo/4
Lo

Lo/2 Lo/4Lo/4

Laかつ3D/4

第1あばら筋 第1あばら筋
2段筋

1
段

筋
は

直
線

定
着

 
L
2

余
長

A1タイプ

2.　本設計建物に採用するタイプは、下記とする。

B1タイプ B2タイプC1タイプ C2タイプ

5-1.　柱・梁の鉄筋サポート・スペーサーの取付け要領

5-2.　壁のスペーサーの取付け要領

5-3.　基礎の鉄筋サポートの取付け要領

5-4.　スラブの鉄筋サポートの取付け要領

A

1. 1本杭の場合

2. 2本杭以上の場合

a) 定着およびカットオフ筋長さ(Ａ1)

b) 定着およびカットオフ筋長さ(Ａ2)

c) べた基礎の耐圧スラブなどの場合(Ａ1・Ａ2)の継手位置

d) その他の基礎スラブの場合(Ｂ1) 定着およびカットオフ筋長さ

e) その他の基礎スラブの場合(Ｂ1)の継手位置

f) 基礎スラブが梁下で連続する場合の定着 g)幅の小さい梁への定着要領

A1タイプ B1タイプ A2タイプ

べた基礎・連続基礎の場合

杭基礎・独立基礎の場合

杭基礎・独立基礎の場合

5 鉄筋サポート・スペーサー・結束線

7
0

Ｄ
<
6
0
0

7
0
Ｄ
≧
6
0
0 側筋,D13-300@

（ハカマ筋も同様とする）

図示の様に水平定着する

ベース筋の外端部一方を

20d以上

各タイプの定着およびカットオフ筋長さ（1）

杭基礎・独立基礎の場合

杭基礎・独立基礎の場合

（中央下端筋が多い場合）

（端部下端筋が多い場合）

（中央下端筋が多い場合）

（端部下端筋が多い場合）

300以下

モルタル製

モルタル製

モルタル製

モルタル製

モルタル製

モルタル製

緊結させる。

但し外部打ち放し直仕上部分は、除く。

    いずれとしてもよい。

    いずれとしてもよい。

   いずれとしてもよい。

通し筋以外の基礎梁主筋を柱内に定着する。

(地震時などに基礎に浮き上がりが生じる場合)

1
0
0
0
程
度

1
0
0
0
程
度

基礎主筋 基礎主筋

2
0
d

A1

A2

A1 ・ A2

B1

　通し配筋としてよい。

B1

Laかつ3D/4

Laかつ3D/4

8
d余
長

Laかつ3D/4

Laかつ3D/4

Laかつ3D/4

（地震時などに基礎に浮き上がりが生じる場合）

（地震時などに基礎に浮き上がりが生じる場合）

A1

B1

C1

B2

C2

S - 
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担当者構造設計一級建築士第8280号

一級建築士第315246号 茂木博之

一級建築士第331602号 田中裕士
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Lo

Lo/4 Lo/4

Lo

Lo/4 Lo/4

べた基礎・連続基礎の場合

杭基礎・独立基礎の場合

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

LbかつB/2
Lo/6 7Lo/12 Lo/4

Lo/4
15d

Lo/2 Lo/4

B Lo

15d

20d 20d

基礎大梁

Lo/4 Lo/2 Lo/4

20d 20d

Lo

Lo/4 Lo/2 Lo/4
15d 15d

Lo/6 Lo/2 Lo/4 Lo/4 Lo/2 Lo/4

Lo Lo

終端(外端)

べた基礎・連続基礎の場合で基礎小梁が連続する場合

7-2  基礎小梁の定着・カットオフ筋長さおよび継手位置

連続端(内端)

第1あばら筋 第1あばら筋
2段筋

連続端(内端)連続端(内端)

終端(外端) 連続端(内端)連続端(内端)

2段筋

2段筋

基礎大梁

LbかつB/2

L
2

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

8
d

余
長

8
d

L
2

Lo
Lo/4 Lo/4 継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

第1あばら筋 第1あばら筋
2段筋

下図へ続く

上図へ続く L2

余
長

Lo/6 Lo/2 Lo/4 Lo/2Lo/4 Lo/4

Lo Lo

終端(外端) 連続端(内端) 連続端(内端)

基礎大梁 基礎大梁

基礎大梁 継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

20d 20d
Lo/6 7Lo/12 Lo/4

Lo

15d15d

Lo/4 Lo/4Lo/2
終端(外端)

20d 20d
Lo/4 Lo/2 Lo/4

Lo

15d15d

Lo/4 Lo/4Lo/2
連続端(内端) 連続端(内端)

連続端(内端)

B

LbかつB/2

LbかつB/2

L
2

8
d

8
d

L
2

Lo/6 2Lo/3 Lo/6

Lo/4
15d

Lo/2 Lo/4

B Lo

15d

20d 20d

Lo/4 Lo/2 Lo/4

Lo/6 Lo/6

Lo

終端(端部)終端(端部)

基礎大梁 基礎大梁

(a)定着およびカットオフ筋長さ

(b)継手位置

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

LbかつB/2

LbかつB/2

L
2

8
d

余
長

余
長

8
d

L
2

第1あばら筋 第1あばら筋
2段筋

第1あばら筋 第1あばら筋

第1あばら筋 第1あばら筋

下図へ続く

上図へ続く

2段筋

2段筋

2段筋

2段筋

L2

終端(端部) 終端(端部)

余
長

余
長

7-4  基礎梁と基礎の取合い部補強要領

基礎梁あばら筋
と同径、同間隔

L
2 D

梁
幅

梁
幅

0＜D≦200 200＜D≦1000

D16-@200 D16-@200

D16-@200

1. 取合い部補強の幅は、基礎梁と同じとする。

D16-@200

D

L
2
h

L
2

L
2

L
2
h

基礎梁あばら筋

20d
Lo/6 2Lo/3

Lo

15d15d

Lo/4 Lo/4Lo/2終端(端部) 終端(端部)

Lo/6

Lo基礎大梁 基礎大梁

Lo/4 Lo/2 Lo/4

Lo/6

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

20d
Lo/6

梁 基礎小梁

8dかつ150かつB/2

8dかつ150かつB/2

梁幅 B

B

LbかつB/2

L
2

L
2

と同径、同間隔

第1あばら筋 第1あばら筋2段筋
2段筋

L
2

20d 20d

あばら筋を通す

(1)基礎大梁幅が柱幅より大きい柱脚の場合 (2)基礎大梁幅が柱幅より小さい柱脚の場合 

柱

基礎梁

柱

基礎梁

7-5  基礎大梁と最下階柱の取合い部配筋要領

LbかつB/2

終端(端部) 終端(端部)

8 柱

H
o
/
2
+
1
5
d

の
定

着
L
2

柱頭カットオフ筋
(柱頭のみに必要な鉄筋)

の
定

着
L
2 1
5
d H
o
/
2
+
1
5
d H
o

基準とする

最も高い梁下端を

基準とする
最も高い梁下端を

D
y

Dx

5
0
0

H
o
/
4

H
o

接地階梁天端

(中間階) DはDx、Dyの大きい方の寸法

仕口部

柱の仕口部の範囲

平面

ア イ矢視図 矢視図

ア

イ

柱

平面

柱

柱 柱 柱

直交梁なし

最も低い梁天端を基準とする

最も低い梁天端を

基準とする

柱脚カットオフ筋

(柱脚のみに必要な鉄筋)

基準階梁天端

3. 柱の仕口部帯筋の配筋要領は構造図による。

2. 直交梁がない場合、柱の仕口部帯筋範囲は下図による。

1. 柱の仕口部の範囲は構造図に記載のない場合は、柱に取り付く全ての梁せいが

重なる範囲を仕口部とする。

8-2  柱の仕口部(柱・梁接合部)

(2)柱脚カットオフ筋長さ：柱に取り付く最も高い梁天端からHo/2+15d以上

(1)柱頭カットオフ筋長さ：柱に取り付く最も低い梁下端からHo/2+15d以上とする。

4.　カットオフ筋長さは以下による。

(2)柱脚主筋の定着：柱に取り付く最も低い梁天端からL2以上かつ最も低い

(1)柱頭主筋の定着：柱に取り付く最も高い梁下端からL2以上かつ最も高い

3.　柱主筋の定着は以下による。

2.　Hoは柱の最大内法高さとする。

1.　継手はガス圧接、重ね継手を示し、それ以外の継手の仕様は構造図による。

8-1  柱の定着・カットオフ筋長さおよび継手位置

1
5
d

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

柱
脚

主
筋

柱
頭

主
筋

梁

梁

梁

梁 梁

柱脚主筋

柱頭主筋

H
o

④

①

②

③

②① ③ ③② ④

・第1帯筋は、上(下)階の柱の帯筋と同様とする。

第1帯筋
(梁主筋直上)

第1帯筋
(梁下端)

仕口部帯筋

上階柱の帯筋

下階柱の帯筋

H
o
/
4

H
o
/
4
か
つ
D

L
2
h

8dかつ150 基
礎

筋
直

上
ま

で

基礎梁天端
基礎梁天端

・梁内の柱帯筋の有無、仕様は構造図による。

梁天端

L
2
h
か

つ
原

則
と

し
て

梁天端

柱頭部は180°フック

折曲げ開始点

(1)四隅の主筋

2.柱主筋を折り曲げて通し筋とする場合の梁上第1帯筋は、上階柱帯筋と同径の帯筋を

1.柱主筋の折曲げ位置は、梁の主筋間隔内でとる。

8-4  柱主筋の折曲げ位置および帯筋

L
2
h

(2)四隅以外の鉄筋

L
2

2.　柱脚部の定着は図8-3-2、図8-3-3による。

1.　柱部の定着は図8-3-1による。

(1)べた基礎・連続基礎 (2)独立基礎

(1)柱主筋を基礎筋上に自立させる場合 (2)柱主筋の支持方法を別途考慮する場合

・柱の主筋で垂直に定着長さが確保できない

 場合には、左図による。

梁
下

端
筋

直
上

ま
で

L
2
か

つ
原

則
と

し
て

1
0
0
程
度

梁
上

端
筋

直
下

ま
で

四隅以外は、原則

直線定着とする

四隅は

180°フックを設ける。

梁
上

端
筋

直
下

ま
で

8-3  定着

第1帯筋
(2組重ね)

第1帯筋

第1帯筋

第1帯筋

余長8d

D

e

150以下

L
2
h D

梁
上

端
筋

直
下

ま
で

か
ら
1
5
d

L
2
か

つ
梁

下

原則として柱主筋と
梁主筋の中心線の
交点を折曲げ起点とする。

9 大　梁

1.　梁主筋の柱への定着は原則として折曲げ定着とする。

2.　下端筋の定着は、曲上げを原則とする。

曲上げ筋がおさまらず、曲下げとする場合(図中の破線)は、

・中央部で両側カットオフ筋が重なる場合は通し筋としてもよい。

D Lo/4 Lo/4 D

Lo/4 Lo/2 Lo/4

Lo

D

Lo/4 Lo/2 Lo/4
20d20d

Lo/4 Lo/2 Lo/4
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15d15d

2段筋 2段筋 2段筋 D

Lo/4 Lo/2 Lo/4
15d15d

Lo/4 Lo/2 Lo/4
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15d15d

2段筋 2段筋 D

D

Laかつ3D/4

第1あばら筋

2段筋

Laかつ3D/4

余
長

8
d

D

L2+5d

L2

余
長8
d

通し筋としてもよい

L2+
5d

余
長

8
d

L
2

吊上げ筋

第1あばら筋

D

Laかつ3D/4

Laかつ3D/4

L
2

L
2

余
長

8
d

1
段

筋
の

2段筋の定着長さ L2

L
2

Laかつ3D/4

Laかつ3D/4

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を

設けられない場合は

9-2  梁主筋の柱への定着

余
長8
d

吊上げ筋

鉛
直

長
さ

L
2

余
長

8
d

2段筋

梁のコーナー
主筋は折曲げ

9-1  大梁カットオフ筋長さおよび継手位置

余
長8
d

D

余
長8
d

L2

Laかつ3D/4

Laかつ3D/4

2段筋

 L2

余
長8
d

余
長

8
d

L
2

D

第1あばら筋

2段筋 H
H
/
2

Laかつ3D/4

Laかつ3D/4

・吊上げ筋は、折り曲げた主筋のすべてにかける。

・吊上げ筋はあばら筋とは別途設ける。吊上げ筋は、特記無き限りD13とする。

中柱の場合
柱内定着

柱内定着

梁内通し定着

杭基礎・独立基礎の場合

注1：梁主筋投影定着長さ（Laかつ3D/4以上）

べた基礎・連続基礎の場合で基礎小梁が単独梁の場合

杭基礎・独立基礎の場合で基礎小梁が連続する場合

杭基礎・独立基礎の場合で基礎小梁が単独梁の場合

7-3   幅の小さい梁への定着要領(Lbが確保できない場合)

a) 仕口部帯筋の範囲と第1帯筋位置b)

柱仕口部範囲の有無c)

      最上階の柱の場合(中間階で上に柱のない場合)図8-3-1

     最下階の柱の場合図8-3-2

     最下階の柱主筋の定着と支持方法図8-3-3

柱主筋を折り曲げて通し筋とする場合a)

(柱のしぼり勾配 e/D≦1/6の場合)

柱主筋を通し筋としない場合b)

(柱のしぼり寸法が150mm以下の場合）

L
2
h
か

つ
原

則
と

し
て

梁
下

端
筋

直
上

ま
で

カットオフ筋長さ(端部カットオフ筋)a)

カットオフ筋長さ(中央下端カットオフ筋)b)

継手位置c)

最上階の場合(上に柱のない場合)a)

L2

中間階の場合b)

吊上げ筋の形状c)

各タイプの基礎梁継手位置（2）

（1）

（2）

（3）

（4）

L2

注1

L2

L2

L2

（中央下端筋が多い場合）

（端部下端筋が多い及び全断面の場合）

L
2

8
d

8
d

L
2

余
長

余
長

とする。

梁下端から15d以上とする。

梁天端から15d以上とする。

  ２組重ねる。

監理者と協議すること)

監理者と協議すること。

通し筋とする

A1

B1 B2

C1 C2

各タイプの中柱への定着（3）

(a)定着およびカットオフ筋長さ

　・柱の第1帯筋は、最も低い梁主筋直上とする。

(b)継手位置

有 有 無

基礎ベース筋

・上下階の鉄筋かぶり厚さが異なる場合、

　寸法eは上下階の柱主筋位置の水平距離とすること。

d)ハンチ部
  配筋要領参照

S - 

図面番号

日付

25 3

令和７年度　第二中学校等複合施設新築工事（建築工事）
A1

A3

縮尺

図面名

工事名

株式会社教育施設研究所 東北事務所　一級建築士事務所 宮城県知事登録第24110153号

教育施設研究所・三上設計設計共同体

三上設計有限会社　一級建築士事務所 青森県知事登録第573号

代表設計者

設計者

設計者

担当者

担当者構造設計一級建築士第8280号

一級建築士第315246号 茂木博之

一級建築士第331602号 田中裕士

【共通】 配筋標準図 No.4 _
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下側主筋

上側主筋

柱内拘束筋

折曲げ開始点

四隅部フック

L
2

梁主筋は原則として通し筋とするが、鉄筋のあき寸法が確保できる場合は

直線定着とする場合は、定着長さが柱面から500mm以下とする。

9-3　梁主筋が真直ぐ通らない場合のおさまり

・あばら筋と同径@200以下に設け、交差部は上側となる梁主筋に設ける。

吊上げ筋

折り曲げる(コーナー主筋)

真直ぐ伸ばす

柱内拘束筋

e/D≦1/6の場合　（鉛直方向のずれ）

L
2

梁

柱

D

L
2

梁

柱

L2

梁の主筋折曲げ位置は、

柱の主筋間隔内でとる

D
柱

梁

は、通し筋としない場合の折曲げ定着を示す。

D
柱

梁

L2

L
2

L
2

L2

中間階 最上階(上に柱のない場合)

梁

L
2

梁

は、通し筋としない場合の折曲げ定着を示す。

Laかつ3D/4 Laかつ3D/4

Laかつ3D/4

Laかつ3D/4

D

Laかつ3D/4

D D

Laかつ3D/4

e
e

e e

e e

e e

e

柱 柱

Laかつ3D/4 Laかつ3D/4

吊上げ筋 吊上げ筋

吊上げ筋

吊上げ筋

基礎梁端部・中央部配筋区分

端部：柱面より Lo/4の範囲

中央：梁中央Lo/2の範囲

接地階

L
2

L
2

柱脚部主筋

(2段筋の場合、下段筋は

梁端部・中央部配筋区分

柱主筋ガス圧接継手

L
2

一般層の梁端部と同様とする)

柱主筋重ね継手の場合

中間階

L
2

吊上げ筋

腹筋は、梁せい≧600の場合に入れる

腹　筋

中央：梁中央Lo/2の範囲

端部：柱面よりLo/4の範囲

最上階

仕口部の配筋は構造図による
帯筋は原則として@100以下とする

帯筋間隔

柱頭カットオフ筋

Lo/4

L
2
(
1
段
筋
)

スラブ勾配のある場合は
梁の上端を打増しとする

Lo

L
※

L
※

H
o
/
4

Lo/2 Lo/4

L2+5d L2+5
d

H
o

柱
脚
配
筋
は
H
o
/
2
+
1
5
d

Lo/4

1
5
d

L
2

主筋折曲げ部帯筋は柱帯筋と
同径のものを2組重ね配筋する

最上階の柱四隅部主筋端にはフックをつける

主筋本数の異なる場合は
原則として柱内へ定着する

L2(2段筋) 15d Lo/4

H
o柱

頭
配
筋
は
H
o
/
2
+
1
5
d

15d 15d
Lo/4

Lo/4

150

腹筋の継手は150mm以上とする

上階柱柱段差面の

隅部以外の主筋は

下階柱に定着する

3/4

3/4

3/4

3/4

3/4
Lo/2

Lo/2

Lo/4 Lo/4

Lo

5
0
0
※

継
手

位
置

H
o
/
4

20d 20d

梁せいの

H
o
/
4
か
つ

継
手

位
置

H
o
/
4

柱
せ

い
の

大
き

い
方

柱せいの
Laかつ

柱せいの
Laかつ

柱せいの
Laかつ

柱せいの
Laかつ

柱せいの
Laかつ

※柱主筋の基礎梁への定着長さは、L2hかつ原則として

　基礎下端筋の直上までとする。

※8dかつ
　150

第1帯筋は梁主筋直上
より割り付ける

1.　本図は、[7.基礎梁～9.大梁]に示す規定をラ-メン形に集約したものである。

2.　最上階大梁は中央カットオフ筋、中間階大梁は端部カットオフ筋を示す。

3.　柱梁接合部に機械式定着工法を適用する場合、各機械式定着工法に定める規定を満足すること。

9-4  柱梁配筋概要図

梁せい Lo/4 梁せいLo/4

梁下端筋ガス圧接継手

第1帯筋は梁下端より割り付ける

Lo/2Lo/4 Lo/4

L
2
h
※

L
2

※ 柱主筋の重ね継手
　 寸法は構造図による。

Lo

Lo

下端筋継手位置 下端筋継手位置

上端筋継手位置

構造図による

15d

H
o

H
o
/
2

H
o
/
4

L
2

L
2
h

4
0
0

第1あばら筋は柱面より割り付ける

L
2
か

つ
梁

下
か

ら
1
5
d

梁筋の定着は、投影長さが

柱せいの3/4を確保するよう

に折り曲げ定着する

下端筋は、原則として曲げ上げる

梁上端筋ガス圧接継手

※段差梁の接続部では、段差寸法によっては

  高い方の梁上端からの寸法とした方がよい

※下端筋定着をフック付定着(L3h)とする場合は、表3-2-2による。

終端(外端) 連続端(内端) 連続端(内端)Lo Lo

Lo/6 Lo/2 Lo/4 Lo/4 Lo/2 Lo/4

※下端筋定着をフック付定着(L3h)とする場合は、表3-2-2による。

大梁

立面

大梁

小梁

平面

10-1  小梁の定着・カットオフ筋長さおよび継手位置

10-2  小梁と大梁の取合い

小梁主筋の定着で垂直に余長が確保できない場合は、上端筋は斜め定着、

下端筋は斜め定着あるいは水平定着としてもよい。

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

15d 15d

Lo/4 Lo/2 Lo/4

Lo終端(外端) 連続端(内端)

第1あばら筋 第1あばら筋

L
2

B Lo/4

20d

7Lo/12Lo/6

20d

第1あばら筋 第1あばら筋

Lo/4

20d

Lo/2Lo/4

20d

15d 15d

Lo/4 Lo/2 Lo/4
Lo

連続端(内端) 連続端(内端)

L2

LbかつB/2

終端(端部)終端(端部)

第1あばら筋 第1あばら筋

15d 15d
Lo/4 Lo/2 Lo/4

Lo

L
2

L3※

B Lo/6

20d

2Lo/3Lo/6

20d

LbかつB/2

余
長

8
d

余
長

8
d

下図へ続く

上図へ続く

2段筋 2段筋

2段筋 2段筋

2段筋
2段筋

L3

15d 2L/3 L2

L2

L

100程度

B

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ
ない場合は監理者と協議すること)

Laかつ3B/4

L
2

梁

8dかつ150かつB/2

小梁

L3h

L3

梁幅 B

下端筋はL3直線定着または

L3hフック付定着とする。

15d 2L/3
L2

L

100程度

D
L2

10-4  片持ち大梁・片持ち小梁の定着・カットオフ筋長さおよび継手位置

Laかつ3D/4

Laかつ3D/4

柱

梁

片持ち大梁

片持ち小梁

15d 2L/3

L

100程度

D
L2

片持ち大梁 直
線

定
着

 
L
2

柱

Laかつ3D/4

Laかつ3D/4

先端小梁あばら筋と

片持ち梁

25d

形筋形状

・平面

B

L2

先端小梁 片持ち梁

・平面(上端筋)

L3

B

L
3

片持ち梁

・平面(下端筋)

同径、同間隔の  　形筋

8dかつ150かつB/2

10-5  片持ち梁・先端小梁のおさまり

柱

柱

柱

L2

10 小梁・片持ち梁

［注］　D2  ＜  （ D1+150 ） の場合は、D2 下端筋上アンカ－のみとする。

50

5
0

50 B1

D
1

１

1
5
0
以
上

5
0

D10-あばら筋ピッチ

D16

45

の鉄筋

の鉄筋

B

D
2

L2
+5
d

D
1

2
5
d

10-6　取り付く梁が小さい場合の補強方法

2

１

2

１

2

ハンチ部配筋要領d)

最上階柱頭補強(上に柱のない場合)e)

定着が超える場合は、監理者と協議すること。

e/D＞1/6の場合　（鉛直方向のずれ）

梁 梁

a)

b)

e/D≦1/6の場合　（水平方向のずれ）c)

e/D＞1/6の場合　（水平方向のずれ）d)

連続小梁の定着・カットオフ筋長さa)

単独小梁の定着・カットオフ筋長さb)

連続小梁の継手位置c)

Lo/4

Lo

Lo/2 Lo/4

Lo/6 Lo/6

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

終端(端部) 終端(端部)

単独小梁の継手位置d)

10-3  幅の小さい梁への定着要領　(Lbが確保できない場合)

片持ち大梁(中間階)の定着・カットオフ筋長さa)

片持ち大梁(最上階)の定着・カットオフ筋長さb)

片持ち小梁の定着・カットオフ筋長さc)

片持ち梁の継手位置d)

先端小梁あばら筋と

25d

形筋形状

同径、同間隔の  　形筋

先端小梁あばら筋と

同径、同間隔の  　形筋

※基礎大梁の定着・カットオフ筋長さは「7.基礎梁」の各タイプによって異なる

※

下端筋位置まで

折り下げる

下端筋位置まで

折り下げる

下端筋位置まで

折り下げる

（2段筋は折り下げ不要）

（2段筋は折り下げ不要）

（2段筋は折り下げ不要）

柱頭補強筋 [9-2]

柱頭補強筋 [9-2]

折曲げ定着としてよい。

L3※

1/6以下

30程度30程度

150以下

8d

S - 
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11 スラブ

B B

L3 L3

・スラブの配筋が梁左右で同じ場合は通し筋としてもよい。

LbかつB/2

L
2

L3

余
長

8
d

Lx

Lx/4 Lx/4

C L

L
x
/
4

11-2  定着

11-3  カットオフ筋長さおよび継手位置

(1)上端筋の継手 (2)下端筋の継手

継手の好ましい位置

(図中の継手位置に継手を設けられ

ない場合は監理者と協議すること)

L2かつB/2
L2かつB/2

L
2

梁

スラブL3

梁幅 B

8dかつ150かつB/2

Lx/4 Lx/4

L
x
/
4

L
x
/
4
+
1
5
d

1
0
0
以
下

t

L
x
/
4

L
x
/
4
+
1
5
d

1
0
0
以
下

Lx/4+15d Lx/4+15d

100以下100以下

t
L
y

Lx

L
x
/
4

1
5
d

L
x
/
4

1
5
d

Lx/2

L
y
-
L
x
/
2

Lx/4

15d

Lx/4

15d
D13以上かつ

受け筋

スラブ筋の最大径

下端筋 上端筋

CL

Lx=短辺内法長さ

Ly=長辺内法長さ

長
辺

方
向

 
 
 
断

面
図

短辺方向   断面図

柱列帯 柱間帯 柱列帯

柱
間

帯
柱

列
帯

柱
列

帯

Lx

Lx/4 Lx/4

C L

L
x
/
4

L
x
/
4

長
辺

方
向

短
辺

方
向

(1)　h＞50mmかつスラブ下端筋が (2)　スラブ下端筋が

梁主筋の下を通る場合梁主筋の上を通る場合

(2)　h＞50mmかつスラブ下端筋が

B

t

LbかつB/2

B

h

LbかつB/2 LbかつB/2

8dかつB/2

th

b

(3)　h＜t+70mmかつスラブ下端筋が

梁主筋の上を通る場合

(4)　h＜3t1かつt2＞t1

t2

t
1

h
L
2

h t

L3

L2

8
d

L2

b≧t

L
2

b
L
2

D13かつスラブ筋以上

t
7
0
未
満

L3

D13かつスラブ上端筋と
同径、同間隔以上を  形配筋

h
L
2

b≧tかつ250mm

・(1)～(3)は壁がない場合を、(4)は壁がある場合を示す。

(1) h≧0かつスラブ筋下端筋が梁主筋の下を通る場合

(2) h＜t+70mmかつスラブ下端筋が梁主筋の上を通る場合

h

t

7
0
未
満

L
2

D13かつ

スラブ上端筋と
同径、同間隔以上

D13かつ
スラブ上端筋と
同径、同間隔以上

h

L2

7
0
未
満

L
2

D13かつスラブ上端筋以上

L
3

D13かつ
スラブ筋以上

D13かつ
スラブ上端筋以上

L3

※

11-4  高低差のある場合のスラブ筋のおさまり

(1)　0≦h≦50mmかつスラブ下端筋が

梁主筋の下を通る場合

(1)　段差が小さい場合

t
H
≦
t
/
2

6H

(2)　段差がスラブ厚程度の場合

D13以上

梁主筋の下を通る場合

D13かつスラブ筋以上

D13かつスラブ筋以上

(H≦t/2) (t/2＜H≦2t)

B

L2

※スラブ上端筋の水平投影長さが

L3

8dかつt2/2

h

L
3

余
長

8
d

t

D13以上

H
≦
2
t

L2h

L2h

通し筋とする

L3 L3

片持ちスラブの梁への定着は、以下の通りの配筋とする。

ただし、以下の配筋とする場合、連続スラブの配筋に留意すること。

11-5  片持ちスラブ

100以下

100以下

2
5
d

La

8dかつB/2

L2

L2

10d

L2

8
d

8
d

8
d

B

(直線定着の場合は25d)

100以下

10d (直線定着の場合は25d)B

A A

B

B

A

STP.D10-ロ-200@

梁横打ち増し

W = 200  かつ 1.3 t  以上

L
2

L
2

H
L
2

D10-200@

D13-  　-200@

W

＜ 1.5 t  かつ  H ＞ 1.5 t  の場合

ａ

ａ(7)

t2-D16

(6)(5) ＜1.5tかつH≦1.5tの場合 H ＞ 1.5t  の場合

L3

1.5t

t

45

同径同間隔
スラブ端部上端筋と

Lb

ａ
ａ

H

L2

L1

L
2

D13

D13-  　-200@

D10-200@

H
L
2

2-D16

L
2

200

t

2-D13

11-6  屋根スラブの補強

（約@100）程度に上端に補強筋を入れる。

補強筋はスラブ筋と同径で1/2スラブ筋ピッチ以下

出隅・入隅部分に補強する

L=1,500
1500

1
5
0
0

1500

1
5
0
0

1500

1
5
0
0

1500

1
5
0
0

1500

1
5
0
0

1
5
0
0

サポート

サポート

サポート

D13以上

D13以上

D13以上

概ね2m～3m以内で上端、下端に誘発目地を設ける。

5-D13-100@ （定着L2）

（上端筋の下側に配筋）

11-7  出隅・入隅部の補強

ℓ
1
/
2
+
L
1

ℓ2片持スラブ主筋方向の

鉄筋量又は設計図による

ℓ1片持スラブ主筋方向の

鉄筋量又は設計図による

上端筋（下端筋）の1.33倍の

上端筋（下端筋）の1.33倍の

D13-100@
鉄筋量は下記又は詳細図による。

D10-100@

配力筋

上端筋
ℓ1 下端筋

ℓ1/2

ℓ1/2+L1

ℓ
2

ℓ
1
/
2

L
2

L
2

ａ≦300 ａ≦300

D10-200@

D13ａ
L
2

の補強筋

D10-200@

L1

土間コンクリート

D10-200@

ａ D13

L
2

D10-200@

L1

土間コンクリートの補強

D13

L2

土間コンクリート
の補強筋

D13

L1

土間コンクリートにRC・CB造の間仕切壁が付く場合

基礎梁の位置がスラブ上端と等しい場合

土間コンクリートの配筋

建物内部の場合（A）

建物外部の場合

1
5
0

45

1
5
0

11-9  土間コンクリートの配筋

D10-200@

犬走り等の場合

D10-200@
D13

L
2

400

L
2

1
5
0

15d15d

D13L1

1
5
0
以
上

D13

D10-200@

D10-200@

D10-200@

L1L1

D10-200@砕石

L
2

L1

建物内部の場合（B）

砕石

1
5
0

D10-200@

捨コン

断熱材 防湿シ－ト

D10-200@砕石

箱入れをし、貫通孔用スリーブ内に鉄筋を貫通させてはならない。

貫通孔および取り付ける器具の位置は配筋前に型枠に墨だしまたは

スラブ筋がD16以上の場合、補強筋はスラブ筋と同径筋を使用する。

開口が円状の場合、開口直径 ∅ を W によみかえる。

小梁が設けられない場合は工事監理者の指示により補強する。

開口の最大寸法が 1,000 を超える場合は、開口周辺に小梁を設ける。

以上とする [e)図]。

ただし、開口ピッチは原則として芯々で 3x（隣接する開口寸法の平均）

ことにより、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略してよい。

5)

4)

3)

2)

スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げる1)

L2WL2

上下各 D13

W

D13

上下各 D13

L2

W2

L

3x（W1+L ≧ ）／2

e)

W1 W2

D13

2-D13

梁内に L2 定着。

c) 400≧ W

2-D13

短
辺

方
向

D13

L2L2 W

L2

L2

D13

W

L2

梁内に L2 定着。

700 ≧ W ＞ 400

上下各

b)

上下各
2-D13

L2短
辺

方
向

D13

L2W

L2

上下各
2-D13

上下各

L2

L2

W

1,000 ≧ W ＞ 700

2-D13

a)

上下各 4-D13
上下各

11-10  スラブ開口補強（片持ちスラブに設ける場合の補強は、別途構造図による）

4-D132-D13
上下各上下各

（各貫通共通）100以上確保

定着a)

幅の小さい梁への定着要領b)

(Lbが確保できない場合)

カットオフ筋長さa)

継手位置b)

長
辺

方
向

短
辺

方
向

スラブが梁側面に付く場合a)

b) 片側スラブが梁より上がる場合

梁の両側のスラブが上がる場合c)

スラブ中間部に高低差のある場合d)

隣接スラブと同一レベルの場合a)

梁の中間にスラブが付く場合b)

逆スラブの場合c)

出隅部（ℓ1≧ℓ2とする）a)

入隅部b)

a)

b)

c)

e)

d)

か
つ

凍
結

深
度

以
上

[d)図]

1/6以下の勾配で

鉄筋を曲げてもよい

d) 小開口で配筋を曲げる場合、ずらす場合

ずらしてもよい

(50mm以下)

11-1  スラブ配筋一般事項

スラブ筋の内外関係は、一般に下図による。a)

スラブ配置により配筋順序を変更する場合は、監理者に確認する。

長　辺

短　辺

内

外

上端筋

100mm以下

D13以上かつスラブ筋の最大径

・梁幅が広い場合は、直線L2定着として良い。

(3) t+70mm≦hの場合

h

t

7
0
以
上

h=打増し寸法とし、13-2に従って打増し補強を行う。

開口間の距離

f) 小開口が連続する場合（上記  の離隔距離が確保できない場合）e

外接長方形

補強筋

補強筋
補強筋

スラブ配筋

・外接する長方形を仮想開口寸法として、上記a～cの開口補強を行う。

・スラブ配筋は可能な限り引き通す。その際、dに従って曲げ、ずらしても良い。

・開口のあきは100mm以上とし、間に上下1本以上のスラブ筋を配筋する。

2t

誘発目地は隅角部補強を避けた位置とする。

下端筋

内

外

L
x
/
4

余
長

8
d

　LbかつB/2以上確保できない場合は(2)による。

2-D13

2-D13

ℓ1

ℓ
2
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12 壁

L
2

柱

L
1

L2

1
0
0
以
下

梁

L
1

L
2

L
2

1
0
0
以
下

L
1

柱

D

L
2

A部

L
2
h
か
つ

柱

L
1

・A部は,[6]による。

L
2

A部

L
1

・A部は,[6]による。

12-1  壁と柱・梁とのおさまり

壁の第1横筋と縦筋は、柱面梁面から100mm以下かつ柱主筋、

壁筋の継手は、壁内とし、柱、梁内に設けない。

投
影

長
さ

D
/
2

柱に定着する場合 梁へ定着する場合

D

柱に定着する場合 通し筋とする場合

梁に定着する場合

L1

L
2
h
か
つ

投
影

長
さ

D
/
2

設
計

配
筋

間
隔

以
下

設
計

配
筋

間
隔

以
下

≦P1 配筋間隔 P1 ≦P1
≦

P
2

配
筋

間
隔

 
P
2

≦
P
2

L
1

L2

柱主筋位置
梁主筋位置

柱主筋位置

柱 柱

梁

梁

梁主筋位置

・幅止め筋は、縦横ともD10-@1000程度とする。

・壁配筋の重ね継手はL1、定着長さはL2とする。

・図中のP1、P2は、壁筋の間隔を示す。

L
1

L
1

L1 L1

内側横筋は、

L2定着してもよい

内側縦筋は、
L2定着しても
よい

8dかつ150

帯筋またはあばら筋
壁筋

帯筋またはあばら筋

壁筋

シングル配筋の場合

L1

縦補強筋

横筋間隔が同じ場合

L2

縦補強筋

横筋間隔が異なる場合

L
2

L2

ダブル配筋の場合

L
2

L1

B部

縦補強筋

L
2L
2

L2

L2

L2 L2

横筋間隔が同じ場合

壁交差部(B部)の縦補強筋配筋要領図

縦補強筋 縦補強筋

壁縦筋が外側の場合 壁縦筋が内側の場合

スラブ横補強筋

L2

シングル配筋の場合

スラブ
横補強筋

L2L2

ダブル配筋の場合

スラブ

L2
横補強筋

スラブ横補強筋

L2L2

シングル配筋の場合 ダブル配筋の場合

横筋間隔が異なる場合

12-2　壁と壁・スラブとのおさまり

横補強筋は、D13以上かつ壁横筋最大径以上とする。

縦補強筋は、D13以上かつ壁縦筋最大径以上とする。

・壁筋が帯筋、あばら筋から離れた位置となる場合は、90°フックの余長部分を

 8dかつ150以上、帯筋、あばら筋内に定着する。[a)図]

※定着長さは

L2とする。

1.耐力壁の場合、コ形補強筋は壁筋と同径、同間隔とする。

2.L寸法は構造図による。構造図に記載のない場合は15dとする。

先端90°フックとする場合 先端を斜めに折り曲げる場合

耐
力

壁

コ形補強筋が内側の場合

L
2

コ形補強筋が外側の場合 壁筋にフックを設けた場合

L
2 L

壁脚部

(注)

縦補強筋

B部

縦補強筋 縦補強筋

L2

3.壁筋にフックを設けた壁で、壁厚が250mm以下の場合、開口部小口補強は

3.　壁端部・開口部小口補強

上スラブ※

基礎スラブ

L
2

基
礎

ス
ラ

ブ
直

上
ま

で

上スラブ※

基礎スラブ

L
2

Lo

Lo/4 Lo/2 Lo/4

(土が接する面)

屋内

横 筋

H
o2
H
o
/
3

H
o
/
3

屋内 (土が接する面)

継手の好ましい位置
基

礎
ス

ラ
ブ

直
上

ま
で

L
2
か
つ

※上スラブがない場合、または上スラブが置きスラブの場合の、

L
2
h
か
つ

H
o

H
o
/
4

H
o
/
4

屋内 (土が接する面)

地下階が1層の場合

(地下階が多層の場合の地下1階) 地下階が多層の場合

H
o
/
2

L
2

D

梁幅

L
2
h
か
つ

e2
A部(11-1.5)

L
2

D

梁幅

GL

e2 150L2かつ

梁上端筋直下まで

地下外壁厚

D
/
2

e
1

柱
幅

地下外壁

梁幅

土に接する側の縦筋、横筋は原則として柱、梁主筋の外側を通す。

12-4  地下外壁

e1は壁外面と柱外面のずれ、e2は壁外面と梁外面のずれを示し、e1、e2寸法は

地下外壁の壁筋の継手は、地下外壁内とし、柱、梁に設けない。

構造図による。e1、e2が70mm以上の打増し部補強は、打ち増し補強要領による。

e2

GL

地下外壁厚

A部(11-1.6)

内側横筋は、
L2定着してもよい

内側縦筋は、

L2定着してもよい

内側横筋は、

L2定着してもよい

は、土が接する部分を示す。

1. 定着と継手

2. 帯筋、あばら筋内に配置する壁筋の定着方法

3.　柱主筋の外側を通る壁横筋の柱への定着方法

4.　梁主筋の外側を通る壁縦筋の梁への定着方法

6.　A部鉄筋折曲げ形状と寸法

1. 壁端部と直交壁の接合部おさまり(L形・T形)

2.　壁とスラブの接合部おさまり

補強筋は規定の壁配筋以外に入れる。

a）図

やむを得ず縦筋・横筋を切断した場合は、切断した鉄筋と同量以上の鉄筋を

開口隅角部は、壁配筋の外側に溶接金網 6∅-100x100 を壁配筋がシングルの場合は

開口寸法が600x600程度の場合は、溶接金網不要。

溶接金網をひび割れ低減材の耐アルカリ性ガラス繊維ネット「ハイパーネット60」

ただし、開口ピッチは原則として芯々で 3x（隣接する開口寸法の平均）

シングル、ダブルの場合はダブル配置する。最小かぶり厚さは 30 とする。

開口最大寸法が 300 以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより、

5
0
0

［注］

補強筋は壁リストによる。

周囲に入れ、L2 以上定着する。

開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略してよい。

開 口

c)

1,000

L
2

L
2

12-5

L2

開口補強

c）図

壁がダブル配筋壁がシングル配筋

30

1
,
0
0
0

500

30 30

6 ∅-100x100
溶接金網
※注

）／2L W13x（≧ +

L

W2

6 ∅-100x100
溶接金網
※注

6 ∅-100x100
溶接金網
※注

D

D+2L2

W1 W2

L
2

L2

L2

L2

L
2

L
2

L2

補強筋は、外部側に配置する.

5-D13

3-D13

3-D13

3-D13

12-3  端部スパンの耐震壁の斜め補強筋

5-D13

3-D13

3-D13

3-D13

※注  補強筋はひび割れ防止筋とし定着は不要。

1.　柱との納まり

A部(11-1.6)

4-D13
-D10-300@

D10-200@
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)
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0

3-D13

D10-150@

D10-200@

L
2

D13

-D10-300@
D10-200@

D10-200@

150 150

4-D13

D10-200@

D10-200@

1
0
0
以
下

L
2

1
0
0
以
下

L
2

1
0
0

バルコニー等手すり壁（外部）

D13

D10-150@タテ
D10-200@ヨコ

1
0
0
以
下

L2

12-7  パラペット

180

（a）

12-6　手すり壁

120

外部の場合は、    を使用する

L2

160

D10-200@タテ
D10-200@ヨコ

［注］

160 70以下

100以下

階段手すり壁（内部）

120

(b)

D13

※誘発目地を概ね2m～3m以内に設け、弾性シーリングを施す。

A
部
(
1
2
-
1
.
5
)

L
2
か
つ

A
部
(
1
2
-
1
.
5
)

L
2
か
つ

（a）

a)

b)

a) b)

a) b)

a) b) 通し筋とする場合

a) b)

a)

b)

a)

b)

c)

a)

壁頂部b)

a)

b)

c)

2. 梁との納まり

は、土が接する部分を示す。

3. 壁上部の納まり

4. 地下外壁と基礎梁の接合部納まり

5. 継手位置

縦 筋 縦 筋

1/6以下の勾配で

鉄筋を曲げてもよい

a) 小開口で配筋を曲げる場合、ずらす場合

ずらしてもよい

(50mm以下)

b)

4)

1)

2)

3)

b）図

5)

▽
梁成中心線

150

L
2
h
か
つ

梁
成

中
心

線
を

超
え

る

斜め定着
でも良い

D13L
1
か

つ
梁

成
中

心
線

を
超

え
る

梁成中心線
▽

1-D10かつ
腹筋と同径同本数

D10-1,000@D10-1,000@

腹筋と同径同本数
1-D10かつ

D13D13

【折り曲げ定着】 【直線定着】【連続配筋】

壁厚 壁厚 壁厚

D13

5. 壁と梁が同面で梁に無補強フカシがある場合（柱・梁・壁が同面の場合）

補強筋をひび割れ低減材の耐アルカリ性ガラス繊維ネット「ハイパーネット60」

梁主筋から設計間隔以内に配置する。

  省略することができる。

に変更可能とする。

  地下外壁定着要領は構造図による。

以上とする。

に変更可能とする。

袖壁長さ ａ≦100 の場合は補強不要。

開口が柱・大梁に接している場合は、その部分の補強筋は不要。

2)

1)

開口間の距離

開口隅各部補強筋

a

S - 

図面番号

日付

25 3

令和７年度　第二中学校等複合施設新築工事（建築工事）
A1

A3

縮尺

図面名

工事名

株式会社教育施設研究所 東北事務所　一級建築士事務所 宮城県知事登録第24110153号

教育施設研究所・三上設計設計共同体

三上設計有限会社　一級建築士事務所 青森県知事登録第573号

代表設計者

設計者

設計者

担当者

担当者構造設計一級建築士第8280号

一級建築士第315246号 茂木博之

一級建築士第331602号 田中裕士
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18 埋設配管要領

鉛直方向貫通可

（一般壁）（一般壁）

壁がシングル配筋でも、t＜100 の場合は開口部として開口補強を行う。

壁がシングル配筋

シングル配筋

配管

［注］

ダブル配筋

配管 コンセント
ボックス

補強を行う。

壁がダブル配筋

t≧100 同じ要領で

開口補強と

t≧100

鉛直方向に貫通する配管等は設けない、配管不可

外壁及び耐震壁には、原則として配管は設けない。

短区間（1m以内）を除き、横走り配管をしてはならない。

やむを得ず配管する場合は、PF（16）以下の配管とし、

地下外壁の配管は、接地用配管及び防犯用配管を除き、原則として設けない。

一般壁（耐震壁以外）の配管の中心間隔は、壁縦筋間隔以上とする。

蛇行配管は、行なわない。

耐震スリット部を貫通する配管は行なわない。

縦筋に添わせない。（案内筋を設けて配管する）

4.

6.

7.

9.　配管納まり図

5.

壁に配管する場合

2.

3.

1.

5
0
0

配管は、梁主筋の内側に通し、主筋とのあきを確保する。

配管は、梁主筋と直角に通す(横走りの禁止）

配管相互の中心間隔は、あばら筋間隔以上とする。

スイッチボックス等

乾式仕上または

横断配管を避ける範囲 OKNG

材軸方向の躯体内に配管等は設けない

500

柱

配管

梁に配管する場合

配管不可

配管可配管不可

柱を横断貫通する配管等は設けない、配管不可

主筋

HOOP

帯筋

浅型コンセント（深さ45 程度）の場合 35mm 以上

仕上げなしの場合は、上記寸法+10mm とする。

深型コンセント（深さ55 程度）の場合 45mm 以上
（最小かぶり厚さ）

（かぶり厚さ）40

30

拡 大 図

［注］

打増し厚さ

材軸方向（鉛直方向）は

躯体内に配管等は設けない

配管不可

打増し部
乾式仕上または打増し部

柱位置に配管を設ける場合は、

スイッチボックス等

コンクリートの打ち増し部に

乾式工法の仕上または

配管可

5
0
0

NG:柱を横断する配管

[
梁

]

500500

スラブ内に1mを超えて配管できない範囲

柱に配管する場合

打増し部分

梁に横断配管できない範囲

NG:柱の鉛直方向の埋設配管

1,
00
0以

内

OK:コンクリート増打ち部

の鉛直方向配管

5
0
0

[梁] 500 500

5
0
0

NG:梁面から

スラブに1mを

1,000

5
0
0

[梁]

柱・梁及び壁、スラブに埋設される配管の標準図

[
梁

]

柱梁仕口部まわりの配管納まり図

NG:柱面から500以内の梁横断

OK

シャフト内の設備貫通等で開口ピッチの芯々が

1-D13 かつ切断した鉄筋量以上を配筋する。

床スラブ上部に埋め込みの場合も同要領とする。［注］

L2L2

当該配筋ピッチ間に、所定のスラブ筋とは別にD10 を上端に一本づつ入れる。

ただし、所定のスラブ筋が@100 以内の場合は不要とする。

スラブ埋め込みピッチが、配管径D の３倍（3D）確保できない場合は、

ボックス

［注］

3D以下の場合

4.

3.

2.

1.

1mを超える配管をしてはならない範囲

250 程度

500 以上 D10

250 程度

梁

500

5
0
0

配管相互の中心間隔は70mm以上とし、3本を超えて平行配管してはならない。

ただし、相互の間隔が300mm以上の場合はこの限りではない。

梁面より500mm以内の範囲に、1mを超える配管は設けない。

蛇行配管は、行なわない。

柱 梁

４） 　　は所定の開口補強筋を入れる。

配管どうしの交差は、鉄筋交差部では行なわない。

スラブに配管する場合

［注］

11.

［注］

２） 　　印の部分の縦筋は、規定の壁筋と同径・同ピッチかつ@150以下で配筋する。

１） 隣接する開口あきａが300以下の場合はひとつの開口として扱う。

３） 　　印の部分は、規定の配筋を行う。

１） 開口ピッチが芯々で 3x（隣接する開口寸法の平均）以下の場合は開口郡を

３） 開口間に所定の壁筋の配筋が可能な場合は配筋する。

２） Lo,ho　寸法を開口寸法とし、補強筋は壁リストによる。

ａ

角開口の場合

10. 円開口の場合.

L2

L
2

h
o

5. 屋根スラブには、原則として配管等の埋設は行わない。

19 梁の貫通孔補強（梁スリーブ補強）

一般事項1.

在来工法とする場合は、

・[孔の径]：孔の径は梁せいの1/3以下とし、孔が円形で無い場合は外接円とする。

L

  　　　　　　　　　（貫通孔）  　　　　　　　　　D／3≧φ

  　　　　　　　　　　 L≧( φ1 + φ2 ) ×3／2

2.　貫通孔位置[在来工法による補強]

貫通孔範囲

h

Dφ
h

φ2φ1

D

補強を要するスリーブは、既製品（評価品）による貫通孔補強を標準とする。

孔の径が梁せいの1/10以下かつ150mm未満の場合は、梁端部（柱面から梁せいの

D

（柱）

の範囲にスリーブを設ける場合

貫通孔補強は、既製品仕様による。

原則ヒンジが形成されない位置とする。補強は、構造設計者の指示による。

NG スリーブを設けることはできない。

[孔の径]・[柱からの距離]・[直交する梁側面からの距離]等は、既製品の仕様に

20 梁・スラブ・壁のスリーブ個数一覧

（防火区画以外）

参考：スリーブ材の使用区分・仕様（材工は設備工事とする）

壁・スラブ（箱抜き）

地中部分で水密を要する

（外壁・水槽貫通部）

（１）スリーブ材の使用区分

地中部分で水密を要しない

使　用　区　分

壁・スラブ

梁・壁部分

梁・壁部分

梁貫通部

JIS K 6741（硬質ポリ塩化ビニル管）のＶＵ

径が200mmを超え350mm以下のものは、厚0.6mm以上

原則として筒形の両端をを外側に折曲げてつばを設ける。

必要に応じて、円筒部を両方から差し込む伸縮形とする。

配管用炭素鋼管(JIS G 3452)の黒管に厚さ6mm以上

つば幅50mm以上の鋼板を溶接後、汚れ油類を除去し、

内面及び端部にさび止め塗料塗りしたもの。

※上記以外の鋼管スリーブは、JIS G 3452（配管用炭素鋼管）の白管とする。

つば付き鋼管＋膨張製止水シール

紙製（ボイド）

木製・亜鉛鉄板製

塩ビ管（VU）

塩ビ管（VU）

つば付き鋼管

溶融亜鉛めっき鋼板

径が200mm以下は、厚0.4mm以上

溶融亜鉛めっき鋼板

スリーブ材

（２）スリーブ材の仕様

スリーブ材 仕　　　様

（開口補強不要かつ200mm以下）

21 設備関係

煙突その他これらに類するものにあっては、建設省告示第1389 号により、

風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

法第20 条第１項第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、

有効な地震その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防振ゴムを用いる等

伸縮継手又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、

配管スリーブを設ける等有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。

建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に

風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障の

レ□

レ

レ

レ

レ

□

□

□

□

令第129 条の２の３の事項

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備（給湯設備を除く）は、

石造若しくはコンクリートブロック造とすること。

腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。

した鉄筋コンクリート造又は厚さが25 cm以上の無筋コンクリート造、れんが造、

煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上と

コンクリート造の場合は鉄製の支枠を設けたものを除き、90 cm以下とすること。

煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋

支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、支持構造部は、

屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、

建築設備（昇降機を除く。）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、

・ 建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、

建築設備の構造安全性

レ

レ

レ

□

□

□

□

□

※ 設計が該当する場合には、□にチェックを記入する。

安全上支障のない構造とすること。満水時の質量が15kgを超える給湯設備に

給湯設備※は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対してレ□

ついては、地震に対して安全上支障のない構造として、平成12年建設省告示

第1388号第5に規定する構造方法にによること。「給湯設備※」建築物に設ける

電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に該当するものを

a)

b)

c)

d)

Lo

e)

管径はスラブ厚さの1/4 以下とし、

a)

b)

よる。[直交する梁側面からの距離]が仕様にないときは、在来工法と同様とする。

c)

d) 既製品の評価外となる場合は、構造設計者と協議のうえ決定すること。

e) スリーブ補強筋を在来工法とする場合は、監理者と協議すること。

h≧φかつ175程度 ：梁筋が１段の場合

h≧φかつ250程度 ：梁筋が２段の場合

D D

Dh
h

f)

耐震壁の設備小開口の取り扱い8.

2020年版建築物の構造関係技術基準解説書、黄色本P318より

開口周比ro及びLo/Lの値が0.05以下となる開口部を応力の小さい箇所に

分散して設けることは可能とする。

位置及び大きさについては、構造設計者の承諾を得ること。

超える配管

500以内の

埋設する。

打増し部

配管ピッチは500mm以上とする。

     ひとつの開口として扱う。

     その場合鉄筋は折り曲げてもよい。

3x（隣接する開口寸法の平均）以上とれない場合は、

既製品評価外の場合は、在来工法による補強とする。

   以下の構造方法による。

建築物の構造耐力上主要な部分に、緊結すること。

以下の構造方法による。

ない構造とすること。

除いたもの

貫通孔範囲

範囲）を除き、補強を省略することができる。

ただし、孔間隔L≧（φ1+φ2）×3/2を必ず確保すること。

・[柱からの距離]：孔の中心位置は、柱の面から原則として1D（Dは梁せい）以上

　離す。

・[直交する梁側面からの距離]：直交する梁（小梁）の側面から孔の中心位置の

　限度は、500mm程度とする。

　ただし、直行する梁主筋と梁貫通補強筋が干渉しないことが確認された場合は、

　監理者と協議のうえこの限りではない。

いずれのスリーブ補強（既製品・在来工法）は、補強計算を行い補強計画書（図・f)

計算書）を作製し、監理者の承諾を得ること。

500

S - 

図面番号

日付

25 3

令和７年度　第二中学校等複合施設新築工事（建築工事）
A1

A3

縮尺

図面名

工事名

株式会社教育施設研究所 東北事務所　一級建築士事務所 宮城県知事登録第24110153号

教育施設研究所・三上設計設計共同体

三上設計有限会社　一級建築士事務所 青森県知事登録第573号

代表設計者

設計者

設計者

担当者

担当者構造設計一級建築士第8280号

一級建築士第315246号 茂木博之

一級建築士第331602号 田中裕士

【共通】 配筋標準図 No.9 _
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「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル（独立行政法人 建築研究所 監修）」

鉄骨工事技術指針・工場製作編（2018年版）　　日本建築学会

鉄骨工事技術指針・工事現場施工編（2018年版）　　日本建築学会

建築工事標準仕様書・同解説　JASS 6 鉄骨工事（2018年版）　日本建築学会

・図面及びこの標準図に記載されていない事項は，下記による。

鉄　骨　構　造　標　準　図　（鉄骨溶接基準図）

・部材の板厚の適用範囲は50mm以下とする。ただし設計者と協議の上70mmまで適用できることとする。

・設計図面に特記されていない事項については、下記による。

・開先加工の寸法許容差は、日本建築学会JASS6付則6「鉄骨精度検査基準」による。

・開先標準図については、設計者の承諾を受けて一部を変更することができる。

ＦＢ（ｔ×38mm）

（単位：mm）エンドタブの長さ

Lｓ溶接方法

70以上
38以上

自動溶接
半自動溶接
手 溶 接 35以上

ｔ

裏当て金の厚さ

溶接方法

（単位：mm）

半自動溶接
自動溶接 12以上

9以上
手 溶 接 6以上

 　Lｓ

 以上
10mm

 　Lｓ裏当て金

エンドタブ

エンドタブ

ＦＢ（ｔ×25mm）

ｔ

F1

Ｓ

Ｓｔ

F1

Ｓ

Ｓ

・完全溶込み溶接及び部分溶込み溶接部の始端・終端には、鋼製エンドタブを使用する。

・エンドタブの鋼材の鋼種は、母材と同等のものとし形状は母材と同厚、同開先形状のものを用いる。

・エンドタブの長さは下記による。

・鋼製エンドタブの取付けは、裏あて金に組立て溶接すること。やむを得ず開先内に組立て溶接を

行う場合は、本溶接時に組立て溶接が再溶融され、欠陥が残らないように溶接施工する。

・エンドタブは鋼製を原則とするが、下記の条件をすべて満たす場合は、固形エンドタブを用いてよい。

・鋼製エンドタブは、溶接後 5～10mmを残し切除しグラインダーで平滑に仕上げる。

・右記の条件の接合部は、切断しなくてよい。 1.終局状態にて塑性ヒンジを形成しない梁端接合部

2.梁材が400N/mm2級鋼の接合部

3.柱材にＨ型断面柱が用いられている接合部

裏当て金の溶接

・裏あて金の材質は、母材と同等とする。

　但し高規格材については、設計者・監督職員の承諾を得た場合、SN490Bとすることができる。

・裏あて金の厚さ及び組立てサイズは下記による。

スニップカット

・溶接のコーナー部をスニップカット（Sc）で処理する場合は下記の形状とする。

r

2
r止まり

・既製形鋼のスニップカットはSc=r+2とする。

S:首溶接の脚長

3

・ＢＨ形鋼のスニップカットはSc=S+3とする。

余盛高さ

完全溶込み溶接　裏あて金方式

・溶接方法および溶込みの種類記号

溶込みの種類 溶接方法 記　号

被覆アーク溶接

ガスシールドアーク溶接

セルフシールドアーク溶接

完全溶込み溶接

MC

GC

被覆アーク溶接

ガスシールドアーク溶接

セルフシールドアーク溶接

部分溶込み溶接

MP

GP

スカラップ

・柱梁交差部の完全溶込み溶接は、スカラップを設けない事を原則とする。（ノンスカラップ工法）

・現場溶接部でスカラップを設ける場合は、改良型スカッラプ（複合円型スカラップ）とする。

・小規模鉄骨の場合は、設計者・監督職員の承諾により改良型スカラップ（複合円型スカラップ）と

裏はつり

・両面から溶接する場合は、裏側の初層を溶接する前に裏はつりを行う。

・サブマージアーク溶接法において、裏側の初層の溶込みが十分であることが施工試験や非破壊検査により

　確認された場合には、設計者・監督職員の承諾により裏はつりを省略できる。

・小規模鉄骨の場合は、設計者・監督職員の承諾により改良型スカラップ（複合円型スカラップ）と

フィラー

G=t1

記　号

t≦6

図適用板厚

1

6＜t≦40

G=9(MC)

G=7(GC)

0
～

2

1

40＜t≦50

G=9(MC,GC)

1

MC

GC

MC

GC

MC

GC

G=7(GC)

6＜t≦50

GC

MC

G=9(MC)

2

6＜t≦50

G=9(MC)

G=7(GC)

3以上

3
MC

GC

0～2

3以上

完全溶込み溶接　裏はつり方式

G=t/2(MC)

記　号

t≦6

図適用板厚

1

6＜t≦19

G=0

0
～

21

19＜t≦40
1

MC

GC

MC

GC

MC

GC

40＜t≦50

GC

MC
1

G=t/3(GC)

G=0

D2
R
D1

D1=2/3(t-R)

D2=1/3(t-R)

R=2

G=0

D2

R
D1

D1=2/3(t-R)

D2=1/3(t-R)

R=2

2
6＜t≦19

GC

MC
2

G=0

θ
45°≦θ＜90°

19＜t≦50

GC

MC
2

G=0

D2
R
D1

D1=2/3(t-R)

D2=1/3(t-R)

R=2

通しﾀﾞｲｱﾌﾗム

t≦19
3

MC

GC

19＜t≦50
3

MC

GC

G=0

D2

R
D1

D1=2/3(t-R)

D2=1/3(t-R)

R=2

梁フランジ

梁フランジ

3以上

t

t

2

G=0

t

3以上
通しダイアフラム

通しダイアフラム

梁フランジ

隅肉溶接　ウエブ溶接

記　号 図

4A

t≦16

S

S

t2

t1

S

S
S a S

t1

t2

t≧19

S

t

5

6

7

9

9

12

10

14

12

16

S

t

a

6

19

7

7

22

8

8

25

9

9

28

10

10

32

12

11

36

14

12

40

16t=min(t1,t2)

但し、小梁やブレースのガセットを隅肉で溶接する場合は、

柱や梁の板厚によらず、ガセット厚の脚長とする。

一般隅肉

4B

パネル溶接
t≦14

S

t

S

t

S D D S

t≧16

S

t

6

6

9

9 12 14

D

t

S

7

16

8

8.5

19

9

22

11.5

25

10

13

28

10

15

32

10

19

40

10

12 14

2

17

36

10

10

10

θ
75°≦θ＜90°

部分溶込み溶接

記　号 図

D

t

G
=
0

S

S

D

t 12 16 19 22

13

25

14

28

15

36

15

32

12 16

40

1110 13

1/4t≦Ｓ≦10

※は、閉鎖断面の場合は省略可

※

t
G
=
0

D=(t-2)/2

t≦40,S=1/4t

S

S SD 2 D

t>40,S=10

5A

5B

P

P

・完全溶込み溶接部、隅肉溶接部、フレア溶接部の溶接は余盛を行う。

・余盛は、応力集中を避けるために過度の余盛をせず、母材表面からなめらかに連続する形状とする。

・フィラーは母材の片面で４枚以上重ねて用いない。

・高力ボルト摩擦接合で母材の板厚差が1mm以下の場合は、フィラーを用いなくてよい。

・高力ボルト摩擦接合のフィラーの材質は、400n/mm2級の鋼材でよい。

・ボルト接合のフィラーの厚さは、6mm未満とする。ただし、ボルトの二次曲げの影響を考慮してボルトの

許容せん断応力度を提言した場合は、6mm以上のフィラーを用いることができる。

・添板を用いて隅肉溶接する場合はフィラーが必要となる。このときフィラーを添板の縁より大きくして、

溶接ビートの場所を確保し母材とフィラー及びフィラー添板の溶接ビートが重ならないようにする。

・溶接接合のフィラーは、母材と同等以上の材質とする。

その他の部分

バンドプレート溶接6

t1

3mm以上

t1

柱フランジ現場溶接7

7

5

二つ割裏あて金

20

グラインダー仕上げ

仮設部材の取付け制限

1. 仮設部材の取付けは、工場溶接とする。

2.

ディテールが未定等のため工場溶接できない場合は、捨てプレート等を工場で取付けて置き、

仮設部材をその捨てプレートに現場溶接で取付けることができる。

完全溶け込み溶接部も開先側の溶接部から、板厚の6倍の範囲内には、原則として仮設部材を

取付けてはならない。

1/2.5以下

溶接部分の段差

t2 t1

角型鋼管柱の現場溶接8

7

5

グラインダー仕上げ
コラム材は直角に切断する。

完全溶込み溶接

角型鋼管柱の通しダイアフラム溶接9

7

5

グラインダー仕上げ
コラム材は直角に切断する。

完全溶込み溶接

裏あて金は2分割し、密着して取り付ける

ただし、コーナー部には原則

スリットによりコーナーに

角型鋼管柱の内ダイアフラム溶接10

フレア溶接

d d

d/2 d/2

d
/
2

d
/
2d

d/2 d/2

d/2 d/2

d d

d/2 d/2

t≧3のときS=t

S

Ｓ

t

t

t＜3のときS=3

t≧3のときS=t

t＜3のときS=3

G=7

td

内ダイアフラム

tc

tf

梁フランジ

取合う大梁フランジ最大厚と

センター合わせとする

完全溶込み溶接

裏あて金

FL1

FL2

ノンスカラップの使用を一般とする。

スカラップを設ける場合は下図とする。

エンドタブは、固形タイプ可とする

鋼材の種類 溶接材料

400N/mm2級鋼

JIS Z 3312
YGW11,15

YGW18,19

JIS Z 3313
T490Tx-yCA-U,T490Tx-yMA-U

T550Tx-yCA-U,T550Tx-yMA-U

490N/mm2級鋼

JIS Z 3312
YGW11,15

YGW18,19

JIS Z 3313
T490Tx-yCA-U,T490Tx-yMA-U

T550Tx-yCA-U,T550Tx-yMA-U

520N/mm2級鋼
JIS Z 3312 YGW18,19

JIS Z 3313 T550Tx-yCA-U,T550Tx-yMA-U

JIS Z 3312
YGW11,15

YGW18,19

JIS Z 3313 T550Tx-yCA-U,T550Tx-yMA-U

490N/mm2級鋼 JIS Z 3312 YGW18,19

STKR・BCPに限る JIS Z 3313 T550Tx-yCA-U,T550Tx-yMA-U

入熱(KJ/cm) パス間温度(℃)

40　以下 350　以下

40　以下 350　以下

40　以下 350　以下

40　以下 350　以下

40　以下 350　以下

40　以下 350　以下

30　以下 450　以下

30　以下 450　以下

30　以下 250　以下

30　以下 250　以下

30　以下 250　以下

30　以下 250　以下

30　以下 250　以下

30　以下 250　以下

30　以下 250　以下

鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件

上記の溶接条件以外による場合は、設計者・監督職員と協議する。

・余盛高さは、ＪＡＳＳ６ 付則６　に従う。

A)隅肉溶接のサイズ

S
Δ

S

L

S ΔS
L

0≦ΔS≦0.5SかつΔS≦5mm

B)隅肉溶接の余盛

SL

S

L

0≦Δa≦0.4SかつΔa≦4mm

a
Δ
a

SL

S

L

a

Δ
a

C)完全溶込み溶接　突合せ継手の余盛

h+Δh

h+Δh

B (mm)

B<15

15 ≦ B < 25

25 ≦ B

余盛高さΔh(mm)

0≦Δh< 3mm

0≦Δh< 4mm

0≦Δh< 4B/25mm

D)完全溶込み溶接　T継手の余盛 （裏当て金あり）

Δh

h=0

h
t (mm)

t ≦40

余盛高さΔh(mm)h (mm)

t
t >40

t/4

10

0≦Δh≦7

0≦Δh≦t/4-3

E)完全溶込み溶接　T継手の余盛 （裏はつりあり）

Δh
h

t (mm)

t ≦40

余盛高さΔh(mm)h (mm)

t
t >40

t/8

5

0≦Δh≦7

0≦Δh≦t/4-3
h

Δh

・BH材のサブマージ溶接は、日本鉄骨評価センターの「BH製作工場認定」を取得しているBH専業工場

あるいは、国土交通大認定取得している鉄骨工場でサブマージ溶接装置を保有している工場とする。

400N/mm2級鋼

STKR・BCR

BCPに限る

  することができる。

  することができる。

3. 本溶接（角溶接など）のビートに重ならない位置とする。

密着できる既製品を使用する。

　1)工事に相応したAW検定(建築鉄骨溶接技量検定)の代替エンドタブ溶接の資格を有する溶接作業を行う

　　技能資格者が従事する場合。

　2)(一社)日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査基準・同解説」の「付則2 固定エンドタブを

　　用いた梁端フランジ溶接始終端部の超音波探傷方法・解説」に基づき、検査を実施する場合。

S - 

図面番号

日付

25 3

令和７年度　第二中学校等複合施設新築工事（建築工事）
A1

A3

縮尺

図面名

工事名

株式会社教育施設研究所 東北事務所　一級建築士事務所 宮城県知事登録第24110153号

教育施設研究所・三上設計設計共同体

三上設計有限会社　一級建築士事務所 青森県知事登録第573号

代表設計者

設計者

設計者

担当者

担当者構造設計一級建築士第8280号

一級建築士第315246号 茂木博之

一級建築士第331602号 田中裕士

【共通】 鉄骨構造標準図 No.1 _

13_



B
AA B

A ニA

視AA

イ

イ e

Ｉ形柱

ロ ロ

イ

AA

R=50

e

イ
e

イ

視

イ

ニロ

ニ

ロ ロ

形柱+

B

e

B

イ イ

イ

A 視A

イ

B

ヘヘB

イ

断面ｄ

イ1

断面ｃ

イ1

BB 視
視

ニ

ロ

へ

イ

ｄ

ｂ 断面

へ

イ1

ホ

ｃ

ｂ

ハ1

イ1

視B
B

イ

ａ

イ

A 視A

へ

ニ

ホ
AA

R=50

Ｔ形柱

イ e
B

ロ
ニ

ロ ロ

イ

仕口部基準図

イ

※　設計者の承諾を得た場合は、　　とすることができる。

4A

2

3

4B

2

e

ニ A

R=50

e

イ

ｂ

ｃ

A

ｄ断面ａ

ニ
ハ1

ａ

イ

イ1

B

梁段差部仕口基準図

2
4B

B-B　断面

へ

2

5

4B

2

2

4B

3

4B

4A

1

A-A　断面

4A
2

2

A

SRC造　（T形 、＋形 I形　も準ずる）

3

B

4B

4B

A
2

4B

3

B
3

PL -PL - 11（ 13 ）12 16

22PL -22PL -

28

36

25

PL -

PL -

PL -

28PL -

36PL -

25PL -

30゜

ト

12

16

19

PL -

PL -

PL -

PL -

2
0

12PL -

9 9PL -

（14） 16PL -

19PL -

取り付く梁フランジ厚

PL -

PL -

PL -14（ 15 ）16 19

ヘ ト

2217（ 18 ） PL -19

三角スチフナー詳細図

スニップカット

20

仕口部材注記

(PL-6,9,12,16,19,22,25,28,32,36,40,45) 厚40を超える場合TMCP鋼とする。

取り付く柱材の同厚同巾以上とする。材質は、上下柱、取付く梁のうち高強度のものと同等以上とする。

取り付く柱・梁　ウェブ材の板厚

PL -

PL -

PL -7（ ）

8（ 10 ） PL -9

6

ニ

9

12

部材は、取り付く柱・梁フランジ板厚の同幅、同厚以上とする。材質は、取り付く柱・梁フランジのうち高強度のものと同等以上とする。

ただし、t=16mm 以上の材質は、柱、梁フランジのうち高強度のものと同等以上で、C 材 とする。

Rib.PL材質は、主材と同材とする。

Rib.PL-12

鉄骨梁ハンチ補強要領

t

50 50

50 50

部材は、取り付く柱・梁フランジ板厚の同幅、同厚以上とし、 C 材 とする。 厚40を超える場合TMCP鋼とする。

イ1

部材は、取り付く梁フランジ最大板厚の２サイズアップ（厚40以上の場合は1サイズアップ）以上とする。イ1

4B

4A

　イ材の板厚内で溶接する事。

　部材と梁フランジ材のレベル差は、3ｍｍとする。イ材の板厚内で溶接する事。

梁鉄骨成:Ｈ

部材は、取り付く梁フランジ最大板厚の２サイズアップ（厚40以上の場合は1サイズアップ）、

かつ取り付く柱の最大フランジ厚以上とする。材質は、柱、梁フランジのうち高強度のものと同等以上とする。

2
0
0
m
m
以
上

6

※ 4A

5

e  は、25 mm とするが、柱フランジの板厚が 28 mm 超える時は、30mmとする。

ハ1

ハ1

ロ1

取り付く柱材の板厚が取付く梁板厚の2サイズ以下厚の場合は、通しダイアフラム　イ　部材とする。

70701
4
5

1
4
5P

（　　）  方向　上

1
2
5
 
 
以
下

7
0

主

50 1
0
0

50

筋孔

は、帯筋ピッチを示す。なお、吹抜け部など梁が1方向にしか
,,

1.注記 P

梁　巾

1
2
5
 
 
以
下

P
,,

,,
,

P
,

1
0
0

1
4
5

7
0

1
4
5

筋主 孔

HOOP孔

70 70
400

鉄骨貫通基準図

D29D16D10 D13 D25D22D19

梁上端

21

鉄筋呼び名

（　）貫通孔 43312824 35 38

7
0

鉄筋貫通孔

D32

46

小梁上端筋は、一般にウエブを貫通する。2.

あるので注意すること（柱断面リスト参照）。

1
0
0
 
 
超
エ
ル

L
1
+
t
（

鉄
骨

の
か
ぶ

り
厚

さ
）

1
0
0
 
 
以
下

100  超エル

L
1

L
1

フランジ端同面以下

L
1

フランジ端同面以下

t

100  以下 フランジ端同面以下

L1

D16D16 690

スタッド用異径鉄筋径

D13

壁．鉄筋径

D10 , D13

長さ（Ｌ１

570

）

 仕口部フープ加工要領

によらない場合は、135゜の折曲げとする。

によらない場合は、フープクリップ工法（認定工法）も可能とする。

FL1 1.

FL1

注記： FL1

2.

FL1

以上
FL1

10d

FL1

（　　）  方向　下

壁鉄筋のＳＲＣ部材への定着要領

PL-12以上かつウエブと同厚・同材質

W=50mmかつウエブ厚+30mm以上

e=20mm（溶接）、e=40mm（ボルト）

隔　板

1
0

4B

4B

梁フランジ上端

4B

4B

隔板

柱ウエブ溶接継手要領

1
0

1
,
0
0
0
程
度

※柱ウエブ継手は、基本現場溶接タイプとする。

設計者の承諾により高力ボルト接合タイプの

変更可能である。

W

We

5

グラインダー仕上

2
0
0
m
m
以
上

2
0
0
m
m
以
上

25

2
5

2
5

4A

4B

2
0

20

2
0
0
m
m
以
上

2
0
0
m
m
以
上

2
0
0
m
m
以
上

2

4B

4B
又は

5 4B
又は

5 4B
又は

5 4B
又は

取りつかない接合部は、帯筋の径・ピッチが一般部と異なる場合が

3. 一般壁鉄筋の定着は、

スタッド筋の使用は、

スタッド用異形鉄筋の材質は、

2.

注記 1.

鉄骨迂回タイプとする。

耐力壁を原則とし特記による。

定着する鉄筋と同等以上とする。

S - 

図面番号

日付

25 3

令和７年度　第二中学校等複合施設新築工事（建築工事）
A1

A3

縮尺

図面名

工事名

株式会社教育施設研究所 東北事務所　一級建築士事務所 宮城県知事登録第24110153号

教育施設研究所・三上設計設計共同体

三上設計有限会社　一級建築士事務所 青森県知事登録第573号

代表設計者

設計者

設計者

担当者

担当者構造設計一級建築士第8280号

一級建築士第315246号 茂木博之

一級建築士第331602号 田中裕士

【共通】 鉄骨構造標準図 No.2 _
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（  柱通し方式  ）Ｈ　型

4B

3
イ1

断面図

断面図B B

9

AA

3

φ≧30

ガス抜き

9

e

B 断面図B

3

e

e
3

イ1

イ

e

3

A 断面図A

3

e
9

4B

イ1

3

2

イ

4B

BOX型

BOX型 　and　 H　型

イ

A

B

3

ロ

イ

ハ

ニ

（  通しダイアフラム方式  ）

H　型

3

ハ

10φ≦30

スニップカット

2

e

e

断面図

断面図B B

2

ガス抜き

9

AA

3

φ≦30

ガス抜き

イ1内ダイアフラム

内ダイアフラムの場合は、

柱の角のＲに接しないこと

e

e

3

e
10

イ

4B

イ 3

ロ1

イ
イ

BOX型

9

3

φ≦30

ガス抜き

e

e

3

2
0
0JOINT

SEC

FL

0

80

70

2
0
0

1
,
0
0
0
程
度

2PL-9(SS400相当品)

中ボルト  3-M20

BOX型柱 継手要領図 （参考）ピース材は仮設

PL-16x50
裏当て金(母材と同等)

HB

L-12P

（SS400）

8

PL -PL - 11（ 13 ）12 16

22PL -22PL -

28

36

25

PL -

PL -

PL -

28PL -

36PL -

25PL -

30゜

ト

12

16

19

PL -

PL -

PL -

PL -

2
0

12PL -

9 9PL -

（14） 16PL -

19PL -

取り付く梁フランジ厚

PL -

PL -

PL -14（ 15 ）16 19

ヘ ト

2217（ 18 ） PL -19

三角スチフナー詳細図

スニップカット

20

仕口部材注記

(PL-6,9,12,16,19,22,25,28,32,36,40,45) 厚40を超える場合TMCP鋼とする。

部材は、取り付く柱材の同厚同巾以上とする。ただし板厚は、内ダイヤフラムに取り付く梁フランジ板厚の２サイズダウン以上とする。

取り付く柱・梁　ウェブ材の板厚

PL -

PL -

PL -7（ ）

8（ 10 ） PL -9

6

ニ

9

12

部材は、取り付く柱・梁フランジ板厚の同幅、同厚以上とする。材質は、取り付く柱・梁フランジのうち高強度のものと同等以上とする。

ただし、t=16mm 以上の材質は、柱、梁フランジのうち高強度のものと同等以上で、C 材 とする。

部材は、取り付く梁フランジ最大板厚の２サイズアップ（厚40以上の場合は1サイズアップ）以上とする。イ1

　部材と梁フランジ材のレベル差は、3ｍｍとする。イ材の板厚内で溶接する事。

鉄骨梁成:Ｈ

イ

部材は、取り付く梁フランジ最大板厚の２サイズアップ（厚40以上の場合は1サイズアップ）、

かつ取り付く柱の最大フランジ厚以上とする。材質は、柱、梁フランジのうち高強度のものと同等以上とする。

e  は、25 mm とするが、柱フランジの板厚が 28 mm 超える時は、30mmとする。

ロ1

エレクションピースのプレート厚及びボルトは、鉄骨建て方計画によって想定される荷重に

対して安全であるように決定する。

1
5
0
m
m
以
上

か
つ

1
0
t
(
柱

フ
ラ

ン
ジ

厚
)
以

上

B

A A

B B

A A

B B

A

段差部：通しダイアフラム 段差部：内ダイアフラム

1
5
0
m
m
以
上

9 2

5
又は

1
5
0
m
m
以
上

材質は、上下柱、取付く梁のうち高強度のものと同等以上とする。

S - 

図面番号

日付

25 3

令和７年度　第二中学校等複合施設新築工事（建築工事）
A1

A3

縮尺

図面名

工事名

株式会社教育施設研究所 東北事務所　一級建築士事務所 宮城県知事登録第24110153号

教育施設研究所・三上設計設計共同体

三上設計有限会社　一級建築士事務所 青森県知事登録第573号

代表設計者

設計者

設計者

担当者

担当者構造設計一級建築士第8280号

一級建築士第315246号 茂木博之

一級建築士第331602号 田中裕士

【共通】 鉄骨構造標準図 No.3 _
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3.

梁貫通孔の望ましい位置

2.

その他同等品

注記（  SRC造  ）

補強プレート：

80φ未満のスリーブについては、80φを使用する。

スリーブによって失われるウエブ断面積以上の

補強プレート厚は両面共、母材ウェブ厚以上とし、

補強鋼管内は、防錆塗料塗りとする。

補強プレートの材質は、母材と同質とする。

補強プレート材は、母材と同質とする。

補強プレートの断面積とする。

注記（       S     造  ）

かつ  50  以上

H

鉄骨梁貫通孔補強は、既製品による補強とする。

継ぎ手以内部分

梁継手位置

鉄骨ばり貫通孔補強は、既製品による補強とする。

継ぎ手以内部分

OSリング            ：BCJ 評定-ST0135-09

1

大　梁(SRC)

2

P

フリードーナツエイト：BCJ 評定-ST0265-01

ハイリング　        ：BCJ 評定-ST0095-09

梁継手位置

梁巾4A

1

大　梁(S)

1

P

2

20

5
0

20
b

4A

4

1
b=

b
4A

2
0

＞  H/4

5
0

H

1. ≦

補強プレート

4A
梁　巾

D

2
0

0～5

b
20

4A

b=
4

1

b
20

4A

かつ  50  以上

5
0

5
0

HH

5.

4.
補強プレート

4A

SRC  造

0～5

4A
梁　巾

D

2
0

3.

以
上

＞  H/4

1
0
0 4A

≦  H/4

以
上

　

HH

1
0
0

1. ≦

2.

S

鉄骨梁貫通補強補強要領図

1. 貫通の望ましい位置は、　　　　部分とする。

円形でない貫通孔は、外接円におきかえて適用する。

P ={（　　+　　）/  2}  x  3

P ={（　　+　　）/  2}  x 2

（ SRC造 ）

（  S  造 ）

1

1

2

2

2

P 小　梁

200φ φ216.3x8.2

〔S小梁は、穴あきのみとする。〕とする。
2

H

300φ

250φ

φ318.5x10.3

φ267.4x9.3

400φ

350φ

φ406.4x12.7

φ355.6x11.1

125φ

100φ φ114.3x4.5

φ139.8x4.5

175φ φ190.7x5.3

150φ φ165.2x5.0

補強鋼管（STK400）

80φ

スリーブ径 S

φ89.1x4.2

とする。≦Sかつ、
H D

2 3

※継ぎ手内は、ＲＣの貫通孔補強の評価内容に留意すること。

既製品補強金物は評定取得品とし、適用範囲や使用方法は、各技術評価内容に従う。

既製品補強金物による補強

在来工法による補強

鉄骨梁貫通補強方法は、既製品補強金物による補強を基本とする。

特記なき限り、鉄骨小梁は無補強とする。

小梁せいの1/2を超えて貫通孔を設ける場合は、既製品補強金物による補強を行う。

1.

2.

3.

50-300FB-65x6程度

FB-65x6程度

S=1/4t

S イ材:  [-250x90x9x13

イ材:  [-200x80x7.5x11

イ材:  [-150x75x6.5x10

イ材:  [-125x65x6x8

イ材:  [-180x75x7x10.5

50-300

65以上PL-6加工

180

D13-200@
D13

40d

40d イ材:L-100x100x7

イ材:L-90x90x6

イ材:L-75x75x6

イ材:L-65x65x6

イ材:L-50x50x6
L-50x50x6

@400

50
10
デッキ受け

50 50

デッキ受け納まり（段差）

● 100 ＜ ho ≦ 300
180

L-75x75x6
デッキ受け

40d

D13

D13-200@

50-300

40d ● ho ≦ 100

イ材

h
oh
o

50-300 D13

50-300

D13

イ材

100

イ材:  [-300x90x9x13

D10-300@

2-D1350-300

D10-300@
PL-3.2

L

35

L ＜ 200 の場合

合成スラブデッキ

D10-150@
40d

L ＜ 200 の場合

一般スラブ
D10-200@

35

L
PL-3.2

50-300

2-D13

コンクリート止め要領

D10-200@ 2-D13

L

L-75x75x6@900

PL-3.2

200 ≦ L ＜ 500 の場合

直交する梁の上端レベルが異なる場合

L-75x75x6 @900

40d
D10-150@

200 ≦ L ＜ 500 の場合

D10-200@

L

PL-3.2

2-D13

θ ≦ 30°以下

直交する梁との段差が100mm以上の場合

小梁の剛接合

直交する梁との段差が100mm未満の場合

剛接ウェブと同厚以上

θ ≦ 30°以下

1,000程度

D13-200@

D10-200@

フリードーナツゼロ　：BCJ 評定-ST0128-04

S   造

スリーブ配置位置図

仕口側フランジPL 梁フランジPL

M
2
2
(
H
T
B
)

L

@
1
5
0
以

内
で

割
付

仕口側ウエブPL 梁ウエブPL

SPL-19（SN490B）
裏あて金兼用〈建方用）

A

A 断面

梁フランジ・梁ウエブの現場溶接

tw e　寸法

t
f
2

t
f
2

t
w

tw≦32 70

75

85

90

tw≦40

tw≦50

tw≦60

tf L　寸法

tf≦40 120

130

140

tf≦50

tf≦60

tf=max(tf1,tf2)

柱側 梁フランジPL

M
2
2
(
H
T
B
)

L
@
1
5
0
以

内
で

割
付

梁ウェブPL

SPL-19（SN490B）
裏あて金兼用〈建方用）

A

A 断面

t
f

t
f

t
w

柱面

（フランジ・ウエブ別々に使用可能）

●ブラケット位置での場合 ●柱位置での場合

10
5

上下端

残し
5mm

45°グラインダー仕上げ

剛接ウェブと同厚以上

剛接ウェブと同厚以上

S - 
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鉄骨継手一般事項

柱継手、梁継手は原則として、部材は、「SCSS‐H97 鉄骨構造標準接合部 H形鋼編」 1.

建設省住宅局建築指導課 (監修),  鉄骨構造標準接合部委員会 (編集)による。

2. スプライスプレート（添板）の材質は、母材と同材質とする。電炉材の使用も可能とする。

3.

4.

5.

6.

1)

高力ボルトは、トルシア形高力ボルト（ S10T ）の使用を標準とする。

溶融亜鉛めっきする部材には、溶融亜鉛めっき高力ボルト（ F8T ）を使用する。

摩擦面の性能及び処理

 JIS形高力ボルト又はトルシア形高力ボルトを使用する場合の摩擦面は、

ミルスケールをディスクグラインダー掛け等により原則として添え板全面の範囲について除去した後、

一様にさびを発生させたものとする。ただし、ショットブラスト法又はグリットブラスト法により

摩擦面の表面粗度を 50 μmRz（JIS B 0601（製品の幾何特性使用（GPS）-表面性状：輪郭曲線方式-用語、

定義及び表面性状パラメータ）による。）以上確保でき、監督員の承諾を受けた場合には、さびの発生を

2) 溶融亜鉛めっき高力ボルトを使用する場合の摩擦面の処理は、すべり係数値が 0.40 

以上確保できるよう溶融亜鉛めっき後、亜鉛層を著しく損傷しないよう軽くブラスト処理等を施し、

摩擦面の表面粗度を 50 μmRz以上とする。また、フィラープレートについても同様の処理を行う。

7. フランジ幅（Ｂ）による共通事項は、下記による。

H形鋼

フランジ幅（B）

100シリーズ

125シリーズ

150シリーズ

175シリーズ

200シリーズ

250シリーズ

300シリーズ

350シリーズ

400シリーズ

高力ボルト使用区分

M16 M20 M22

ゲージ(mm) 添板幅（mm）

g1 g2

60

75

90

105

120

150

150

140

140

40

70

90

100

125

150

175

200

250

300

350

400

60

70

80

100

110

140

170

外側 内側
ボルト配置

チドリ配置

1列　配置

2列　配置

フランジ高力ボルト配置標準図
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t1
ePe P

<B< 300シリーズ 300 シリーズ

e
45

e
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t2
外側とする。
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b
2

b
2

b
1

t2t1第1ボルトは、

ウェブ高力ボルト配置標準図

n  行

e
P
w

P
w

b3

L L

e

1  行

10
t3 t3 ee

b3 ボルト本数：Nw

e

10 P

e

高力ボルトの標準ピッチ、縁距離

60M16 1840

M20

M22

40

40

60

60

22

24

ボルト径
ボルト孔径縁端距離

（mm）e

ピッチ

（mm）P （mm）

ボルト本数

ボルト本数

（ H ≦ 150 の場合 ）

[A1 タイプ]

t3

e
[A2 タイプ]

e
e

10
10

t3

ボルト本数

10

[B1 タイプ]

t3

e
e

ボルト本数

e

t3

e

eeP
H e

e

P
P

10

b3

P
P

e
e

2t4

梁ウェブのピン接合要領（小梁仕口継手も準ずる）

母材中央部材

大梁 継手リスト

Nwn 行Nf
b1×t1 b2L t2 ×× L×

フランジ

SPL-1（外）材　質 H.T.B SPL-2（内）
Pw

×t3 b3 × L

備　　　考SPL-W

ウエブ

柱 継手リスト

（ハンチ梁は端部材）

鉄骨小梁仕口継手特記及びリスト

母材の材質は、特記なき限り SS400 とする。1.

高力ボルトの種別は、部材リストによる。2.

ガセットプレート、リブプレート及びスプライスプレート（添板）の材質は、母材と同材質とする。電炉材の使用も可能とする。3.

4.

5.

6.

高力ボルトは、トルシア形高力ボルト（ S10T ）の使用を標準とする。溶融亜鉛めっきする部材には、溶融亜鉛めっき高力ボルト（ F8T ）を使用する。

溶融亜鉛メッキする部材には、溶融亜鉛めっき高力ボルト（ F8T ）を使用する。

摩擦面の性能及び処理は、鉄骨継手一般事項による。

eeP
10

3) 薬剤処理による場合は、設計者・監督職員の承諾を得ること。

主　　材
Nwn  行Nf

b1×t1 b2L t2 ×× L×

フランジ

SPL-1（外）材　質 H.T.B SPL-2（内）
Pw

t3 b3 × L

備　　　考SPL-W

ウエブ

4SN400A M16 60× 290×12 100 2 2 509 × × 350

符　号

H-100x100x6x8

H-125x125x6.5x9

H-150x150x7x10

H-175x175x7.5x11

H-200x200x8x12

H-250x250x9x14

H-300x300x10x15

H-350x350x12x19

H-400x400x13x21

4SN400A M16 60× 290×9 125 × 29 × 50 290 2 806 × × 350

4SN400A M20 60× 290×9 150 × 29 × 60 290 2 809 × × 350

4SN400A M20 60× 290×9 175 × 29 × 70 290 2 809 × × 290

4SN400A M20 60× 290×9 200 × 19 × 80 290 2 1406 × × 230

6SN400A M20 60× 410×9 250 × 29 ×100 410 4 1409 × × 290

6SN400A M22 60× 350×12 300 × 112 ×110 350 3 1709 × × 200

8SN400A M22 60× 290×12 350 × 216 ×140 290 6 20012 × × 290

12SN400A M22 90× 410×12 400 × 216 ×170 410 6 26012 × × 290

[A3 タイプ]

ボルト本数

t3

e

P
P

e

ee
10

50

2
0

2L-75x75x6
(SS400,2-M20)

A
>
3
0
0

45
°

t3

(1面せん断) (1面せん断) (1面せん断)

(2面せん断)

R=10

[各 タイプ共通] [B3 タイプ]

t3

50

2
0

2L-75x75x6
(SS400,2-M20)

A
>
3
0
0

45
°

t3

(2面せん断)

P
w

e

b3

P
w

e

2t4
ボルト本数

R=10

梁ウェブのガセットプレート・リブプレートの溶接要領

5～10mm端部止め5～10mm端部止め

R=10mm

スニップカット or スカラップ

一般

4A

4A

CC

R=10mm

t≦12の時,C=10mm

t＞12の時,C=15mm

端部廻し溶接とする

メッキ

4A

4A

孔(35mm以上)は、ビート面より5～10mmクリア

孔をスカラップ（R40mm以上）としてもよい

7-M22H-600x200x11x17 1A1 16

ウェブ（高力ボルト：S10T,F10T）

部　　　　材符　号

列列 t3t3

備　　考

Pw Pe

2-M16H-200x100x5.5x8 1A1 6

H-250x125x6x9 3-M161A1 6

3-M20H-300x150x6.5x9 1A1 9

3-M20H-350x175x7x11 1A1 9

4-M20H-400x200x8x13 1A1 9

5-M20H-450x200x9x14 1A1 12

6-M22H-500x200x10x16 1A1 12

60 --

60 --

60 --

60 --

90 --

60 --

60 --

60 --

細幅系列

8-M221A1 16

ウェブ（高力ボルト：F8T）

列列 t3t3Pw Pe

2-M161A1 6

3-M161A1 6

3-M201A1 9

4-M201A1 9

5-M201A1 9

6-M201A1 12

6-M221A1 12

60 --

60 --

60 --

60 --

60 --

60 --

60 --

60 --

9-M22H-700x300x13x24 1A1 16

2-M20H-194x150x6x9 1A1 9

H-244x175x7x11 3-M202A1 9

3-M20H-294x200x8x12 1A1 12

4-M20H-340x250x9x14 1A1 12

5-M22H-440x300x11x18 1A1 16

6-M22H-488x300x11x18 1A1 16

8-M22H-588x300x12x20 1A1 16

60 --

60 --

60 --

60 --

60 --

60 --

90 --

60 --

中幅系列

7-M22H-800x300x14x26 1B1 1690 --

8-M22H-890x299x15x23 1B1 1690 --

8-M22H-900x300x16x28 1B1 1690 --

9-M22H-912x302x18x34 1B1 1990 --

9-M22H-918x303x19x37 1B1 1990 --

5-M22H-390x300x10x16 1A1 1260 --

SS400

SS400

t4xb3xL

9x170x620

9x170x710

9x170x710

16x170x800

16x170x800

6-M221B1 16

2-M201A1 9

4-M202A1 9

3-M201A1 12

4-M201A1 12

5-M221A1 16

6-M221A1 16

8-M221A1 16

90 --

60 --

60 --

60 --

60 --

60 --

90 --

60 --

7-M221B1 1690 --

8-M221B1 1690 --

10-M221B1 1660 --

10-M221B1 1960 --

10-M221B1 1960 --

5-M221A1 1260 --

9x170x620

9x170x710

12x170x620

12x170x620

16x170x620

9x170x530

2-M16H-100x100x6x8 1A1 12--

2-M16H-125x125x6.5x9 1A1 9--

2-M20H-150x150x7x10 1A1 16--

2-M20H-175x175x7.5x11 1A1 16--

4-M20H-200x200x8x12 2A1 1260 60

2-M22H-250x250x9x14 1A1 1290 --

3-M22H-300x300x10x15 1B1 12--

3-M22H-350x350x12x19 1B1 1290 --

3-M22H-400x400x13x21 1B1 1290 --

4-M22H-414x405x18x28 1B1 2290 --

4-M22H-428x407x20x35 1B1 2290 --

広幅系列

SS400

60

60

60

60

9x170x260

9x170x260

12x170x270

16x170x270

16x170x270

2-M161A1 12--

2-M161A1 9--

2-M201A1 16--

2-M201A1 16--

4-M202A1 1260 60

3-M221A1 1260 --

3-M221B1 12--

3-M221B1 1290 --

3-M221B1 1290 --

4-M221B1 2290 --

4-M221B1 2290 --

60

60

60

60

9x170x260

9x170x260

12x170x270

16x170x270

16x170x270

90 90

 すべり係数値が 0.45 以上確保できるよう、

要しない。

t4xb3xL

L

L

P
w

P
w

ボルト本数：Nw

×

SB2

SB1・CSB1

SH-800x250x14x18
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H-350x175x7x11

H-500x200x12x22

SN400B

SN400B

M20

M22

H-900x300x16x28

H-600x300x16x32

SN400B

SN400B

M22

M22 300×22 620 22×× 110×12 ×12 290×4401 8 120

300×19 620 22×× 110×12 ×12 170×7401 12 60

H-600x200x11x17 SN400B M22 200×12 410 12×× 80 ×6 ×9 170×4401 7 60

200×16 410 16×× 80 ×6 ×12 170×3201 5 60

175×9 290 9 ×× 70 ×4 ×6 170×2601 3 90

H-250x125x6x9 M16 125×9 240 9 ×× 50 ×4 1 6 60SN400B ×6 240×180

620

620

410

410

290

240

SB01 渡り廊下棟

渡り廊下棟

H-600x300x16x25 SN400B M22 10 ×16 530×300 19× 110×530 ×12 290×4402 4 120



FB-6x90程度(SS400相当品)

L-90x90x7@600

を母材に取り付ける

受け金物受け材

受けピース

L-65x65x6

受け金物受け材に溶接する事。

定規アングル

ECP材　取り付け要領

下地鋼材の標準仕様

ECP施工標準仕様書（押出成形セメント板協会）による

1. 構造体と下地鋼材との連結ピッチは、600ピッチ、 または900ピッチとする。 

2. 構造体と下地鋼材との連結用に金物（アングルピース など）を使用する場合、

1.

金物の長さは100以上と する。

溶接仕様

鋼材どうしの溶接は、見かけ溶接長の合計が80以上とする。

2. 平行する2辺以上を溶接することとする。

3. 溶接サイズは、3.2mm以上、鋼材の厚み以下とする。

外壁縦張り工法の溶接基準

外壁縦張り工法での構造体とECPとのクリアランスは、 35mmを標準とする。

この場合に使用する下地鋼材は、 ECP下部ではL-50×50×6を

梁上部でL-65×65×6 （＠600、L＝100）以上を用いて連結させ、

下部ではL-65× 65×6を梁フランジ下部に直接連結させます。 

この場合の溶接は、ECP下部では3辺溶接とし、見かけ 溶接長合計を80mm以上とします。

ECP上部では、内外共 900ピッチに外側50mm以上、内側30mm以上の溶接とします。

開口補強材は、縦材を優先して取り付け、縦材間に横材 を取り付けます。

外壁縦張り工法の開口補強材溶接基準

縦材は、構造体または下地鋼材に取り付 けますが、下地鋼材に取り付ける場合は、構造体と

下地鋼材が開口補強材の箇所で追加溶接していることが必要です。

構造体と開口補強材の連結は、アングルピースを介して溶接固定します。

開口補強材どうしの連結は突付け溶接としますが、隙間が大きく開く場合（目安として1.5mm以上）

の場合は、アングルピースを介します。溶接長は、見かけ 溶接長の合計が80mm以上とします。

外壁横張り工法の溶接基準

外壁横張り工法での構造体とECPとのクリアランスは、 75mmを標準とする。

この場合に使用する下地鋼材は、ECP 縦目地部で2L-50×50×6を、柱または間柱にU型金物 

開口補強材は、横材を優先して取り付け、横材間に縦材 を取り付けます。

外壁横張り工法の開口補強材溶接基準

横材は、構造体に取り付けることを原則 とします。

（＠900、L＝120）などを用いて連結させます。 この場合の溶接は、柱とU型金物は2辺溶接で

見かけ溶接 長合計120mm以上とし、U型金物とL-50×50×6は2辺 溶接で

見かけ溶接長合計を80mm以上とします。

構造体と開口補強材の連結は、アングルピース を介して溶接固定します。

開口補強材どうしの連結は突付 け溶接としますが、隙間が大きく開く場合（目安として 1.5mm以上）

の場合は、アングルピースを介します。溶接 長は、見かけ溶接長の合計が80mm以上とします。

1FL

RF

金属パネル材　取り付け金物取り付け要領

壁芯

最 上 階

最 下 階

A

A  SEC.

2-M12

G.PL-6

L = 3002-M12
A.BOLT

（ダブルナット付き）

1FL

4FL

a
 
材

D

D  SEC.

a
 
材

b 材

b 材

b 材

a
 
材

a
 
材

a
 
材

c 材

開口補強横材

[-125x65x6x8

a
 
材

G.PL-6
2-M12

a 材

b 材

c 材

:

:

:

-100x100x3.2@1,250以内　（STKR400）

C-100x50x20x2.3  （SSC400）

-100x100x3.2  （STKR400）

中 間 階

G.PL-6
2-M12PL-6

PL-6x75
2FL

C

C  SEC.

a
 
材

a
 
材

a
 
材

a
 
材

B

B  SEC.

PL-6

PL-6x75

b 材

3FL

※中ボルトのボルト及びワッシャーは戻り止め対応品を使用すること。

50以上50以上

継手部

a
 
材

a
 
材

JOINT

胴縁等の二次鉄骨部材は梁継ぎ手部を避けて割り付けること。

（設計者の承諾により変更可能とする）

通しアングル

L-65x65x6

ブランケット

L-65x65x6
L=100 @600

通しアングル

L-50x50x6

埋め込みPL-6x100x200

アンカー付き@600

S - 

図面番号

日付

25 3

令和７年度　第二中学校等複合施設新築工事（建築工事）
A1

A3

縮尺

図面名

工事名

株式会社教育施設研究所 東北事務所　一級建築士事務所 宮城県知事登録第24110153号

教育施設研究所・三上設計設計共同体

三上設計有限会社　一級建築士事務所 青森県知事登録第573号

代表設計者

設計者

設計者

担当者

担当者構造設計一級建築士第8280号

一級建築士第315246号 茂木博之

一級建築士第331602号 田中裕士

【共通】 鉄骨構造標準図 No.6 _

18_



12.6

W

12.6

15.7

15.7

18.7

18.7

21.8

21.6

24.9

24.6

120 18.7

150

180

24.4

29.4

206

232

34.4

39.3

7.95

7.97

9.88

9.88

11.8 

11.8 

13.7 

13.6

15.7 

15.5

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

S - 

図面番号

日付

25 3

令和７年度　第二中学校等複合施設新築工事（建築工事）
A1

A3

縮尺

図面名

工事名

株式会社教育施設研究所 東北事務所　一級建築士事務所 宮城県知事登録第24110153号

教育施設研究所・三上設計設計共同体

三上設計有限会社　一級建築士事務所 青森県知事登録第573号

代表設計者

設計者

設計者

担当者

担当者構造設計一級建築士第8280号

一級建築士第315246号 茂木博之

一級建築士第331602号 田中裕士

【共通】 フラットデッキ型枠　設計・施工標準図 _

19_



合成スラブデッキ設計・施工標準

2

2

2

*2

2

2

2

2

2

□

3

D

D

単位（ｍ）
コンクリート厚(mm) 80 85 90 95 100

板厚(mm) 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6 1.0 1.2 1.6
単純

（内法）

QL50 2連続

支
3連続

持
条 単純
件 （内法）

QL75 2連続

3連続

注1：普通コンクリート、表面処理が亜鉛めっきの場合　注2：()数値は表面処理が亜鉛めっきなしまたは塗装品の許容スパンを示す。
注3：上表を超える場合、別途支保工が必要です。

S造・施工時のスパンの取り方

【連続支持】【単純支持】

スパンスパン スパン

*1*2

S - 

図面番号

日付

25 3

令和７年度　第二中学校等複合施設新築工事（建築工事）
A1

A3

縮尺

図面名

工事名

株式会社教育施設研究所 東北事務所　一級建築士事務所 宮城県知事登録第24110153号

教育施設研究所・三上設計設計共同体

三上設計有限会社　一級建築士事務所 青森県知事登録第573号

代表設計者

設計者

設計者

担当者

担当者構造設計一級建築士第8280号

一級建築士第315246号 茂木博之

一級建築士第331602号 田中裕士

【校舎棟】 合成スラブデッキ　設計・施工標準図 _

20_



S - 

図面番号

日付

25 3

令和７年度　第二中学校等複合施設新築工事（建築工事）
A1

A3

縮尺

図面名

工事名

株式会社教育施設研究所 東北事務所　一級建築士事務所 宮城県知事登録第24110153号

教育施設研究所・三上設計設計共同体

三上設計有限会社　一級建築士事務所 青森県知事登録第573号

代表設計者

設計者

設計者

担当者

担当者構造設計一級建築士第8280号

一級建築士第315246号 茂木博之

一級建築士第331602号 田中裕士

【共通】 土質柱状図

21





S - 

図面番号

日付

25 3

令和７年度　第二中学校等複合施設新築工事（建築工事）
A1

A3

縮尺

図面名

工事名

株式会社教育施設研究所 東北事務所　一級建築士事務所 宮城県知事登録第24110153号

教育施設研究所・三上設計設計共同体

三上設計有限会社　一級建築士事務所 青森県知事登録第573号

代表設計者

設計者

設計者

担当者

担当者構造設計一級建築士第8280号

一級建築士第315246号 茂木博之

一級建築士第331602号 田中裕士

【共通】 １階伏図 1 -400

231 -200



S - 

図面番号

日付

25 3

令和７年度　第二中学校等複合施設新築工事（建築工事）
A1

A3

縮尺

図面名

工事名

株式会社教育施設研究所 東北事務所　一級建築士事務所 宮城県知事登録第24110153号

教育施設研究所・三上設計設計共同体

三上設計有限会社　一級建築士事務所 青森県知事登録第573号

代表設計者

設計者

設計者

担当者

担当者構造設計一級建築士第8280号

一級建築士第315246号 茂木博之

一級建築士第331602号 田中裕士

【共通】 ２階伏図 1 -400

241 -200







S - 

図面番号

日付

25 3

令和７年度　第二中学校等複合施設新築工事（建築工事）
A1

A3

縮尺

図面名

工事名

株式会社教育施設研究所 東北事務所　一級建築士事務所 宮城県知事登録第24110153号

教育施設研究所・三上設計設計共同体

三上設計有限会社　一級建築士事務所 青森県知事登録第573号

代表設計者

設計者

設計者

担当者

担当者構造設計一級建築士第8280号

一級建築士第315246号 茂木博之

一級建築士第331602号 田中裕士

[本体棟]　軸組図　No.1 1 -400

271 -200



S - 

図面番号

日付

25 3

令和７年度　第二中学校等複合施設新築工事（建築工事）
A1

A3

縮尺

図面名

工事名

株式会社教育施設研究所 東北事務所　一級建築士事務所 宮城県知事登録第24110153号

教育施設研究所・三上設計設計共同体

三上設計有限会社　一級建築士事務所 青森県知事登録第573号

代表設計者

設計者

設計者

担当者

担当者構造設計一級建築士第8280号

一級建築士第315246号 茂木博之

一級建築士第331602号 田中裕士

[本体棟]　軸組図　No.2 1 -400

281 -200







S - 

図面番号

日付

25 3

令和７年度　第二中学校等複合施設新築工事（建築工事）
A1

A3

縮尺

図面名

工事名

株式会社教育施設研究所 東北事務所　一級建築士事務所 宮城県知事登録第24110153号

教育施設研究所・三上設計設計共同体

三上設計有限会社　一級建築士事務所 青森県知事登録第573号

代表設計者

設計者

設計者

担当者

担当者構造設計一級建築士第8280号

一級建築士第315246号 茂木博之

一級建築士第331602号 田中裕士

[本体棟]　軸組図　No.5 1 -400

311 -200



S - 

図面番号

日付

25 3

令和７年度　第二中学校等複合施設新築工事（建築工事）
A1

A3

縮尺

図面名

工事名

株式会社教育施設研究所 東北事務所　一級建築士事務所 宮城県知事登録第24110153号

教育施設研究所・三上設計設計共同体

三上設計有限会社　一級建築士事務所 青森県知事登録第573号

代表設計者

設計者

設計者

担当者

担当者構造設計一級建築士第8280号

一級建築士第315246号 茂木博之

一級建築士第331602号 田中裕士

[本体棟]　軸組図　No.6 1 -400

321 -200





基礎芯

基礎芯

上端筋

下端筋

下
端

筋
 
n
1

上
端

筋
 
n
1

上端筋 n2
下端筋 n2

側 筋

上端筋

下端筋

F25

基礎符号

D13@300

D13@300

D13@300

D13@300

A B D

基礎寸法
H

下端筋 上端筋
側 筋 備考

n1 n2 n1 n2

F42

1,000
2,350

34-D1934-D19

6
5
0

H

D

A/2A/2

A

B
/
2

B

B
/
2

GL

1FL

基礎下端

基礎リスト

5
0

1
0
0

15d

2,000 2,500

F32

3,200 3,200 1,000

F37
3,700 3,700 1,000

1,800

1,800

1,800

4,200 4,200 1,000
1,800

26-D1926-D19

23-D1923-D19

15-D1618-D16
F25A

2,350

F32A

F37A

F42A

2,350

2,350

8-D13

13-D13 13-D13

15-D13 15-D13

9-D13

12-D13 12-D13

基礎梁断面リスト   1:40

S - 

図面番号

日付

25 3

令和７年度　第二中学校等複合施設新築工事（建築工事）
A1

A3

縮尺

図面名

工事名

株式会社教育施設研究所 東北事務所　一級建築士事務所 宮城県知事登録第24110153号

教育施設研究所・三上設計設計共同体

三上設計有限会社　一級建築士事務所 青森県知事登録第573号

代表設計者

設計者

設計者

担当者

担当者構造設計一級建築士第8280号

一級建築士第315246号 茂木博之

一級建築士第331602号 田中裕士

【校舎棟】 基礎・基礎梁リスト 図示/2

34図示

1
,
5
0
0

1
,
2
0
01
,
8
0
0

1
,
8
0
0

片持ち大梁断面リスト  1:40

1
,
8
0
0

F32B 1,800

1
,
8
0
0

基礎芯

柱芯・基礎芯

2
0
0

柱芯

F32B偏心距離 参照



S - 

図面番号

日付

25 3

令和７年度　第二中学校等複合施設新築工事（建築工事）
A1

A3

縮尺

図面名

工事名

株式会社教育施設研究所 東北事務所　一級建築士事務所 宮城県知事登録第24110153号

教育施設研究所・三上設計設計共同体

三上設計有限会社　一級建築士事務所 青森県知事登録第573号

代表設計者

設計者

設計者

担当者

担当者構造設計一級建築士第8280号

一級建築士第315246号 茂木博之

一級建築士第331602号 田中裕士

【校舎棟】 柱断面リスト 1 -80

351 -40



S - 

図面番号

日付

25 3

令和７年度　第二中学校等複合施設新築工事（建築工事）
A1

A3

縮尺

図面名

工事名

株式会社教育施設研究所 東北事務所　一級建築士事務所 宮城県知事登録第24110153号

教育施設研究所・三上設計設計共同体

三上設計有限会社　一級建築士事務所 青森県知事登録第573号

代表設計者

設計者

設計者

担当者

担当者構造設計一級建築士第8280号

一級建築士第315246号 茂木博之

一級建築士第331602号 田中裕士

【校舎棟】 大梁断面リスト No.1 1 -80

361 -40



S - 

図面番号

日付

25 3

令和７年度　第二中学校等複合施設新築工事（建築工事）
A1

A3

縮尺

図面名

工事名

株式会社教育施設研究所 東北事務所　一級建築士事務所 宮城県知事登録第24110153号

教育施設研究所・三上設計設計共同体

三上設計有限会社　一級建築士事務所 青森県知事登録第573号

代表設計者

設計者

設計者

担当者

担当者構造設計一級建築士第8280号

一級建築士第315246号 茂木博之

一級建築士第331602号 田中裕士

【校舎棟】 大梁断面リスト No.2 1 -80

371 -40



S - 

図面番号

日付

25 3

令和７年度　第二中学校等複合施設新築工事（建築工事）
A1

A3

縮尺

図面名

工事名

株式会社教育施設研究所 東北事務所　一級建築士事務所 宮城県知事登録第24110153号

教育施設研究所・三上設計設計共同体

三上設計有限会社　一級建築士事務所 青森県知事登録第573号

代表設計者

設計者

設計者

担当者

担当者構造設計一級建築士第8280号

一級建築士第315246号 茂木博之

一級建築士第331602号 田中裕士

【共通】 スラブ・小梁・壁リスト 1 -60

381 -30



S - 

図面番号

日付

25 3

令和７年度　第二中学校等複合施設新築工事（建築工事）
A1

A3

縮尺

図面名

工事名

株式会社教育施設研究所 東北事務所　一級建築士事務所 宮城県知事登録第24110153号

教育施設研究所・三上設計設計共同体

三上設計有限会社　一級建築士事務所 青森県知事登録第573号

代表設計者

設計者

設計者

担当者

担当者構造設計一級建築士第8280号

一級建築士第315246号 茂木博之

一級建築士第331602号 田中裕士

【校舎棟】 鉄骨部材リスト 1 -80

391 -40



S - 

図面番号

日付

25 3

令和７年度　第二中学校等複合施設新築工事（建築工事）
A1

A3

縮尺

図面名

工事名

株式会社教育施設研究所 東北事務所　一級建築士事務所 宮城県知事登録第24110153号

教育施設研究所・三上設計設計共同体

三上設計有限会社　一級建築士事務所 青森県知事登録第573号

代表設計者

設計者

設計者

担当者

担当者構造設計一級建築士第8280号

一級建築士第315246号 茂木博之

一級建築士第331602号 田中裕士

標準納まり図 ＜　ＲＣ 造　＞（ １方向 ）
（GBRC性能証明　第22-13号）

（一財）日本建築総合試験所

【校舎棟】 鉄筋組込デッキスラブ　No.1 _

40_



S - 

図面番号

日付

25 3

令和７年度　第二中学校等複合施設新築工事（建築工事）
A1

A3

縮尺

図面名

工事名

株式会社教育施設研究所 東北事務所　一級建築士事務所 宮城県知事登録第24110153号

教育施設研究所・三上設計設計共同体

三上設計有限会社　一級建築士事務所 青森県知事登録第573号

代表設計者

設計者

設計者

担当者

担当者構造設計一級建築士第8280号

一級建築士第315246号 茂木博之

一級建築士第331602号 田中裕士

【校舎棟】 鉄筋組込デッキスラブ　No.2 _

41_
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図面番号

日付

25 3

令和７年度　第二中学校等複合施設新築工事（建築工事）
A1

A3

縮尺

図面名

工事名

株式会社教育施設研究所 東北事務所　一級建築士事務所 宮城県知事登録第24110153号

教育施設研究所・三上設計設計共同体

三上設計有限会社　一級建築士事務所 青森県知事登録第573号

代表設計者

設計者

設計者

担当者

担当者構造設計一級建築士第8280号

一級建築士第315246号 茂木博之

一級建築士第331602号 田中裕士

【校舎棟】鉄骨架構詳細図 _
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S - 

図面番号

日付

25 3

令和７年度　第二中学校等複合施設新築工事（建築工事）
A1

A3

縮尺

図面名

工事名

株式会社教育施設研究所 東北事務所　一級建築士事務所 宮城県知事登録第24110153号

教育施設研究所・三上設計設計共同体

三上設計有限会社　一級建築士事務所 青森県知事登録第573号

代表設計者

設計者

設計者

担当者

担当者構造設計一級建築士第8280号

一級建築士第315246号 茂木博之

一級建築士第331602号 田中裕士

【共通】 雑配筋詳細図　No.1 1/60

441/30



S - 

図面番号

日付

25 3

令和７年度　第二中学校等複合施設新築工事（建築工事）
A1

A3

縮尺

図面名

工事名

株式会社教育施設研究所 東北事務所　一級建築士事務所 宮城県知事登録第24110153号

教育施設研究所・三上設計設計共同体

三上設計有限会社　一級建築士事務所 青森県知事登録第573号

代表設計者

設計者

設計者

担当者

担当者構造設計一級建築士第8280号

一級建築士第315246号 茂木博之

一級建築士第331602号 田中裕士

1/60

1/30

【共通】 雑配筋詳細図　No.2
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断面c

B.PL-22x400x400(SS400)

主筋 12-D13

帯筋 □-D10-100@

BxD  550x550

A.BOLT 2-M20

(SS400,L=440,フック付,ダブルナット締)

モルタルt=30

補強筋
D13(@100)(伏図指示位置)

補強筋
D13-(@100)

G.PL-12
HTB 4-M20

H-200x200x8x12(SS400)

G.PL-12
HTB 4-M20

H-200x200x8x12(SS400)

H
-
2
0
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x
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0
x
8
x
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2
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S
S
4
0
0
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補強筋
D13-(@100)

断面A

A

180
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1-D10

D13-150@

D10-300@

D10-200@

2-D13

2-D13
2-D13

D13-150@

a

D10-200@

2-D13
a 断面

52
0

30
0φ

520

300φ

520 300φ

2-D13

2-D132-D13

2-D13

D13-150@

2-D13D10-200@

2-D13

2-D13



【校舎棟】鉄骨詳細図
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S - 

図面番号

日付

25 3

令和７年度　第二中学校等複合施設新築工事（建築工事）
A1

A3

縮尺

図面名

工事名

株式会社教育施設研究所 東北事務所　一級建築士事務所 宮城県知事登録第24110153号

教育施設研究所・三上設計設計共同体

三上設計有限会社　一級建築士事務所 青森県知事登録第573号

代表設計者

設計者

設計者

担当者

担当者構造設計一級建築士第8280号

一級建築士第315246号 茂木博之

一級建築士第331602号 田中裕士
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開口径
1％以上1％未満

2組1組　　 H＜150

3組2組150≦H＜300

3組3組300≦H 　　

（２）　孔際あばら筋の組数は、下表の標準組数以上とする。

（１）　開口部あばら筋の組数は、開口が無いとした場合に配置されるあばら筋組数以上とする。

【開口に対して片側に配置する孔際あばら筋の標準組数】

ダイヤレンＮＳ

【1　組】 【2　組】 【3　組】

50

孔際あばら筋

ダイヤレンＮＳ ダイヤレンＮＳ

孔際あばら筋 孔際あばら筋50

50

50 5050※ ※ ※

４．開口部あばら筋の配筋要領

スリーブ補強設計・施工標準仕様書（参考図）

【ダイヤレンＮＳ　標準形状】

８．ダイヤレンＮＳ標準製品寸法表１．一般事項

サイズ
寸　　法

A CB D E
Ⅰ 6 205 115 127 45

205 115 45

205

Ⅱ

Ⅲ
Ⅳ

Ⅴ

8

10
13

16

210

230

95
80

100

127

155
183

183

55
65

65

289
289

289
296

325

100φ

(H≦115)

スリーブ径
(対応径)

形状 Ho

① 204
①

重量
(kgf/枚)

②
②

③

205

206
211

227

0.55
0.85

1.14
2.01

3.46

（特記外単位：mm）

45
45

F

45
48

55

５．開口部上下補強要領（350φ以上の場合）

（１）　本仕様書は、ダイヤレンＮＳの標準仕様を定めるものであり、各設計における特記仕様は、本仕様書に

　　　　優先して適用する。

（２）　本設計仕様に記載のない事項については、建築基準法・同施行令、（一財）日本建築センター及び

　　　　（一社）日本建築学会の関連する諸指針や諸規準、ダイヤレンＮＳ技術マニュアルによる。

（１）　開口の左右に配筋する1組目の孔際あばら筋の間隔が梁せいの1/2以上または450mm以上（開口径で

　　　　350mm以上）になる場合は、開口部上下補強筋と水平補強筋により主筋を拘束するための補強を行う。

（２）　開口部上下補強筋は、一般部あばら筋と同径以上かつ同鋼種とし、一般部あばら筋のピッチ以下と

　　　　なるように配筋する。（丸鋼及びインデントは不可）

（３）　梁幅が400mm未満もしくはコ型補強筋の梁主筋側重ね長さが25d（dは鉄筋の呼び径）以下の場合は、

　　　　Ｕ型またはΠ型の形状で補強を行う。

（４）　水平補強筋は、一般部あばら筋より1段上の径以上とし（SD295A程度）、開口径の2.5倍以上の長さとする。

開口上下部分の補強要領（Ｕ型補強筋で補強する場合の例）

腹筋

ダイヤレンＮＳ

水平補強筋

水平補強筋

ダ
イ

ヤ
レ

ン
Ｎ

Ｓ

＋

キャップタイ

Ｕ型補強筋

D

　40mm以上とする。
※印部分のかぶり厚さは2.5H以上

（水平補強筋の長さ）

※

※
　　一段上の径以上)
(一般部あばら筋より
水平補強筋

H≧350

開口部上下補強筋
450mm以上

７．施工における注意事項

ダイヤレンＮＳ

保持鉄筋（SD295A程度）

（１）　補強設計によってダイヤレンＮＳが3枚以上になった場合で中子筋が無い場合は下図のように

　　　　保持鉄筋等に結束する。

（２）　ダイヤレンＮＳはあばら筋に対して斜め45度の傾きをもって必要な耐力が期待できるため、

可 可 不可 不可

２．使用材料の適用範囲

（１）　コンクリート

（２）　鉄筋

　　　　　・ダイヤレンＮＳ：KSS785-K（MSRB-0004）、MK785（MSRB-0067）

柱 柱

３．貫通孔適用範囲

（１）　開口の形状は円形または多角形とし、多角形の場合はその外接円を開口とみなす。

（２）　開口径（H）は開口外径とし、750mm以下かつ梁せいの1/3以下とする。ただし、上下に複数の開口を

　　　　設ける場合は、当該複数孔の開口径の合計は梁せいの1/3以下とする。

（３）　隣接する開口の水平及び鉛直方向中心間距離（L）は開口径の3倍以上とし、隣接する開口の径が異なる

（５）　水平方向の開口位置は、柱際から開口中心までの距離（L'）を梁せい以上とする。

D

　　　　場合は、両開口径の平均値の3倍以上とする。また、上下に複数の開口を設ける場合には、最大径の

　　　　範囲内にその他の開口を配置することとする。

 　　　 ただし、ダイヤレンＮＳをあばら筋の内側に施工することとする。

L'≧D L≧(H1＋H2)/2×3

H1 H2

HC1

HC2

（４）　へりあき（HC1,HC2）の最小寸法は下式による。

　　　　　へりあき≧(ダイヤレンＮＳのE寸法－開口径H)/2＋ダイヤレンＮＳの鉄筋径/2

H3,H4≦750mm かつ Σ(H3,H4)≦D/3

HC1,HC2≧(ダイヤレンＮＳのE寸法－H1)/2＋ダイヤレンＮＳの鉄筋径/2

L≧(H3＋H4)/2×3

H3＜H4のとき、
H3をH4の範囲内に配置する

L'≧1.5D

H3

H4

H1,H2≦750mm かつ H1,H2≦D/3

　　　　下図の「可」のように施工すること。

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ
Ⅴ

6
8

10

13
16

230
230

235

240
240

140
140

125

110
110

127
127

155

183
183

45
45

55

65
65

325
325

332

339
339

(H≦141)

125φ

①
①

②

②
③

222
223

227

232
234

0.60
0.94

1.27

2.26
3.57

45
45

48

50
50

Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅳ
Ⅴ

6

8
10

13
16

255

255
260

260
265

165

165
150

130
135

127

127
155

183
183

45

45
55

65
65

360

360
367

367
374

(H≦166)

150φ

①

①
②

②
③

239

240
245

246
251

0.66

1.03
1.38

2.41
3.88

45

45
47

47
50

Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅳ
Ⅴ

6

8
10

13
16

280

280
285

285
290

190

190
175

155
160

127

127
155

183
183

45

45
55

65
65

395

395
403

403
410

(H≦191)
175φ

①

①
②

②
③

257

258
263

264
269

0.71

1.12
1.50

2.61
4.19

45

45
47

47
50

Ⅰ

Ⅱ
Ⅲ

Ⅳ
Ⅴ

6

8
10

13
16

305

305
310

310
320

215

215
200

180
190

127

127
155

183
183

45

45
55

65
65

431

431
438

438
452

(H≦216)
200φ

①

①
②

②
③

275

276
280

282
290

0.77

1.20
1.61

2.81
4.57

45

45
47

47
50

50
50

45
45

45

5.31
3.29

1.83
1.40

0.89

326
324

316
315

314

②
②

②
①

①

250φ
(H≦270)

523
523

509
509

509

80
65

55
45

45

226
183

155
127

127

210
240

250
270

270

370
370

360
360

360

16
13

10
8

6

Ⅴ
Ⅳ

Ⅲ
Ⅱ

Ⅰ

50
50

45
45

45

5.93
3.69

2.05
1.57

1.01

361
359

351
350

349

②
②

②
①

①

300φ
(H≦320)

593
593

579
579

579

80
65

55
45

45

226
183

155
127

127

260
290

300
320

320

420
420

410
410

410

16
13

10
8

6

Ⅴ
Ⅳ

Ⅲ
Ⅱ

Ⅰ

50

50
45

45

45

6.55

4.09
2.28

1.75

1.12

396

395
386

385

384

②

②
②

①

①

350φ
(H≦370)

664

664
650

650

650

80

65
55

45

45

226

183
155

127

127

310

340
350

370

370

470

470
460

460

460

16

13
10

8

6

Ⅴ

Ⅳ
Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

※寸法は、鉄筋の芯－芯間とする

　開口中心までの距離

※表中Hoは、かぶり厚さ40mm、あばら筋16mmとした場合のコンクリート面から

　厚さを40mmとした場合の開口外径

※対応径は、スリーブ面とダイヤレンＮＳ内リング筋の内側面までのかぶり

60

60
50

45

60
60

50
45

60
60

50
45

60
60

50
45

55
55

50
45

55
55

50
45

55
55

50
45

55

55
50

45

45

45

19.05

11.94
7.35

4.11

18.11
11.32

6.95
3.89

17.17
10.69

6.55
3.67

16.24
10.07

6.16
3.44

14.92
9.18

5.68
3.17

13.98
8.56

5.28
2.95

13.04
7.94

4.88
2.73

2.10
12.11

7.31
4.48

2.50
1.92

780

700
685

676

745
665

649
641

710
630

614
605

674
594

579
570

625
545

536
528

589
509

501
492

554
474

466
457

456
519

439
430

422
421

④

②

②
②

④

②

②

②

④

②

②

②

④

②

②

②

④

②

②

②

④

②

②

②

④

②

②

②

①
④

②

②
②

①

750φ

700φ

650φ

600φ

550φ

500φ

450φ

400φ

(H≦750)

(H≦730)

(H≦680)

(H≦630)

(H≦570)

(H≦520)

(H≦470)

(H≦420)

1432

1272
1244

1230

1362
1202

1173
1159

1291
1131

1103
1088

1220
1060

1032

980
820

806
791

791
909

749
735

721
721

1018

1121
961

947
933

1050
890

876
862

80
65

55

80

80

65
55

80

80

65
55

80

80

65
55

80

80

65
55

80

80

65
55

80

80

65
55

80

45

80
65

55

80

45

292

226
183

155

292
226

183
155

292
226

183
155

292
226

183
155

292
226

183
155

292
226

183
155

292
226

183
155

127
292

226
183

155
127

806

740
750

760

756
690

700
710

706
640

650
660

656
590

600
610

586
520

540
550

536
470

490
500

486
420

440
450

470
436

370
390

400
420

900

900
880

870

850
850

830
820

800
800

780
770

750
750

730
720

680
680

670
660

630
630

620
610

580
580

570
560

560
530

530
520

510
510

16
13

10

16

16

13
10

16

16

13
10

16

16

13
10

16

16

13
10

16

16

13
10

16

8

16
13

10
8

16

Ⅳ-3R

Ⅳ
Ⅲ

Ⅱ

Ⅳ-3R
Ⅳ

Ⅲ
Ⅱ

Ⅳ-3R
Ⅳ

Ⅲ
Ⅱ

Ⅳ-3R
Ⅳ

Ⅲ
Ⅱ

Ⅳ-3R
Ⅳ

Ⅲ
Ⅱ

Ⅳ-3R
Ⅳ

Ⅲ
Ⅱ

Ⅳ-3R
Ⅳ

Ⅲ
Ⅱ

Ⅰ
Ⅳ-3R

Ⅳ
Ⅲ

Ⅱ
Ⅰ

16

13
10

16

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

16

16

16

16

16

16

16

16

230 65154 237 455 57 ⑤ 6.14 292

237 65 ⑤

237 65 ⑤

237 65 ⑤

237 65 ⑤

240 164 469 49 6.31 299

189 504 49 6.78 316

290 214 540 49 7.25 334

320 244 582 52 7.82 355

370 276 292 80 683 50 ④ 9.11 406

④

④

420 326 292 80 753 50 10.04 441

470 376 292 80 824 50 10.98 476

※へりあきの最小寸法

D
E

265

②1箇所溶接型
　(2重リング)

③2箇所溶接型
　(2重リング)

④1箇所溶接型
　(3重リング)

⑤3箇所溶接型
　(3重リング)

①一筆型
(2重リング)

（６）　上下に複数の開口を設ける場合の水平方向の開口位置は、L'を梁せいの1.5倍以上とする。

　　　 　　　　　　　＋あばら筋径＋かぶり厚さ(40㎜以上)

　　　　　＋あばら筋径＋かぶり厚さ(40mm以上)

　位置とし、標準は50mmとする。
※必要なかぶり厚さを確保した

（かぶり厚さ40mm、あばら筋径を16mmと仮定した数値）

ダイヤレンＮＳを使用した場合のコンクリート面から

開口中心までの距離（Ho）を左表に示す。

かぶり厚さ＋あばら筋径

６．施工要領例

（１）　型枠上に開口の位置と開口径等を墨出しする。

　　　　（束ね配筋は、2組までは束ねることができるが、3組以上は束ねてはならない。）

（５）　孔際あばら筋を配筋するのが困難な場合は、束ね配筋にすることができる。

（３）　ダイヤレンＮＳを左右の孔際あばら筋の間から挿入し、孔際あばら筋等に4か所以上結束する。

（４）　スリーブをダイヤレンＮＳのスリーブ受け筋にセットし、針金等で固定する。

（２）　補強設計上必要な孔際あばら筋と一般部あばら筋を配筋する。孔際あばら筋は、1組目は必要なかぶり厚さを

　　　　確保した所定の位置に配置し、2組目以降はそれぞれ50㎜ピッチで配筋する。孔際あばら筋と一般部あばら筋

　　　　の間隔は、設計ピッチ以下とする。

（６）　開口部周囲のそれぞれの鉄筋のかぶり厚さが適正に確保されていることを確認する。

型

　　　　Fc＝21～100N/mm

　　　　　・主筋　　　　　：基準強度295～490N/mm のJIS鉄筋、490を超え685N/mm 以下の大臣認定品

　　　　　・あばら筋　　　：基準強度295～490N/mm のJIS鉄筋、490を超え1275N/mm 以下の大臣認定品

2 2

2 2

一般部あばら筋比（p ）w

2

（一財）日本建築センター　ＢＣＪ評定-RC0124-08

E'

E'＝E/2＋鉄筋径/2

Ho

Ho＝かぶり厚さ＋あばら筋径＋E'
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図面番号

日付

25 3

令和７年度　第二中学校等複合施設新築工事（建築工事）
A1

A3

縮尺

図面名

工事名

株式会社教育施設研究所 東北事務所　一級建築士事務所 宮城県知事登録第24110153号

教育施設研究所・三上設計設計共同体

三上設計有限会社　一級建築士事務所 青森県知事登録第573号

代表設計者

設計者

設計者

担当者

担当者構造設計一級建築士第8280号

一級建築士第315246号 茂木博之

一級建築士第331602号 田中裕士

【共通】 ３階スリーブ図 1 -400
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図面番号

日付

25 3

令和７年度　第二中学校等複合施設新築工事（建築工事）
A1

A3

縮尺

図面名

工事名

株式会社教育施設研究所 東北事務所　一級建築士事務所 宮城県知事登録第24110153号

教育施設研究所・三上設計設計共同体

三上設計有限会社　一級建築士事務所 青森県知事登録第573号

代表設計者

設計者

設計者

担当者

担当者構造設計一級建築士第8280号

一級建築士第315246号 茂木博之

一級建築士第331602号 田中裕士

【共通】 Ｒ階スリーブ図 1 -400

511 -200
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図面番号

日付

25 3

令和７年度　第二中学校等複合施設新築工事（建築工事）
A1

A3

縮尺

図面名

工事名

株式会社教育施設研究所 東北事務所　一級建築士事務所 宮城県知事登録第24110153号

教育施設研究所・三上設計設計共同体

三上設計有限会社　一級建築士事務所 青森県知事登録第573号

代表設計者

設計者

設計者

担当者

担当者構造設計一級建築士第8280号

一級建築士第315246号 茂木博之

一級建築士第331602号 田中裕士

【渡り廊下棟】 デッキルーフ屋根設計・施工標準 _

52_

（３）標準溶接条件：右表

工　　程

デッキ焼抜き

押し込み・溶着

整　　形

 １）墨出し線に合わせて１枚目のデッキプレ

 　　数(５～１０枚)ごとに仮止め溶接する。

　　 ートを仮止め溶接した後、順次適当な枚

梁フランジ板厚

６mm以上 １９０～２３０Ａ(標準２１０Ａ)

（４）溶接工の資格：JIS Z 3801、JIS Z 3841 における基本級の有資格者

手　　順　・　要　　領

（１）溶接機：交流アーク溶接機 ＡＷ２５０Ａ以上　エンジン溶接機 ２３０Ａ以上

溶 接 電 流

アーク発生１

２

３

４

（５）手順・要領：以下の１～４の順に行う。

１

２

３

工　　程 手　　順　・　要　　領

注１.閑静な場所では発射音の対策に注意。

溶接棒を若干引き上げてアークを飛ばし、径10㎜弱で"の"の字を描いてデッキを焼抜く。

溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き上げる。スラブを除去して仕上がりを確認。

検査用測定ゲージを用いて立上がり長さを確認する。立上がり長さ確認

　　　修得した作業員が施工する。

（５）手順・要領：以下の１～３の順に行う。

梁(母屋)板厚に合った空砲と威力レベルをセットする。デッキを梁(母屋)になじませ(隙間２mm以下)溶接棒をデッキに垂直にしてアークを発生させる。

溶接棒を梁(母屋)上まで押込み、焼抜きの内側をなぞるように円中央へ2～3回転しながら運棒。

　　　　　　　棒径４mmφのもの

 　　乗るように敷込む。（５０ｍｍ以上）

 ２）デッキプレートの溝部が各梁(母屋)上に

 ３）デッキプレートの長さ方向の梁(母屋)上

 　　のかかり幅は、５０ｍｍ 以上に敷込む。

1) 検流計での計測

(1)デッキ相互の嵌合状況

2) 溶接棒の消費長さによる確認　　　未使用の規定の溶接棒を用い

　　秒間溶接した時の溶接棒の消費長さが45～53mmであること。

　　てアーク長さを約３mmに保持し、１０mm程度の円を描いて１０

(2)開口部の補強状況

２）くぎ

４）すみ肉溶接

１）焼抜き栓溶接

２）打込み鋲

（２）鋲：

（３）施工指導及び施工：鋲メーカーが責任施工又は施工指導を行う。

鋲打ち機調整

鋲打ち デッキを梁(母屋)になじませ鋲を打つ。

　２.詳細は鋲メーカーの施工要領にしたがって施工並びに検査を行う。

打鋲に失敗した鋲の頭部がじゃまして，増し打ちができない

場合は、グラインダーにてその鋲の頭部とワッシャーを取り

除き、その隣でデッキスパン方向10mm以内に増し打ちする。

ｄ

Ｄ

2)検査で不合格の場合は増打ちをする。

1)検査用測定ゲージを用いて立上がり長さを確認する。

梁(母屋)板厚に合った空砲と威力をセットする。

溶接時間の目安；電流値２１０Ａ(標準)の場合８秒程度

（１）使用工具：鋲打機（打込み鋲専用工具）

３）ドリルねじ

１）ドリルねじ

３）スポット溶接

ヒルティ鋲

1) 溶接箇所の確認　　2) 焼き切れ、余盛り不足の有無

3) 標準余盛り径　：18mm以上

　スラグ除去後、梁にデッキを密着させて再溶接する。

　不具合箇所に溶着金属を流し込む要領で補修。

（２）寸法(mm)：φ６以上ｘＬ20以上

（１）規　格　：ＪＩＳ Ｂ １１２４

梁(母屋)板厚が厚い場合は、デッキと梁(

母屋)に下穴を開けた後に、ドリルねじを

取り付ける。

注.「デッキ相互の接合」に使用するドリル

 　ねじとは、ねじの寸法(φ４ｘＬ13)が

   異なる。

　　空砲の種類及び選定についてはメーカーに確認する。

φＤ

φｄ

：鋲立上がり長さ

15

4.5

ｗ開口部

開
口
部

ｗ

開口部

≧
Ｗ

ｗｗ

小梁補強

アングル

クローサー 梁耐火被覆用面戸クローサー

ＱＬルーフ50mm以上 50mm以上

焼抜き栓溶接、打込み鋲 焼抜き栓溶接、打込み鋲
又はドリルねじ 又はドリルねじ

ＱＬルーフ

梁耐火被覆

（４）作業資格：鋲メーカーの作業者資格認定制度に基づき施工技術を

補強プレート

アーク手溶接

焼抜き栓溶接、打込み鋲
又はドリルねじ

梁(母屋)（１時間耐火被覆）

ＱＬルーフ（厚さ1.2、1.6）
焼抜き栓溶接、打込み鋲又はドリルねじ

梁(母屋)とデッキの接合

スパン スパン

≧
Ｗ

焼抜き栓溶接、打込み鋲
又はドリルねじ

梁耐火被覆

ＱＬルーフ
ＱＬルーフ ※ ※

梁耐火被覆
ＱＬルーフ

焼抜き栓溶接、打込み鋲
梁耐火被覆焼抜き栓溶接、打込み鋲

梁耐火被覆
梁耐火被覆

焼抜き栓溶接、打込み鋲

又はドリルねじ 又はドリルねじ
又はドリルねじ

焼抜き栓溶接、打込み鋲
又はドリルねじ

50mm以上200mm以下

（フラッシング）現場切断焼抜き栓溶接、打込み鋲焼抜き栓溶接、打込み鋲

※

梁耐火被覆

ＱＬルーフ

梁耐火被覆

デッキ受材ＦＢ６５×６等
（ＡＰＷの場合 ＦＢ６５×９等)

ＱＬルーフ

焼抜き栓溶接、打込み鋲

焼抜き栓溶接、打込み鋲

現場切断(デッキ)

梁耐火被覆

又はドリルねじ 又はドリルねじ
又はドリルねじ

溶接 又は
ドリルねじ(φ4-13) ＠600以下

※※

溶接 又は

ＱＬルーフ

梁耐火被覆

梁耐火被覆焼抜き栓溶接、打込み鋲
デッキ受材ＦＢ６５×６等

（ＡＰＷの場合 ＦＢ６５×９等)

焼抜き栓溶接、打込み鋲

※
現場切断（デッキ）

（フラッシング）現場切断
焼抜き栓溶接、打込み鋲
又はドリルねじ

又はドリルねじ

又はドリルねじ

ドリルねじ(φ4-13) ＠600以下

又はドリルねじ

200mm以下
50mm以上

梁耐火被覆

クローサー

焼抜き栓溶接、打込み鋲

又はドリルねじ

梁耐火被覆
*

*
*

*

*

*

*

*

* *
*

スポット溶接

 (溶接長さ15mm)

すみ肉溶接

 (溶接長さ15mm)

鉄筋φ9

くぎ
（φ4×L13）
ドリルねじ

ドリルねじ、くぎまたは溶接

ＱＬルーフ デッキ相互の接合

*印「梁耐火被覆」については、設計「3.屋根システム耐火仕様」の注２)を参照下さい。
※部分が180mm を超える場合、断熱材敷設のための補強が必要となることがあります。詳細については、ご相談下さい。

注２）梁(母屋)の耐火被覆  梁(母屋)に１時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。
注３）梁(母屋)とデッキ間の接合は、デッキプレート１枚毎に３ヶ所とする。詳細は「２.梁(母屋)との接合」及び「施工」欄を参照。
注４）デッキ相互の接合については下記の通りとする。

注１）スパンとは梁(母屋)の中心間距離を言う。

□採用項目に ﾚ を記して下さい。

デッキ板厚

梁(母屋)

≦600 mm
焼抜き栓溶接、打込み鋲

又はドリルねじ

焼抜き栓溶接             打込み鋲        ドリルねじ

端部  　　   中間部      端部･中間部共　  端部･中間部共

注）上記方法でデッキと梁（母屋）を接合しても、水平ブレースは削除できません。
水平ブレース（屋根面）は別途ご指示ください。

デッキ端部梁(母屋)上

デッキ中間部梁(母屋)上

 Ｎs＝Ｗs／１.５Ｐa かつ３ヶ所/デッキ１枚以上

 Ｎc＝Ｗc／１.５Ｐa かつ３ヶ所/デッキ１枚以上

Ｗｓ：デッキ端部梁(母屋)上部に作用する設計最大荷重(Ｎ/m)
Ｗｃ：デッキ中間部梁(母屋)上部に作用する設計最大荷重(Ｎ/m)
Ｎs ：デッキ端部梁(母屋)上の接合箇所数／１ｍ幅

Ｐa ：接合部１個当たりの長期許容引張り力（Ｎ）

接合箇所

端部 中間部 端部

梁(母屋)上のデッキ端部及び中間部

Ｎc ：デッキ中間部梁(母屋)上の接合箇所数／１ｍ幅

平成14年４月16日国土交通省告示第326号に基づき、下記の仕様とする。

焼抜き栓溶接、打込み鋲又はドリルねじ
梁(母屋)とデッキの接合

定尺2.4ｍ
デッキ割付の幅調整に用いる。

25 Ｗ（100～250）

1
3.
5

デッキの小口ふさぎ
に用いる。

52

29
29

77

場合に用いる。定尺2.4ｍ
デッキ小口を連続してふさぐ 付属のネジで固定する。

吊り荷重:980N(100kg)
梁耐火被覆用面戸に
用いる。

**

（２）溶接棒：JIS Z 3211のE4316、E4916 に定める低水素系被覆アーク溶接棒

適正な溶接を行うため 1)または2)の方法で電流値をチェックする。

75
600

6012060

120 120180

75

300
6060

120

50

600
60 120 60

120120 180

50

60 60
300

120

注1）本標準図において、「タッピンねじのねじ山を持つドリルねじ(JIS B 1124)」をドリルねじと略記する。

注2）打込み鋲の場合、「梁(母屋)板厚」の最大値は32mm。

　　　　　ヒルティ鋲（X-ENP-19 L15：JIS G 3502 ピアノ線相当）

8.2～9.8

２０１９／０８／０１
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図面番号

日付

25 3

令和７年度　第二中学校等複合施設新築工事（建築工事）
A1

A3

縮尺

図面名

工事名

株式会社教育施設研究所 東北事務所　一級建築士事務所 宮城県知事登録第24110153号

教育施設研究所・三上設計設計共同体

三上設計有限会社　一級建築士事務所 青森県知事登録第573号

代表設計者

設計者

設計者

担当者

担当者構造設計一級建築士第8280号

一級建築士第315246号 茂木博之

一級建築士第331602号 田中裕士

[渡り廊下棟]　伏図・軸組図 1/400

531/200
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図面番号

日付

25 3

令和７年度　第二中学校等複合施設新築工事（建築工事）
A1

A3

縮尺

図面名

工事名

株式会社教育施設研究所 東北事務所　一級建築士事務所 宮城県知事登録第24110153号

教育施設研究所・三上設計設計共同体

三上設計有限会社　一級建築士事務所 青森県知事登録第573号

代表設計者

設計者

設計者

担当者

担当者構造設計一級建築士第8280号

一級建築士第315246号 茂木博之

一級建築士第331602号 田中裕士

[渡り廊下棟]　部材リスト 1/60

541/30
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図面番号

日付

25 3

令和７年度　第二中学校等複合施設新築工事（建築工事）
A1

A3

縮尺

図面名

工事名

株式会社教育施設研究所 東北事務所　一級建築士事務所 宮城県知事登録第24110153号

教育施設研究所・三上設計設計共同体

三上設計有限会社　一級建築士事務所 青森県知事登録第573号

代表設計者

設計者

設計者

担当者

担当者構造設計一級建築士第8280号

一級建築士第315246号 茂木博之

一級建築士第331602号 田中裕士

[渡り廊下棟]　鉄骨詳細図 1/40

551/30
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図面番号

日付

25 3

令和７年度　第二中学校等複合施設新築工事（建築工事）
A1

A3

縮尺

図面名

工事名

株式会社教育施設研究所 東北事務所　一級建築士事務所 宮城県知事登録第24110153号

教育施設研究所・三上設計設計共同体

三上設計有限会社　一級建築士事務所 青森県知事登録第573号

代表設計者

設計者

設計者

担当者

担当者構造設計一級建築士第8280号
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